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　下着姿の妹の肩を、俺おれはそっと後ろから抱だき竦すくめる。

「あっ……お兄にいちゃん……」

「おまたせ、みちる。準備はいいかい？」

「うん。心の準備はできてる」

　俺おれの問いかけに、妹のみちるは健気けなげに頷うなずいた。

　そうか、と俺おれは微笑ほほえみ、みちるの華きや奢しやな肩から腕を離はなす。そして、みちるの背骨のラインをなぞるように眺めながら、そこにあるブラジャーのホックを外した。そのまま後ろから慣なれた手つきで、ブラジャーをみちるから抜き取る。

　俺おれは人肌の温ぬくもりが残るブラジャーをストールのように自分の首にかけ、ポケットに忍ばせておいたヌーブラを、背後から手を回しみちるの乳房に優やさしく着けた。妹の成長をたしかめるように、柔らかさと大きさの確かく認にんも怠おこたらない。

「お、お兄にいちゃん？」

「また膨ふくらんだね」

　続いて俺おれの視し線せんは下に向かう。ゆっくりと膝ひざを付いて中腰になった。

　みちるのふくらはぎをそっと撫なでる。

「はあっ……」

「ほら、足を上げてごらん」

「……うん」

　みちるは言われるがまま片足を上げた。俺おれはその足へ服を通し、もう片方の足にも同じようにして、両足を通した服を上に持ち上げた。肩かた紐ひもを肩にかけ、乱れた部分を整ととのえる。

　みちるの身体からだを包み込んだ衣装。それは純白のウエディングドレス。多くの女性が憧あこがれるだろう衣装である。

　みちるは、俺おれの部へ屋やにある姿見の前に立った。俺おれはその後ろから優やさしく彼女の肩に手を乗せて、同じく姿見を覗のぞき込こむ。

「うわぁ──これが私なんだ」

　いまの自分の姿を見たみちるは、感嘆の声を上げた。

　その言葉が決して大げさではないほど、ウエディングドレス姿のみちるは耀かがやいている。

　まさに妹にとって、十五歳最高の瞬しゆん間かんと言えよう。

「似合ってる。とっても可愛かわいくて綺き麗れいだよ」

　俺おれが耳元でそうやって囁ささやくと、みちるはくすぐったそうに恥じらいながら、

「お兄にいちゃん、本当にありがとう」

　と、振り返って俺おれの頰ほおに軽く口づけをした。俺おれの気分は天よりも高く舞まい上あがる。

「気にすることはない。俺おれからの中学卒業祝いだよ」

「こんなすごいお兄にいちゃんが居て、私とっても幸せ」

「嬉うれしいことを言ってくれるじゃないか妹よ」

「……でもね」

　急にみちるが真顔になった。

「お兄にいちゃん。これはさすがに重いよ」

「え……重い？」

「そう、重いの」

「重いって……小こ遣づかいはたいてシルクを使ったんだぞ？　これ以上軽くするなら、安っぽい素材を使わないといけない。テカテカのビニールとか嫌いやだろ？」

　俺おれは技術的観かん点てんから説明するが、みちるは「そうじゃない」と首を横に振る。

「ドレスのことじゃなくて、お兄にいちゃんの愛が重いの」

「……？　ちょっと俺おれには意味が分からないな」

　みちるの意図がくみ取れず、俺おれはきょとんとした。

「だからさ。妹の卒業式のプレゼントに、ウエディングドレスを作ってくれちゃうお兄にいちゃんの愛情が重いの」

「だっておまえ。テレビのウエディング特集を見て、『私もいつかウエディングドレスを着てみたいなぁ……』って言ったじゃん？」

「うん、言ったよ」

「ほら、やっぱり！」

　俺おれは勝ったような気になる。

「でもね。普通、そんなこと言ったからって本当にドレスを用意するなんてありえないよ」

「そこは俺おれじゃないか」

　みちるの物言いに、なにをいまさらと思った。

　俺おれは特注で改装した、部へ屋や三面にわたるクローゼットをすべて開放する。そこには見渡すばかりの服の数々。そのほとんどが女物であり、俺おれがみちるに着せるべく作った作品である。

　俺おれこと小お野の友とも永ながは、幼少より物を作ることが大好きだった。その気持ちはいつしか裁さい縫ほうに向かい、デザイナーになることを夢見て服を縫ぬうようになる。努力の甲斐かいあって技術も向上し、ここ数年、愛する妹の私服はすべて俺おれが縫ぬってきた。

　よって、愛いとおしい妹の望みならば、ウエディングドレスくらい、なんてことはないのだ。

「見てくれっ。これが俺おれの愛だ！」

　服の林をバックに、俺おれは自信をもって言い放った。

　しかし、みちるは嘆息して、

「だからさ、その愛が重いの」

「なぜだ!?　いままで俺おれの愛を受け入れ続けてくれたじゃないかっ」

　理解を超えた出来事に、俺おれは目を剝むいた。

「うん、そうだね。沢たく山さん服を作ってくれる、私わたし的てきにも自慢のお兄にいちゃんだよ」

「いやいや～それほどでも～」

　俺おれは照れた。

「けど、私も来月から高校生になるわけじゃん？」

「……そうだな」

「考えてもみて。兄お手製の服を着てる女子高生ってどうよ？」

「クラスの人気者間違いなしだな！」

「んなわけない」

　俺おれの即答に対抗するように、みちるは断言した。

「普通に引かれちゃうって」

「そんなバカな……」

　愕がく然ぜんとする俺おれの目を、みちるは姿見を通してしっかりと見つめてくる。

　彼女の瞳ひとみには決意が宿っているような気がした。

「というわけで重大発表があります」

「なんか嫌いやだ。聞きたくない」

　みちるは俺おれの拒絶を無視して言葉を続ける。その顔は真剣だった。

「今日きようをもちましてみちるは、体面的にお兄にいちゃんから卒業することにしました」

「噓うそんっ!?」

　あまりの爆ばく弾だん発言に、俺おれは吐血しかけた。

「本当だよ」

「みちるっ。俺おれを捨てるのか!?」

「なんかもう妹に向かって言う台詞せりふじゃないよね？」

「待ってくれ。ちょっと待ってくれ……」

　俺おれは時間をもらって乱れた呼吸を整ととのえる。

「……落ち着いて整せい理りしよう」

「いいよー」

　みちるは軽い調ちよう子しで応こたえた。

　よし、色々と確かく認にんしておきたいことはあるが、まずは差し迫った重要案件から。

　俺おれは震ふるえる声で、

「……まず、俺おれの服の件だ。もちろんこれまで通り着てくれるよな？」

「着ないよ」

「どうして!?」

「お兄にいちゃんから卒業するんだから当たり前でしょ？」

「くっ……そ、それなら、みちるは来月から俺おれと同じ高校に入学するわけだ」

　俺おれたちは年子なので、四月から俺おれは高校二年生、みちるは一年生になる。

「うん、そうだね」

「廊下ですれ違ったらどうするんだ？」

「もちろん素通りだよ。むやみに話しかけないでね」

「あんまりだ！」

「仕方ないよ。学校だからね」

　と、みちるはこともなげに肩を竦すくめた。

　堪たえがたいストレスに目め眩まいがしてくる。どれだけ俺おれが兄妹きようだいで過ごす高校生活を楽しみにしていたのか、みちるは知しる由よしもなかろう。

「……じゃあ、家ではどうなんだ？　話しかけてもいいのか？」

「もちろん、家ではこれまで通りだよ」

「それじゃ家なら俺おれの服を着てくれるのか？」

「着ないよ」

「どうして！」

「いつ友達が遊びに来るか分からないでしょ？」

　俺おれは思わず落らく涙るいしそうになる。だが、口元を押さえてなんとか堪こらえた。

「……じゃあ、お風ふ呂ろはどうする？　これからは別々に入るのか？」

「なに言ってるのっ。お風ふ呂ろはこれまで通り一いつ緒しよに入るよ！　そんなの当たり前じゃない」

　なぜかみちるは語気を強くした。

「そうか。お風ふ呂ろはいいんだな」

「そうだよっ。兄妹きようだいなんだからお風ふ呂ろは一いつ緒しよに入らなきゃ！」

　服はダメでお風ふ呂ろはいい。みちるの基準がよく分からない。我が妹は大変難むずかしい時期に突入してしまったようだ。

　しかし、お風ふ呂ろはいままで通りで少しほっとした。

　裸の付き合いを絶ってしまっては、それはもはや兄妹きようだいとはいえない。

「でもしかし、家でも服を着てくれないのは困る。俺おれにとって、自分の作った服を女の子に着てもらうことが人生のすべてなんだ！　みちるが俺おれの愛を受け取ってくれなくなったら、俺おれはどうすればいいんだ!?」

「いいじゃない。お兄にいちゃんの愛を着てくれる女の人は他ほかにも居るでしょ？」

「彼女たちは部員だ。作る側であって、俺おれの服はあんまり着てくれない」

「あらら、そうだったの」

「だから、迸ほとばしる俺おれの愛をすべて受け入れてくれるのは、みちるだけなんだ！」

「そっか──でも安心して」

　と、みちるは肩に乗った俺おれの手を外し、姿見の前から離はなれる。

　何事かと、俺おれは追おい縋すがるように手を伸ばすが、すでに白い薔薇ばらは手の届かない場所に居た。

　深い喪失感に苛さいなまれる。娘を嫁に出した父親の気持ちが理解できたような気がした。

　みちるは部へ屋やの隅に置いてあった紙袋を取り、こちらに戻ってくる。

「卒業祝いのお返しね。これ、私からのプレゼント」

　にっこりとみちるは紙袋を差し出してきた。

　俺おれにはそれが決別状に見えて仕方ないが、愛する妹からのプレゼントを受け取り拒否はできない。差し出された紙袋を恐る恐る受け取った。

「あ、ありがとう……みちる」

「開けてみて」

「……」

　気は進まないが紙袋の中を覗のぞく。そこには長四角の箱がひとつ。

　俺おれは箱を取り出す。『着きせ替かえリズちゃん人にん形ぎよう』と表記された女の子向けの玩がん具ぐだった。

「なにこれ？」

「リズちゃん人にん形ぎよう」

「知ってる」

「それを私だと思って服を作ってあげてね」

　みちるは太陽のように微笑ほほえんだ。
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　女の子はいつだって美しくあるべきだ。

　俺おれは常つね日ひ頃ごろからそんな風に考えている。

　いや、信条としていると言っても差し支えないだろう。

　だってこの世には、醜みにくいモノや目を背けたいことが山のようにあり。そればかりに気をとられていると、心が荒すさんでしまいそうになる。

　だからこそ、せめて女の子には輝かがやいていて欲しい。俺おれはその手助けとして服を作り、彼女たちを美しく飾りたいのだ。

　──というわけで、この着きせ替かえ人にん形ぎようのリズちゃんとて、ひとりの女の子である。

　みちるからのプレゼントを無む下げにはできないし、とりあえず服を作ってみた。

　自室で俺おれは黙もく々もくと切り分けた布地に針で糸を通していく。

「……」

　セーラー服、ワンピース、メイド服、巫女みこ服ふく、忍しのび装しよう束ぞく、ナース、レースクイーン、ビキニアーマー、スクール水着。

　作っては着せ替え、ニヤニヤと眺める。

「……悪くない。むしろ、いい！」

　気がつくと俺おれはリズちゃんにぞっこんだった。

　みちるには刺し激げきが強過ぎるだろうと控えていた服も、リズちゃんになら着せることができる。リズちゃんはいつも笑顔えがおで、俺おれの愛を当たり前のように受け入れてくれるのだ。

「可愛かわいいよ、リズちゃん。とっても可愛かわいいよ。ふふふふ──」

　着せ替え人形のリズちゃんとふたりっきりで、睦むつ言ごとを一方的に語り、このままふたりでゴールを迎えても良いのではないかと思ったとき。ふと、部へ屋やにあった姿見に映った自分の姿が目に入ってしまった。

　そこには、テーブルに置かれた人形に目め線せんを合わせて、薄うす気き味み悪わるく笑う自分。

　瞬またたく間まに我に返った。

「違うっ、そうじゃない！　俺おれは──やっぱり、生身の女の子がいい。温かくて柔らかくてそんな女の子を、目が眩くらむまで可愛かわいく着飾りたいんだ！」

　俺おれはテーブルを叩たたき、やるせない気持ちをぶつけた。

　気がつけば時刻は午前の四時。もうすぐ徹てつ夜や明あけ。

　春休みの初日から、生活リズムが崩ほう壊かい気ぎ味みである。

　そのせいもあってか、変なテンションになり、危うくリズちゃんとハネムーンを迎えるところだった。

　正気を取り戻した俺おれは、それでも尚なお、リズちゃんに向かって語りかける。

「リズちゃん、キミに罪はない。悪いのは俺おれだ。みちるに拒絶されたあまり、ショックでキミに逃げていたんだよ。本当にごめん。勝手だけど、俺おれのために別れて欲しい……」

　短い間ながら、リズちゃんとの思い出が走そう馬ま灯とうのように浮かんでは消えた。

　リズちゃんは掛け値なく素す晴ばらしい女性だった。そんな彼女との別れはとても辛つらい。しかし、前に進むためにはどうしても必要なことなのだ。

　俺おれは嗚お咽えつを堪こらえる。そして、リズちゃんをクローゼットにそっとしまった。

　悲しい出来事が立て続けに起こり、この世の残酷さを嘆く。

「……はぁ。気分転換にちょっと出かけてくるか」

　哀あい愁しゆうを紛らわせるには、なにか別のことをするに限る。

　俺おれはコートを羽は織おると、家族を起こさないようにそっと外出した。

　本当にちょっとした気分転換なので、向かう場所は近場のコンビニにしておく。

　薄うす暗ぐらい空の下。人ひと気けのない道をぼんやりと歩いていると、やはり頭に浮かんでくるのは服作りのこと。

　俺おれは服を作ることが好きだ。服を作っている間はそれだけでも割と幸せになれる。

　でもだからとはいえ、それを着てくれる人が居ないのは寂しいし、張り合いがない。

　やはり、相手の反応があってこそ作った喜びは最大になるのだ。

「あ～あ、なんで俺おれの服を着てくれないのかねぇ……」

　つい俺おれは、独りごちてため息を吐つく。

　だが、そんな嘆きも、思春期の難むずかしい妹には届かないのだ。

　いつかみちるが俺おれの服に再び袖そでを通してくれる日を信じて、こればかりは待つより他ほかに手はない。

　しかし、それまでの間、俺おれは禁欲生活を堪こらえることができるだろうか？　絶対に無理だ。女の子に可愛かわいい服を着せることは、俺おれにとって呼吸も同じ。絶ってしまってはすぐに窒息してしまうことは請うけ合あいだ。

　よって、だれか俺おれの服を着てくれる子を探さないと……俺おれはこのままではおかしくなってしまうだろう。

　そんな焦しよう燥そうに駆られながら、徒歩五分の道みち程のりをかけて、目的のコンビニに到着する。

　店に入ると、死んだ目をした店員が「らっしゃいませー」と平たく呟つぶやいた。

　店内を見渡しても他ほかに客は居ない。時間が時間なのでこんなものだろう。

　俺おれはレジカウンターの横にある、ホットフードが保管されたボックスを覗のぞく。そこには美味おいしそうなチキンが並んでいる。

　俺おれは悩んだ。

　帰ったら寝ようと思っているのに、揚げ物のチキンは重過ぎるのではと思う。

　しかし、徹てつ夜や明あけで空腹。食欲は十二分である。でも、寝る前に脂っこい物は……と、うだうだ考えていると、新しく客が入店してきた。

「らっしゃいませー」

　店員の声に釣られて、俺おれは横目でちらっとそちらのほうを窺うかがう。

　そして、はっと息を吞のんだ。

　入店してきた客が、あまりにもでたらめで、啞あ然ぜんとするしかなかったからだ。

　その者は体格的に、小学校の高学年くらいの女の子だった。そして、とても目立つセミロングの金髪。透き通ったように白い肌。外国人を見かけることの少ない地方都市で、小中学生くらいの白人っぽい女の子が、ひとりで明け方のコンビニにやってきたのだ。

　ちょっとどころか、結構びっくりである。

　だがしかし、それどころではないことがあった。

　俺おれにとっての最大の驚おどろきは、金髪の女の子の服装。

　彼女はあろうことか、上下ともだぼだぼのグレーのスウェットパジャマで来店してきやがったのである。

　もう一度言おう。よれよれのだぼだぼのだらしないスウェットで、金髪幼女は外出しやがったのだ。
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「っ──」

　俺おれは両手を握にぎり締しめて打うち震ふるえる。

　こんな非道があってもいいのか!?

　否いなっ、断じて許すまじ。

　いますぐ幼女のスウェットを剝はぎ取とって俺おれの服を着せたい。すれ違う人々すべての顔が緩ゆるむほどの愛くるしい格好をさせたい──させたいのだが──しかし、この世は無情なのだ。

　幼女の服を剝はぎ取とっただけで、俺おれは犯罪者になってしまう。

　剝はぎ取とってからちゃんと着せるつもりでも、やっぱり犯罪者になってしまうのだ。

　なんて生きにくい世の中なのか。

　悔しい。幼女の服を剝ぎ取っても犯罪にならない時代に生まれたかった。

　俺おれは無念を堪こらえ、唇を嚙かみ締しめる。

　そんな俺おれの葛かつ藤とうなど知しる由よしもなく、金髪幼女は手を服の中に入れ、ぽりぽりとお腹なかを搔かきながら俺おれの傍そばまでやってきた。その仕し草ぐさは張り倒してやろうかと思うほどだらしない。

　そして、どうやら彼女の目的はホットフードらしく、俺おれの隣となりに並ぶ。ホットフードが収めされたボックスを確かく認にんして、鼻歌交じりでレジへ向かい、

「ファミチキ。ええっと──ひい、ふう、みい──ここにある五つ全部ください」

　と、こなれた調ちよう子しで大胆な買い物をした。

　しかも、とても流りゆう暢ちような日に本ほん語ごである。日に本ほん在住が長いのかもしれない。

　つまり、コミュニケーションは問題なくとれる。これはチャンスだ。

「……」

　俺おれは佇たたずんで黙もつ考こうする。

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて説明すれば、如何いかに自分が酷ひどい格好をしているのか気づいてもらい、今後袖そでを通すだろうすべての服を俺おれに委ゆだねてくれるようになるだろう。これは、傷心の俺おれを見かねた神が与えてくださった最高のプレゼントに違いない。

　俺おれは興こう奮ふんした。

　しかし、僅わずかに残った冷静な部分が、ちょっと待てと制止する。

　というのも、やはりこのご時世はなにかと難むずかしいのだ。ここで唐突に接触をもとうとすれば、金髪幼女を拐かどわかそうとするヘンタイに間違われてしまうかもしれない。そうなれば店員に防犯用のペイントボールを投げ付けられた上に、通報されてしまうのがオチだ。家族を悲しませてしまう。

　俺おれは戦略的に身を退ひくことにした。

　コンビニをあとにして、店てん舗ぽから少し離はなれ、物陰に身を潜ひそめ、金髪幼女が店から出てくるのを待つ。

　それほど待つことなく金髪幼女は現れた。

「ふふふふ──」

　俺おれに見られていることなど知しる由よしもない金髪幼女は、トコトコあどけない歩ほ調ちようで歩いている。

　帰る方向は、俺おれと同じようだ。

　俺おれはコンビニの光が届かなくなる所まで、そっとあとをつける。

　いやはや面めん倒どう臭くさい。女の子にただ話しかけるだけでもここまで気をつかわなくてはならない。難なん儀ぎなモノだ。

　空はまだ薄うす暗ぐらく、街の光も少ない中、暗がりに紛れてタイミングを待つ。そして、

「ふんふ～ん」

　と、吞気のんきな鼻歌を口ずさんでいる金髪幼女に肉にく薄はくする。その華きや奢しやな肩に手を乗せた。びっくりして後ろを振り返る彼女。

　俺おれはコートを翼つばさのように広げて、初めましての挨あい拶さつをした。

「お嬢じようちゃ～ん、おはようさ～ん」

「いやあああああああああっ」

　金髪幼女はまるでヘンタイと遭遇したかのように腰を抜かして叫んだ。

　これは不味まずい。近所迷惑である。

　慌てた俺おれは、金髪幼女を後ろから抱だき締しめるように拘こう束そくして、片手で口を塞ふさいだ。

「落ち着くんだ。俺おれは怪しい者じゃない」

「んぐっ、んぐぐぐぐ……」

　俺おれは耳元で囁ささやくように説得するが、金髪幼女は必死の形ぎよう相そうで抵抗してくる。彼女の口を塞ふさぐ右手に強烈な痛みが奔はしった。

「痛っ」

　手を嚙かまれた。

　俺おれが怯ひるんだ隙すきに、金髪幼女は拘こう束そくから抜け出すと脱だつ兎との如ごとく走りだす。走りながらズボンのポケットからスマホを取り出して、なにやら操そう作さをし始める。

　まさか警けい察さつに電話をかけようとしているのだろうか？

　あろうことか金髪幼女は、俺おれのことを危険な変質者と勘違いしてしまったようだ。なんたることか。

　俺おれは人生の危き機きを感じとって、急いで彼女のあとを追う。

「待ってくれっ。俺おれはただ、キミのそのふざけた格好が気になって、どうしても放ほうっとけなかったんだ！　変なことをするつもりなんかない。ちょっとその服を脱いで、俺おれの服を着て欲しいんだ！」

　と、必死の口く調ちようで説明すると、ぱたりと金髪幼女の歩みが止まった。

　追いかけていた俺おれも彼女のすぐ後ろで立ち止まる。

「ありがとう、分かってくれたんだね。さっそく俺おれの部へ屋やで採寸させてくれないだろうか？」

「……もしかして友ともくん？」

　俺おれの発言を無視して、金髪幼女は背を向けたままそうやって訊きいてきた。

「え？」

「友ともくんなんだよね？」

　もう一度問いかけてきた。

　──友ともくん。

　俺おれの名前は小お野の友とも永なが。

　そんな風に俺おれのことを呼ぶ人間を、俺おれはひとりだけ知っている。

「まさか……鳴なるなのか？」

　躊躇ためらいながらも俺おれはその名前を口にする。

　すると金髪幼女は、ゆっくりと振り返り、その尊顔を俺おれの真正面に表した。

　彼女は不ふ機き嫌げんそうな脹ふくれっ面つらで、

「そうだよ。あたしだよ。凜りん堂どう鳴なるだよ」

　と、言った。

　俺おれははっと息を吞のむ。やはり、予想通りだった。

　しかし、この外見は一体……。

　久々に会った俺おれの同い歳どしの幼おさな馴な染じみは、どういうわけか金髪幼女になっていた。
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　凜りん堂どう鳴なる。

　彼女は俺おれの三軒隣となりに住む、同い歳どしの幼おさな馴な染じみである。

　俺おれが知っている鳴なるは、日に本ほん人にん形ぎようのように小柄な体たい軀くで漆しつ黒こくの長髪に前髪ぱっつん。ちょっと人見知りで、大層なゲーム好きの女の子だ。

　お互いに生まれも育ちもこの場所なので、付き合いはかなり長い。

　俺おれたちは幼少の頃ころからよく一いつ緒しよに遊び、小学生になっても一いつ緒しよに登校したし、放ほう課か後ごだってふたりで遊ぶことも多かった。

　だが、中学三年生になった辺りから、鳴なるは俺おれを避けるようになったのだ。一いつ緒しよに登校しなくなったし、休日や放ほう課か後ごも遊ばなくなった。理由はよく分からない。

　その後、俺おれと鳴なるは別々の高校に進学した。

　だから、こうして俺おれたちが顔を合わせるのは一年ぶり。ちゃんと会話するのは二年ぶりだった。

「久しぶりだな」

「……うん」

　立ち話もあれなので、俺おれと鳴なるは場所を変え、近くの公園までやってきた。

　そこにあるブランコに並んで座り、お互いの距きよ離りを探る。

　俺おれはまず探りを入れるように、金髪幼女化した幼おさな馴な染じみに世間話を仕掛ける。

「最近なにやってるんだ？」

「ゲーム」

　友好的に接しようとしている俺おれに対して、鳴なるの口く調ちようはどこかつんとしていた。

　もしかすると再会の仕方がちょっとだけ刺し激げき的てきだったのかもしれない。

「そうか、相変わらずなんだな」

「そうだよ」

「学校はどんな感じだ？」

「あたし、学校行ってない」

　鳴なるは衝しよう撃げきの事実をさらっと口にした。

「えっ、なにおまえ、それどういうこと!?」

　これには俺おれも驚おどろかざるを得ない。

　最近のご時世では、ご近所さんの家庭事情は伝わってこないものだ。

「どういうことって、そういうことだよぉ」

「どうして？」

「……友ともくんには関係ないじゃん」

　と、鳴なるは分ぶ厚あつい壁かべを感じさせる言葉を吐いた。

　鳴なるの拒絶により、会話は早くも暗あん礁しように乗り上げる。俺おれは困った。

　しかし、そんなことを気にする素振りもなく、鳴なるはにわかにコンビニの袋をもぞもぞと漁あさって、買い占めたチキンを食べ始める。

　離はなれていてもチキンの香りが俺おれの鼻び腔こうをくすぐった。油とスパイスが混じり合うジューシーな香りが堪たまらない。

「いいな。俺おれにも一個ちょうだい？」

「イヤ」

「お金は払うから」

「イヤ」

「けち」

「……」

　俺おれの言葉が胸に刺さったのか、口を尖とがらせた鳴なるは、袋に手を突っ込むと無言でチキンをひとつ差し出してきた。けちと言われるのは不本意であるようだ。

　鳴なるの妙に高い自尊心に感かん謝しやして、俺おれは有あり難がたくチキンを受け取る。

「ありがとう。いただきます」

　包みを解いてチキンにかぶり付いた。やはりコンビニチキンは美味おいしい。

　しばらくふたりは無言でチキンを食べた。その後、

「……ねぇ、友ともくん。いまさらあたしになんの用なの？」

　今度は鳴なるのほうから話を切り出してくる。口く調ちようは相変わらずつんけんとしている。

「そりゃ一年ぶりだけど。いまさらってほどのことじゃないだろ？」

「……」

　俺おれの回答が気に入らないのか、なにも返ってこない。

　せっかく向こうから会話のきっかけを作ってくれたのだ。ここで引いてしまっては、再び重たい沈ちん黙もくが降りてしまう。俺おれは鳴なるの言葉を待たずに、口を開き続ける。

「どうして俺おれを避けるんだ？」

「……」

「去年の夏に遊びに行ったけど、鳴なるは出てきてくれなかったし」

「……」

「思い返してみれば、中三になった辺りから、鳴なるって俺おれに冷たくなったよな？」

　俺おれは場を繫つなぐために話を徐々に遡さかのぼらせた。

　すると、ようやく鳴なるが言葉を返す。

「……だって、あたしと遊ぶよりも服を作るほうが好きなんでしょ？」

　そこには色々な恨うらみ辛つらみが詰まっていた。

　そういうことかと合が点てんがいく。

　鳴なるが俺おれに対して素っ気なくなった時期は、俺おれが服作りにさらに入れ込むようになった時期と重なっていた。

「もしかしてふて腐れてるのか？」

「ち、違うしっ」

　鳴なるはムキになって否定する。

　とても分かりやすかった。

　それと同時に、俺おれは鳴なるという人間の面めん倒どう臭くささを思い出す。

「あー、やっぱりそうなんだ」

「ちーがーう」

「なんだよ、鳴なるも俺おれの服が着たかったのか。そうならそうと言ってくれれば喜んで作ったのに」

「……ほら、そうやって友ともくんは服のことしか考えてない」

　急に、鳴なるの声のトーンが下がった。

「どういうことだ？」

　核心に迫れるような気がして、俺おれは詳細を訊たずねた。

　鳴なるは身体からだをもじもじさせながら、どこか言いにくそうに、

「……友ともくんってば、服作りに熱ねつ中ちゆうしちゃうと、あたしのこと構ってくれないじゃん」

「え？」

「あたし、寂しかったんだからね」

　と、湿った瞳ひとみでこちらを見上げてきた。

　それを見た俺おれは、すべてを理解する。

「鳴なる……」

「友ともくん……」

「おまえは子供かっ」

「ええっ、そんな!?」

　鳴なるは瞠どう目もくした。

　こいつは俺おれが優やさしく慰なぐさめてくれるとでも思っていたのだろう。しかし、世の中はそんなに甘くない。

「俺おれが服作りに熱ねつ中ちゆうしてなにが悪い？」

　もう面めん倒どう臭くさくなった俺おれは、立ち上がって自分から鳴なるとの距きよ離りを詰めた。鳴なるの肩を摑つかんで正面から向かい合う。

「べ、べつに悪くないけどさ……」

「けど、それが気にくわなかったんだろ？　だから、ふて腐れて俺おれのことを無視するようになった。違うか？」

「……違わない」

　鳴なるは俯うつむきつつも、否定はしなかった。

　俺おれはその稚ち拙せつな行動に呆あきれる。

「この幼女め」

「うっ……よ、幼女って言うな！」

「おまえ、身体からだも中身も中学から成長してないんじゃないか？」

「そ、そんなことないしっ。中身はとっても大人おとなになったもん」

　ということは、やはり身長は伸びていないようだ。

　たしかに鳴なるは昔から小柄だった。いつ成長期が来るのだろうかと思っていたが、ついにそれは訪れなかったのだろう。

「いやいや、その反応から察するに中身のほうもかなり怪しいな」

「ちゃんと成長してるもん」

「成長した結果が不登校なのか？」

　と、ついに俺おれは、いままで突きたくて仕方なかった核心を突いた。

　すると鳴なるは、一いつ瞬しゆん凍り付き、

「……と、友ともくんって訊きいちゃいけないことをさらっと口にするんだねっ」

「なんだよ自分からカミングアウトしておいて。本当は訊きいて欲しいんだろ？」

「うっ……そんなことないし……」

　と、否定する鳴なるに、俺おれは鋭するどく切り込む。

「この、構ってちゃんめ」

「ああっ、それ言わないでぇー」

　鳴なるは頭を抱えて悶もだえだす。

　どうやら自覚はあるようだ。それならば話は早い。

「聞いてやるから、はよ話せ。話したら楽になるかもしれないぞ？」

「うぅぅ……」

　鳴なるは変な声を上げて考え込む。

　俺おれたちは幼おさな馴な染じみ。手の内を知られているからこそ言いにくいこともある。

　きっと彼女の中で葛かつ藤とうがあるのだろう。

　しばらくして、

「……絶対に笑わない？」

　と、小さな声で前置きする。

「絶対に笑うわけがない」

　俺おれは断言した。鳴なるのトラウマを笑うことなんてできるはずがない。

　すると、そこからさらに迷うように間を空けてから、鳴なるはぽつぽつと語りだす。

「……あたしね。中学まで特別目立ちもしない人生だったから、このままじゃ嫌いやだって思ったの。だから、高校入学をきっかけに、クラスの中心的な人気者になりたくて頑張ってみたんだよぉ」

　いわゆる高校デビューというヤツだ。そういう人は少なからず居る。

「それで、あたし、自分のことをクオーターってことにしたの。イギリス人の血が混じってて金髪です。こんなすごいアドバンテージもってたら絶対に人気者間違いなしだと思ったのに──現実は痛い子扱いされて、クラスで居場所をなくしました……」

「あははは、それはウケるわ」

「笑わないって言ったじゃないかぁ！」

　鳴なるがキレた。小さな拳げん骨こつで俺おれのことを叩たたいてくる。

「ごめん冗じよう談だんだよ」

「なにが冗じよう談だんなの!?」

「ほら、笑わないって言った手前、笑ったほうがいいかなって？」

「これはネタふりじゃないのっ。あたし真面目まじめなんだから友ともくんも真面目まじめにやってよっ」

「まあまあ、落ち着けって。悪かった」

　俺おれは素直に謝しや罪ざいし、その裏で鳴なるが金髪である理由に納得した。

　昔から発想が変な方向に飛ひ躍やくする奴やつだったが、大事な高校デビューでその症状が発症してしまったようだ。

「鳴なる、失敗はだれにでもある。ひとりで考え込むと、おかしな方向に思考が加速してしまうものなんだよ」

　と、俺おれはリズちゃんに愛情を注いだ実じつ体たい験けんから、鳴なるに同意した。

　すると、いままで脹ふくれっ面つらだった鳴なるの顔に、驚おどろきと喜びが混じり合い、

「そ、そうだよねっ。失敗しても仕方ないよね！　そっかそっか～、友ともくん分かってくれるんだ。嬉うれしいなぁ」

　と、急に友好的になった。

　意い固こ地じかと思えば、案外チョロい奴やつである。

　しかし、せっかく鳴なるの心が溶けてきたとこで悪いが、俺おれにはどうしても水を差さなければならないことがあった。俺おれは表情を引ひき締しめて言う。

「……だがな。その格好はどういうわけだ？」

「え？　やっぱり、この金髪はダメかな？」

　鳴なるは困惑気味に自分の金髪を持ち上げる。

　俺おれは頭を振り、手を伸ばして鳴なるのスウェットの袖そでを引っぱった。

「そっちじゃない。問題は貴様のスウェットだ！」

「えっと……どこか破れてたりする？」

「違うそこじゃないっ。もっと根本的なところだ。どうしてルームウエアを着て外に出るんだよ!?」

　そう──俺おれがどうしても見過ごせないのは、鳴なるの服装。

　グレーのスウェットパジャマ。

　体型よりもだいぶサイズが大きく、だぼだぼで見るからにだらしない。

　年とし頃ごろの女の子として終わっている。

「だ……だって、家から近いし」

「バカ野郎。この世には二種類の空間しかないんだよ。それは自宅とそれ以外だ。近所が言い訳になると思うな！」

　俺おれが強く責めると、鳴なるは途端とたんにむっとなり、

「う、うっせぇー。あたしの勝手じゃん。ほっとけ！」

「勝手なのは結構。だが、放ほうってはおけない」

「どうして!?」

「俺おれはな。女の子が汚い格好をしてることがどうしようもなく許せないんだ！」

　とくに幼おさな馴な染じみとあれば、みちると母親の次くらいに放ほうっておけない。

「なにそのお節せつ介かい？　友ともくんってば、なんか昔より押し付けがましくなってるよねっ」

「お節せつ介かいでなにが悪い！　俺おれの周りの女の子はな、常に美しくあるべきなんだよ。妥協はゆるさん」

「こっちはメーワクなのっ。マジでウザいしぃ」

　鳴なるは口を横に開いて歯を見せ、獣けもののように「いー」と威い嚇かくする。そして、ブランコから飛び降りると、とことこ走って俺おれから距きよ離りを置いた。

「待て、鳴なるっ。そんな格好で出歩いて恥ずかしくないのか？」

「あたし、明け方のコンビニしか出かけないからべつにいいもん」

「なんちゅう引きこもり生活だ。人生考え直せ」

　と、何気ない俺おれの感想が、鳴なるの怒りの炎に油を注いだ。

「友ともくん、いまのあたしのこと知らないくせに、知ったような口を叩たたかないで！」

「……どういうことだ？」

「あたしはね。高校では失敗しちゃったけど、人生は上のぼり調ちよう子しなのっ。あたしには居場所がある。あたしを待ってくれる人たちが居る。あたしはベルファイヤーとして生きていくのっ」

「なんのことかさっぱり分からん」

「べつに分かんなくていいよ。ばーか、ばーか」

　という捨すて台詞ぜりふを残した鳴なるは、チキンの入ったコンビニ袋を振り回しながら走り去ってしまった。

「あ、鳴なる。ちょっと待て！」

　追いかけようとブランコから立ち上がったときには、すでに鳴なるの背中は見えなくなっていた。

　公園にひとり残された俺おれは、吹き抜けた寒かん風ぷうに晒さらされて正気に戻る。

「……しまったな。つい、熱あつくなった」

　服のことが絡からむと、我を失って突き進んでしまう。悪い癖くせだった。

　俺おれはぼんやりと明るくなってきた空を見ながら、幼おさな馴な染じみとの一年ぶりの再会を反省した。
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　鳴なるとの邂かい逅こうを果たしたその後。

　帰宅した俺おれは、ベッドに横になって幼おさな馴な染じみのことを考える。

　近所なのに最近すれ違うことすらないなと思っていたら、とても残念な理由で不登校になり、なお且かつ引きこもり属性もついていた彼女。さらに言わせてもらうと、昔からこだわりがなかった服装が、壊かい滅めつ的てきなまでに退化していた。あんな格好で外を出歩くなんて万死に値する。

　──でも。

　服装の点についてはその通りなのだが。

　不登校、そして引きこもり。さらに俺おれたちが疎遠になっていた二年間の空白。

　失敗は本人の自己責任と言ってしまえばそれまでだけど。

　鳴なるの失敗を知り、俺おれの中でやりきれない想おもいが渦巻く。

　だって、俺おれたちの関係が良好なまま続いていたら、鳴なるの高校デビューは失敗しなかった。なぜならば俺おれの助言とコーディネートによって、鳴なるはクラスどころか学校一番の人気者になっていたに違いないのだ。

　そう考えると自責の念が浮かんでくる。

　できることなら、少しでも鳴なるの力になりたい。

　でも、幼おさな馴な染じみとして助力したいなんて言葉を使ったら、鳴なるは嫌いやがるだろうか？　自尊心の高い奴やつなのできっと嫌いやがるだろう。

「……」

　考えが煮詰まった。

　うだうだひとりで考えていてもきりがない。

　少し寝ようと思って目を閉じたとき、鳴なるが去り際に放った捨すて台詞ぜりふを思い出す。

『あたしはね。高校では失敗しちゃったけど、人生は上のぼり調ちよう子しなのっ。あたしには居場所がある。あたしを待ってくれる人たちが居る。あたしはベルファイヤーとして生きていくのっ』

「……そういえば変なこと言ってたな」

　ベルファイヤー。まったく意味が分からないけど、重要なキーワードのような気がした。

　一度気になると寝られなくなる。

　俺おれはベッドから起きると、ノートパソコンを開いてネットに繫つないだ。

「ベルファイヤー、検索っと」

　すぐにヒットする。

　検索結果の画面には、動画投とう稿こうサイトに上げられたゲーム実況動画が次々と現れた。試しにひとつ開いてみる。それはＲＰＧの低レベルクリア動画だった。再生回数は数十万と人気のある動画のようだ。

　その動画の投とう稿こう者しやがベルファイヤーという名前であり、まさかと思いつつ動画を再生してみると──案の定、ゲームプレイ中に鳴なるの地じ声ごえで解説が入っていた。

　動画は普通に面おも白しろい。気がつけば、俺おれは四時間かけてこの動画シリーズを一気に視し聴ちようしてしまっていた。

　しかし、俺おれはそれだけでは飽き足らず、ベルファイヤーの次のゲーム実況を探す。リンクを辿たどってベルファイヤーのコミュニティに行くと、ちょうどそこで生配信をしていた。

『はーい。じゃあ、いまから無料チケットを全部使ってプレミアムガチャを回しま～す』

　やはり鳴なるの声が配信から響ひびく。

　パソコンの画面には、現在プレイ中のゲーム画面が映し出されている。新しくサービスを開始したソーシャルゲームのようだ。

　配信者のベルファイヤーは、視し聴ちよう者しやから送られてくるコメントと談だん笑しようしながらゲームを進めていく。

『なにが出るかな～、なにが出るかな～？　はい、結果ほうこくぅ～。ノーマル。ノーマル。ノーマル。ノーマル。ノーマル。ノーマル。レア。ノーマル。ノーマル。──全然プレミアムじゃないじゃんっ。うぜぇー』

　それは、かつて学校帰りに友達の家に集まって、わいわいと騒さわぎながらみんなでゲームをプレイしていた光景を連想させるものだった。コメントを打ち込まず、ただ見ているだけの俺おれでも、その輪わに入っているかのようで楽しい。

『あー、くそぉー。せっかく続けようと思ったのに、やる気が失うせたよ。みんなは結果どうだった？　そっか、排出絞ってる感じかぁ。どうしようかな。とりあえず次のアプデまで様よう子す見みかなぁ……』

　動画でのベルファイヤーはとても熱ねつ心しんで論ろん理り的てきなプレイングをするゲーマーだった。

　対して生配信での彼女は、フレンドリーで親近感の湧わいてくる実況をしている。

　口く調ちようやノリだけを見ると、なにも考えてないような配信。でも実は、視し聴ちよう者しやを楽しませようと、媒体に合わせた戦略をとっているように思える。

『うぅ～、疲れたぁ。あと一〇分だし、延長もしないし、今日きようはここら辺までかな』

　残り時間が少なくなり配信内容は、ゲームのプレイから離はなれていく。

『そうだねぇ、腹減ったなー。そういえば、みんな知ってる？　いまファミマのチキンが二〇円引きなんだよぉー。私、コンビニチキンの中でファミチキが一番好きかも。あ、期間限定は除くよ。「俺おれはセブン派」だって？　私の家からセブン遠いんだよなぁー、一〇〇キロくらい離はなれてるし。うっせぇ、田舎いなかとか言うんじゃない』

　気がつけば視し聴ちよう者しやとの雑ざつ談だんに切り替わっていた。

　ゲームから離はなれても、視し聴ちよう者しやのコメントは途と切ぎれることなく盛り上がりを見せている。

『ああ、チキン食べたくなってきた。揚げたてのジューシーな一枚肉に齧かぶり付きてぇー。肉汁がたまんないよねぇー。今日きよう食べたばかりだけど、明日あしたも買いに行こうかなぁ～。うん、そうしよう！　じゃあ、また今度ね。ご試し聴ちようくださりありがとうございましたぁ～』

　生配信はそこで閉じられ、画面はホワイトアウトする。

　俺おれは余よ韻いんに浸ひたるように、変化がなくなった画面をしばらくぼんやりと眺めていた。

　人気ゲーム実況者、ベルファイヤー。

　その正体は、俺おれの幼おさな馴な染じみで、高校デビューに失敗して不登校になった残念金髪幼女。凜りん堂どう鳴なる。さらに引きこもり属性と、服装がだらしないという三重苦を併あわせ持もっている奴やつだ。

「ははは……」

　気が付いたら俺おれは笑っていた。

　こいつは一体なにをやってるんだと思う一方で、すごいじゃないかと称しよう賛さんしたくなる気持ちのほうが上うわ回まわっていた。

　もしかすると俺おれはベルファイヤーのファンになっているのかもしれない。

　ますます鳴なるのことがほっとけなくなった。

　その気持ちは、ベルファイヤーを知る前の、後ろめたさから来るネガティブなモノだけではなく。こんな面おも白しろい奴やつともっと関かかわっていたいというポジティブな想おもいも含まれていた。





◇






　そして次の日の明け方。

　俺おれは昨日きのうと同じ道で、鳴なるがやってくるのをじっと待つ。

　昨日きのうの生配信から察するに、今日きようもこの時間にやってくるに違いない。

　しばらくすると、

「ふんふ～ん」

　と、昨日きのうと同じノリで鼻歌が聞こえてきた。鳴なるの声である。

　俺おれは息を潜ひそめて飛び出すタイミングを見計らい、鳴なるの横顔が見えた瞬しゆん間かん、

「お嬢じようちゃ～ん、おはようさ～ん」

　死角から跳び出した俺おれは、コートを翼つばさのように広げ、鳴なるの行く手を遮さえぎった。

「いやあああああああああっ」

　鳴なるはまるでヘンタイと遭遇したかのように腰を抜かして叫んだ。

　昨日きのうとまったく同じ展開である。俺おれは二回目とあって、手て慣なれた所作で鳴なるを後ろから抱だき締しめるように拘こう束そくして、片手で口を塞ふさいだ。

「落ち着け鳴なる。俺おれだよ、俺おれ」

「んぐぐぐぐ──と、友ともくんっ、なんでまた!?」

　ジタバタの抵抗が収まったので、俺おれは鳴なるの拘こう束そくを解いた。

　解放された鳴なるは、やはり俺おれから距きよ離りをとる。

「なんで同じことをするかなっ？」

「鳴なるに会いたかったんだよ」

「それなら普通に登場すればいいじゃんっ」

「普通に待ってたら、俺おれのことを避けずに会ってくれたのか？」

　俺おれの問いに、鳴なるはばつが悪そうに目を逸そらす。

「……気分による」

　やっぱり避けるつもりだったようだ。なんだかんだ言っても俺おれたちの付き合いは長い。鳴なるの意い固こ地じで面めん倒どう臭くさい性格はお見通しである。

　鳴なるは都合の悪いことを紛らわすように、

「で、なんの用？　どうせ友ともくんのことだから、あたしの格好が気に入らないとかで待ち伏せてたんでしょ？」

「よく分かってるじゃないか」

　俺おれの目的の半分はまさしくそれである。

　ちなみに今日きようの鳴なるも、昨日きのうとまったく同じくグレーのスウェット姿だ。ちゃんと洗っているのか心配になってくる。

「あたしの勝手じゃん。ほっといてよ」

「いいや放ほうっとけない」

「どうしてぇ？」

　不服そうに唇を尖とがらせる鳴なる。

　そんな彼女とは対照的に、俺おれはにたっと笑う。

「鳴なる、おまえ、すごいじゃん」

「えっと、なんの話？」

　わけが分からないようで、鳴なるはきょとんとした。

「ゲーム実況見たぞ？　大人気じゃないか、ベルファイヤーさん」

「…………ぐはっ」

　鳴なるは雷に打たれたように背筋を伸ばして硬直した。

　そして、震ふるえる声で、

「と、友ともくん……ど、どうしてそれを？」

「いや、昨日きのう自分で告白しただろ」

「……そうだった。つい勢いで喋しやべっちゃったんだ！　ああっ、昨日きのうのあたしを殴りたい！」

　今度は頭を抱えて悶もだえだす鳴なる。色々とリアクションが忙しい。

「なんだよ、恥ずかしいのか？」

　ベルファイヤーの生配信には、三〇〇〇人を超える視し聴ちよう者しやが集まっていた。あれだけの数を相手にして平然と喋しやべれるなら、俺おれに知られたくらい屁へでもないと思うのだが。

「恥ずかしいに決まってんじゃん」

　鳴なるは顔を真まっ赤かにして断言した。

「どうして？」

「だって、友ともくん、あたしの実態を知ってるし」

「まあな」

「ネットで尊敬を集めているこのあたしが、リアルじゃ実は不登校ヒッキーで唯一外出できるのが、人が少ない明け方のコンビニだけっていう残念な人だって知られたら、あたし笑い者じゃんっ」

「……なんでそこまで卑ひ屈くつになってんだよ」

　自尊心が高いかと思えば、一方で気が小さいところもある奴やつである。

「だってだって……」

「ちょっと待て。俺おれはな、鳴なるの実況動画や配信を見て感心したんだぞ？」

「えっ？」

　鳴なるは不意を打たれたように驚おどろきの声を上げた。

「ゲームはただひとりでプレイするだけじゃなくて、みんなでわいわいと盛り上がれる、そういう楽しさがあるってことを教えてくれた。普通にすごいよ。もっと自信をもってもいい。むしろ自信をもて」

「あ、あぅ……」

　と、言葉に困ったように変な声を上げる。

　俺おれが褒ほめれば褒ほめるほど、鳴なるはさっきまでと別の意味で顔を真まっ赤かにして小さくなっていく。これ以上小さくなってどうするつもりだ。

「だからさ。過去に失敗をしたことは仕方ないとして。でも、いまを生きてるんだから、前に向かって進むべきなんじゃないのか？　俺おれはな、こんなに面おも白しろいおまえを放ほうっとけないんだ。俺おれに鳴なるの力にならせてくれ。まずは一いつ緒しよに服装を改善しよう」

「……」

　俺おれの説得が届いたのか届かなかったのか、鳴なるは俯うつむいたまま動かなくなる。

「鳴なる？」

　心配になった俺おれは、少し屈かがんで鳴なるに耳を近づけると、

「うぅぅぅ……と、友ともくんっ」

　突然、鳴なるは顔を上げた。

「お、おう？」

「前向きに善処します！　じゃあ、またねっ」

　くるっと踵きびすを返かえしトコトコと走り出す鳴なる。

「あ、逃げる気か!?」

　昨日きのうもそうだったが、鳴なるには困ったり都合が悪くなると逃げ出す習性があるようだ。

　そんな調ちよう子しではいつか痛い目にあうだろうし、現にもう不登校という形で痛い目にあっている。彼女の今後のためにも、このままにするわけにはいかない。なによりもスウェットで外出するような幼おさな馴な染じみを放置したとあっては俺おれの人生の汚点になる。

「だが今日きようは逃がさん！」

　俺おれは気合いを込めて疾走し、ものの数秒で鳴なるに追い付いた。昨日きのうのように不意を打たれなかったら、鳴なるの速度は小学生のように遅く、勝負にはならない。

「うりゃっ」

「い、いやああああ！」

　頑張って逃げようとする鳴なる。俺おれはその幼気いたいけな身体からだを、背後から抱き上げ肩に担かついだ。羽が生はえているかのように軽かった。

「ちょっ。なにすんねん！」

「静かにしろ。ご近所迷惑だろ」

「だったら放せぇー」

　鳴なるはべちべちと人の背中を叩たたいてくるが、あんまり痛くないので気にしない。むしろご褒ほう美びである。

　そして俺おれは、そのまま鳴なるを文字通り持ち帰った。
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　勢い余って幼おさな馴な染じみを部へ屋やに連れ込んでしまった。

　しかもこれがまた人形のような金髪幼女ときたものだ。

　溢あふれ出だす犯罪臭。一歩間違えば、両腕に縄なわがかかるのは想像に容易たやすい。ここは事態を荒立てないよう慎重に行動しなければならない。

　さて、とりあえず服を脱がすか。

「脱げ」

「脱げじゃないよっ、もう！」

　俺おれのベッドの上にちょこんと座った鳴なるは、ぷりぷりと怒っている。

　どうやらすぐにはスウェットを脱いでくれそうにない。

「どうしたんだ？　なにをそんなに怒ってるんだ？」

「なにをじゃねぇー！　普通怒るよぉ？　無理やり部へ屋やに連れ込まれたんだよ？」

「まぁ、気にするな」

「気にするちゅうのっ」

　宥なだめようとして言葉を交わすが、却かえって怒りを大きくしてしまう。

　いわゆるアレだ。年とし頃ごろの女の子はなにかと気き難むずかしいという奴やつだ。妹と同じである。

　だからこそ、ここは紳士的に対応しなければならない。

　俺おれは深々と低頭して謝しや罪ざいした。

「鳴なる殿どの。この度たびは申し訳ありませんでした」

「……なんか随分素直だね、友ともくん？」

　鳴なるはむすっとしながらも困惑の表情を見せる。

「このお詫わびに、その舐なめた服の代わりをご用意させて頂きたいと思います」

「そう来たか！」

「差し当たっては服を脱げ」

「やっぱりそこにもっていくんだねっ」

　守るように自分の身体からだを抱いた鳴なるは、警けい戒かいを露あらわに後ずさった。

　頭を上げた俺おれは、その態度に疑問をもち、

「なんだよ？　そんなにスウェットが気に入ってるのか？」

「楽だし、動きやすいよぉ」

「そんな格好でクラスの人気者になろうとしたのか？」

「が、学校は制服でいいじゃんっ」

「金髪にしたら普ふ段だん着ぎもそれに合わせるもんだろ。なんでそんな中ちゆう途と半はん端ぱなイメチェンをしたんだ？　そんなノリだから痛い子止まりだったんだ」

「うっ……それはそうかもしれないけど……いまとなってはもういいじゃん。ヒッキーなんだし……」

　と言う鳴なるの言葉は尻しりすぼみになる。そこには諦あきらめが漂っていた。

　しかし、そうじゃないと、俺おれは頭を振る。

「ヒッキーでも服装には気をつかうべきだ。綺き麗れいで洗練された物を身につけたら、気持ちも違ってくる。日々の生活にもメリハリがつく。ゲーム実況者は言うなればパフォーマーだ。たとえ見えなくても、人前に出る格好って奴やつがあるだろう？　俺おれにコーディネートさせてくれ」

「……」

　俺おれの説得に、鳴なるは口をすぼめて黙だまってしまう。どことなく不服そうにしながらも、腕を組んで黙もつ考こうした鳴なるは、ややあってから、

「……分かったよ、もう」

　と、ため息を吐ついた。

　対する俺おれは拳こぶしを握って歓喜する。

「よし、脱ごう！」

「……そんなにあたしの裸が見たいのぉ？」

　満面の笑えみで催促する俺おれを、鳴なるは困ったように上うわ目め遣づかいで見た。

「裸じゃない。下着は脱がなくてもいい」

「でも、恥ずかしいじゃん」

「なぜだ？　下着は大事な部分を隠すための物だ」

「それはおかしいよ。下着って下着なんだよぉ？」

「下着だから問題ないんだ。なにをそんなに嫌いやがるんだ？」

「なんでって、当たり前じゃん……」

　恥ずかしそうに頰ほおを赤らめる鳴なる。

　しかし、俺おれにはまったく理解できない。

　そもそも鳴なるは最初から頑かたくなに服を脱ぐことを拒絶している。下着くらいなんてこともないだろうに、なにをそんなにも隠したがっているのだろうか。俺おれはしばし考え込み、

「あ、もしかして汚れてるのか？」

　隠された真実を見つけ出す。

「汚れてねぇ！」

　鳴なるは握にぎり拳こぶしを上げて、今日きよう一番の怒りを表した。

　その態度がすべてを物語っている。

「分かった分かった。普段ふだんからそんなだらけた格好だもんな。下着に気をつかうはずないよな。まぁ、汚れてるなら仕方がない。手間だが、着替える度たびに俺おれは後ろを向くことにしよう。その間に黄ばんだ下着を見せることなく着替えてくれ。俺おれも、真まっ黄き色いろに黄ばんだ下着とかさすがに見たくないしな。ごめんな、下着は綺き麗れいだろうと勝手に思って」

　俺おれは紳士的に身を退ひいた。

「だから汚れてねぇ！」

　鳴なるは叫んだ。そして、跳ぶように立ち上がり、俺おれの正面に立つと、上着を脱ぎ捨ててズボンをその場に下ろした。

　ぶかぶかのスウェットで隠れていた華きや奢しやな肢体が露あらわになる。

　目を瞠みはるような美しい肌。窓から射さし込こむ光に照らされて、透き通ったように耀かがやく。
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「どうだっ。綺き麗れいでしょ？」

　胸を得意気に反らす鳴なる。その微かすかに膨ふくらんだ丘を包み込む白い布地には、たしかに黄ばみひとつない。

　だがしかし、それはフリルのついたブラジャーの話。上とお揃そろいのショーツはどうだろうか？

　俺おれはなぞるように視し線せんを下げる。

　柔らかに湾曲するお腹なかを下ったそこにあるショーツには、

「なるほど……穢けがれがない」

「でしょ？」

「でもまだ後ろを確かく認にんしていない」

「は？」

「前は綺き麗れいでも、後ろが汚れてるかもしれないだろ？」

「そんなことはないよぉ……ほら」

　と、鳴なるは不服そうに後ろを向く。鳴なるの尻しりが現れた。

　いいケツをしてやがる。

　これは絶対に触ったら絶妙な弾力で押し返してくれるに違いないお尻しりだ。

　お尻しりとは、ふたつのお肉の山で形成されている。山が連なれば、必ず谷があり、谷は訪れる者を温かく包み込んでくれることだろう──いや、思考が脱だつ線せんした。

　お尻しりはともかくとして、いまの問題はショーツの汚れ。

　だが、この体勢からだと下のほうまでよく見えない。ショーツは無む論ろん、下のほうが汚れやすいのだ。しっかりと確かく認にんしなければならない。

「ちょっと待ってろ」

　俺おれは膝ひざを付いた。顔を近づけて、至し近きん距きよ離りから鳴なるのショーツを穿うがつほど見つめる。

　その行為はつまるところ、鳴なるのぷりっとしたお尻しりを見つめることに他ほかならない。

　これはすごい。俺おれの心しん臓ぞうは高鳴った。

「よ、汚れてない……よね？」

　俺おれのガン見に、鳴なるは恥ずかしそうに上うわ擦ずった声を上げた。

「綺き麗れいだ。美しい」

「じゃあ、もう終わりね」

「待て！」

　逃のがれようとした鳴なるの腰を、俺おれは両手で捕まえた。

「え、ちょっ」

「静かに！」

　慌てる鳴なるを俺おれは一いつ喝かつする。

　静まり返る部へ屋や。

　たしかに鳴なるの下着は、表面上綺き麗れいだった。

　でも、果たしてそれだけで清せい潔けつだと判断していいのだろうか。断じて否いな。

　汚れとは目に見えるモノだけとは限らないのだ。目に見えない汚れをチェックするには──そう、匂においを嗅かぐしかない。あくまでもこれは鳴なるの下着をチェックするためであり、俺おれの趣しゆ味みとは切きり離はなされた行為である。

　俺おれはそう言い訳すると、鳴なるのお尻しりに自分の顔を埋うずめた。鳴なるが息を吞のんでびくっと震ふるえた。

　──そこはまさに天てん国ごく。

　想像を遙はるかに超えた柔らかさと弾力。そして、ショーツ越しに伝わる人肌の温かさ。さらに、女の子特有の透き通ったような甘い香りと、酸味のある果実のような香りが混ざり合ってこの世のモノとは思えない幸福空間を創つくり出だしていた。

　永遠とも思えた一いつ瞬しゆんの幸福は、

「っ──な、なにすんねん！」

　鳴なるの肘ひじ打うちが脳天に突き刺さって呆あつ気けなく終わった。
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　──目の前を飛び交う星が消えるのを待って。

「今度あんなことしたら怒るからねっ」

「さっきも怒ってただろ」

「もっと怒るよっ」

「……スミマセンデシタ」

　俺おれは心のない謝しや罪ざいをして、改めて下着姿の鳴なるに向き合う。

　白いブラジャーとショーツのみを身につけた金髪の幼女。でも高校生。これは凄すさまじい逸材である。

　俺おれは高鳴る鼓動を押さえて、いまは紳士的に向き合う。

「さて、やっと本題に入れるわけだが。まずは鳴なるの要望を聞こう。どんなスタイルを望む？　鳴なるの理想とする自分の姿を知っておきたい」

「スタイリッシュな大人おとなの女性！」

　間かん髪ぱつ入いれない鳴なるの堂々たる回答に、俺おれは瞠どう目もくする。

「……な、なるほど。そう来たか」

「具体的にはねぇ。パリコレとかのステージで颯さつ爽そうと歩いてるモデルみたいな格好良くて同性から憧あこがれの的になるような感じなのがいい」

　鳴なるはニヒルに微笑ほほえむ。

　自分が言葉通りの姿になっているところを想像しているのだろうか？　先ほどまでとは打って変わって、随分と機き嫌げんが良くなる。

「パリコレのモデル……」

「そう。パリコレのモデルだよっ」

　と、力強く肯定する幼女。

　高校デビューの失敗が、なにも金髪だけではないことを俺おれは察した。鳴なるは理想を目指すあまり、現実とのギャップが目に入らず、痛々しいまでに我が道を進んでしまったようだ。

　世界最高のファッションコレクションのモデルに要求されることは、一にも二にもまずは身長。具体的には女性でも一七五センチ以上は必要だ。たとえデザイナーのお気に入りで口くち利ききがあったとしても一七〇センチ以上の要件は満たさなければならない。

　ここにいらっしゃる鳴なるさんは、目測一四五センチほど。しかも成長はすでに止まっている。

　まさしく身みの丈たけに合わないとはこのこと。

　俺おれは目め眩まいを覚えながらも、頭ごなしに無理とは言わず、鳴なるの希望を叶かなえる方策を思案する。

　だが、すぐに思い浮かぶはずもなく、とりあえず自分の机の引き出しから巻尺を取り出した。

「はい、バンザーイして」

「バンザーイ」

　鳴なるは素直に両手を上げた。俺おれは屈かがんで、鳴なるの身体からだの裏に腕を通し、巻尺を一周させる。

　必然的にふたりの距きよ離りは密着に近くなり、鳴なるのお腹なかがすぐ目の前にきた。お尻しりに顔を埋うずめたときと同じく、鳴なるの匂においが強くなる。俺おれを興こう奮ふんさせる匂においだ。

「……」

　だがここで先走ったことをすると、今度こそ鳴なるが帰ってしまうかもしれない。

　俺おれはぐっと堪こらえて、機き械かい的てきな所作で鳴なるのサイズを測る。

「腹をへこませるな」

「はい……」

　そして数字をメモした紙を手に、みちるの成長ノートと見比べた。

「なるほど……みちるが小六のときに近いな」

「え!?」

　ショックを受けたような声が聞こえたが、俺おれは気にせず部へ屋やのウォークインクローゼットに向かった。二畳ほどの空間にこれまで作ったみちるへの衣装をぎっしりと保管している。

「ええっと、六年生のときのは──」

「わっ、広いねぇ。そして、女物ばかり！」

　クローゼットでごそごそしていると、いつの間にか鳴なるが後ろに居た。吊つられた衣装の森を、興きよう味み深ぶかそうに覗のぞき込こむ。

「どうだ。俺おれの作品の数々は？」

　俺おれは誇らしげに自慢する。

　しかし、期待とは反対に、鳴なるは眉まゆを顰ひそめ、

「これって、男の子の部へ屋やとしてどうなんだろうねぇ……」

「どうしてだよ。なにが悪いんだ？」

「悪くはないけど──ヘンタイっぽい感じ？」

「くっ……」

　率直な感想に、俺おれの胸が軋きしむ。割と的を射ているだけに反はん論ろんできない。

　そりゃあね。なにも知らない人が見たら、過度の女じよ装そう趣しゆ味みかどこかから盗んできたと思われても、この有あり様さまでは文句は言えない。でも趣しゆ味みだから仕方がない。好きなのだから胸を張りたい。

「……ほら、まずはこれを着てみようか」

　俺おれは、衣装のひとつを鳴なるに押し付け、耳が痛い話を打ち切った。
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「じゃ～ん」

　水みず色いろのパーカーに袖そでを通し、黄き色いろい短パンを穿はいた鳴なるは、変身ヒーローのようなポーズをとった。

「ああ……とっても似合ってるよ」

　俺おれは心からの感想を漏らす。

　いまの鳴なるは太陽のように輝かがやいていた。

「本当に!?」

「ああ、本当だとも」

「えへへへ、そうなんだぁ～。いまの私って、そんなにイケてるんだ。自分の姿を見るのが恐いなぁ～。えへへへ──」

　鳴なるは照れながらも、嬉き々きとして姿見の前に立ち、

「──って、これ小学生じゃんっ」

　言い知れぬ怒りに打うち震ふるえた。

　プレティーン特有の健康的な露ろ出しゆつの多さと、原色と蛍光色をふんだんに使った明るいデザインの服は、紛まがう方かたなきイケてる小学生である。鳴なるは、奇跡が具現化したように、その格好が似合っていた。どの施設に行っても、小学生料金は間違いない。

「金髪幼女って破は壊かい力りよくがすごいなぁ……」

「幼女言うなっ」

「まぁ、みちるが小学生のときのモノだから仕方がない」

「あたし、スタイリッシュな大人おとなの女性になりたいんだって言ったでしょ!?」

「大人おとなねぇ……」

　いまの格好なら、当初の目的通りクラスの人気者になれるのに。ただし、小学校で。

　俺おれとしては、自分の個性を生かすべきだと思うのだが、当の本人の趣しゆ旨しとは異なっている──と言っても、いまのはちょっとした冗じよう談だん。

　流石さすがに幼児体型とはいえど、一七歳がする格好ではない。

「じゃあ、次はこれ着てみよう」

　俺おれはクローゼットからべつの衣装を出して、鳴なるに渡す。

「うぅぅぅ……ひらひらが一杯だけど、これ大人おとなっぽいの？」

　鳴なるは恨うらめしそうにしながら、衣装を手に俺おれを見上げた。

「大丈夫。大人おとなだってフリルが似合う人は居るから」

　俺おれは答えになっていない回答をする。

　しかし、鳴なるは納得したように、粛しゆく々しゆくと新しい衣装に着替えた。

　次は俺おれの感想も聞かず、速攻で姿見の前に立つ。鳴なるが着ているのはエプロンドレスだった。『不ふ思し議ぎの国くにのアリス』で主人公が着ていそうな格好である。

　エプロンドレスに身を包んだ鳴なるからは、幼気いたいけさがひしひしと伝わってきた。

「だよねっ。着る前から薄うす々うす気づいていたよ！」

　似合っているのに、鳴なるの機き嫌げんは良くない。

「ダメなのか？」

「だってこれ、コスプレじゃんっ」

「アリスのコスプレは大人おとなでもするし」

「そういう問題じゃないでしょ!?」

「たしかに」

　知ってはいたけど、やっぱりダメのようだ。

　こうなれば合う物を手当たり次第に試すしかないだろう。もしかすると鳴なるの気に入るモノが一着くらいあるかもしれない。




　──急ごしらえのファッションショーが始まった。




「くるりん」

　ピンクのハート柄がらの散りばめられたワンピースを着た鳴なるが、砂浜ではしゃぐようにくるくる回った。

「いいじゃないか。良く似合ってるよ」

「ハートって、ハートってさぁ……」

「ちょっとだけ子供っぽいかもしれないな。じゃあ、次にいってみよう」




「マジカルトルネード！」

　ドレスのような上着にカボチャパンツ姿の鳴なるは、ステッキを振って決めポーズをとった。

「うん、懐なつかしいな。五年前に流行はやったヤツだ」

「だから、コスプレはなしだって」

「それなら、次にいこう」




「いっち、にー、さん、しい」

　体たい操そう着ぎにブルマ、額ひたいに鉢巻きを巻いた鳴なるが屈伸運動をする。

「健康的でいいじゃないか」

「……なんかもう、いかがわしい遊びしてるみたいじゃない？」

「そんなことはない。次だ、次だ」




「それっ」

　ピンクのトレーナーとミニスカートに、赤いランドセルを背負って、頭には大きなリボンをつけた鳴なるが可愛かわいらしくぴょんと跳ねた。

「素す晴ばらしい。思わず教師も手を出しちゃう可愛かわいさだな」

「もはや小学生路ろ線せんを変えるつもりはないんだね……」
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　その後も衣装合わせが続いたが、やはり、みちるが小学生のときの衣装では子供っぽさは拭ぬぐえなかった。

　精根尽きた鳴なるは、上下ともスウェットに戻り、大の字になってベッドに寝転ぶ。

「もうダメだぁー」

「まぁ、最初から分かってたけど。要望に合う衣装はないんだよなぁ、サイズ的に」

「ヒドッ。友ともくんってば、あたしで遊んでたんだね!?」

「有あり体ていに言えば」

　むしろ気づくのが遅過ぎだ。

「むきぃー」

　人のベッドの上でジタバタと暴あばれだす鳴なる。

「まぁ、落ち着けって」

「もぉ、一年ぶりだっていうのに、拉ら致ちされるし、脱がされるし、尻しり嗅かがれるし、着せ替えさせられるし、小学生プレイさせられるしぃー」

「ははは、とんだ災さい難なんだな」

　俺おれは服で散らかった部へ屋やを片付けながら笑う。

「おまえのせいだぁ！」

　と、鳴なるは怒り、しかし次の瞬しゆん間かん、電池が切れたかのように急に大人おとなしくなる。

「……でも、楽しかったかも」

　独り言のような呟つぶやきを聞いた俺おれは、心が跳ねたように嬉うれしくなった。

「だろう。服の力は偉大なんだ」

「んー……そうかもねぇー」

　俺おれは片付けの手を止めて、鳴なるの傍そばに行く。そこで彼女の顔を覗のぞき込こみながら、ベッドに広がった金髪をひと房ふさ手に取った。

「なぁ、鳴なる」

「なにぃ？」

「話しぶりから察するに、かれこれ一年近く引きこもってるんだよな？」

「……そうだよ」

「どうして髪だけは綺き麗れいに手入れしてるんだ？」

　髪を染めることは、手入れにかなりの手間がかかる。綺き麗れいな金髪を保つには、最低二週間に一度は染め直さないといけないし、髪質を保つためにブラッシングや保湿も欠かせない。

　面めん倒どう臭くさがり屋やの鳴なるにとっては、かなりの労力のはずだ。

「だって黒に戻しちゃったら、自分のしたことが失敗だって認めちゃうことになるから」

　と、鳴なるは真顔で言った。

　なかなか意い固こ地じである。でも彼女らしい。

「それなら、鳴なるの行動が間違ってないことを証明するためにも、イケてる人間にならないといけないな」

「そうだね。悔くいが残らないようにしなきゃ」

　うん、と鳴なるは決心するように頷うなずいた。

　鳴なるがその気なら話は早い。

「よし、契約だ」

「契約？　なんの？」

　俺おれはにんまりと笑う。

「鳴なるは俺おれの専属モデルになれ。そうしたら俺おれは全力で服を作って、鳴なるをイケてる人間にしてみせる」

　すると、鳴なるはベッドから起き上がり、若干呆あきれ気ぎ味みに、

「やっぱり、そこにもっていくんだよね、友ともくんって」

「ダメか？」

　鳴なるの顔を覗のぞき込こむと、鳴なるは首を横に振った。

「ダメじゃない……専属モデルかぁ、格好いいねっ」

　パリコレのモデルに憧あこがれる鳴なるには、専属モデルという単語には、心くすぐられるなにかがあるようだ。楽しい妄想に浸ひたるようなうっとりした表情になる。

「うん。あたし、友ともくんの専属モデルになる」

　鳴なるの返事に、俺おれは嬉うれしくなって拳こぶしを握る。

「じゃあ目標を立てよう」

「なんの？」

「イケてる人間になったら外出しないともったいないだろ？」

「ん、まぁ、そうかも」

「どこか行きたい場所はないのか？」

　そうやって訊きくと、鳴なるは左上を見て、

「んーと…………ゲーセンかな？　いま流行はやってるアーケードがあるんだけど、プレイしたことないんだよねぇ」

「そうか、鳴なるらしいな。だったら、それを当面の目標にしよう」

「うぅぅ……ゲーセンって明け方開いてないし、人も結構居るし、難なん易い度ど高いよぉ」

「だからいいんじゃないか。自信をもって昼間にゲーセンに遊びに行けるようになれば、それはもう社会復帰できたと言っても過言じゃない」

「そんなものなの？」

「そんなものさ」

　鳴なるの逡しゆん巡じゆんを断ち切るように、俺おれは鋭するどく断言した。

　すると、その言葉で説得されたのか、

「……分かった。あたし頑張ってみる。だから……たまには一いつ緒しよにゲームとかして遊ぼうね？」

「もちろん。いつでも遊びにこい」

　俺おれと鳴なるは握手を交わして契約を結んだ。

　偶然の再会。そして、和解があり、俺おれと鳴なるの付き合いは再開されたのだった。

「ふふふふ……金髪幼女……着せ替え人形の代わりに、いいおもちゃを手に入れたな」

「ええっ!?　いまなんかすごく黒いこと言わなかった？」

「冗じよう談だんだよ。ジョーダン」

「友ともくんっ、目が笑ってないよ！」

「これからよろしく、鳴なる」

「こ、恐こわいんだけどぉ……よろしく、ね」
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　メゾン。それは甘かん美びな響ひびき──かどうかは人によって区まち々まちだが、俺おれにはとても甘く、憧あこがれのある単語である。

　メゾン。ファッション業界ではファッションレーベルの店や会社のことをそう呼ぶ。フランス語であり、それゆえにメゾンという言葉を聞くと、思い浮かぶのはパリ生まれの有名なブランドの数々だ。シャネル、ディオール、イヴ・サンローラン、その他色々。

　彼、彼女らの偉業を思うと胸が熱あつくなり、自分もなにかをやらなければとやる気が湧わいてくる。具体的には俺おれもメゾンをもちたい。

　というわけで、勝手に作ってみた。

　名をメゾンＯＮＯ。正式名称は裁さい縫ほう研けん究きゆう部ぶ。俺おれが一年のときに立ち上げた高校の部活である。

　寒さの残る春休み四日目。

　本日は、メゾンＯＮＯの活動日だ。

　部費獲かく得とくのための営業活動の結果、メゾンには教師や生徒から様々な依頼が舞まい込んでくる。春休みに突入した現在もいくつかの依頼を抱えている状況だった。

　俺おれは、俺おれの部へ屋やに集まったふたりの部員と一いつ緒しよに針仕事に勤いそしむ。

「──というわけで、みちるはもう俺おれの服を着てくれないんだとさ」

　作業の傍かたわら、俺おれは涙なくしては語れない、妹の兄あに離ばなれの経けい緯いを、同じ部へ屋やに居た女の子に説明した。

「そっか。みちるちゃんにもやっと思春期が来たんだ。良かった」

「良くないぞ。兄よりも世せ間けん体ていを優ゆう先せんするようになったんだ。なんと嘆かわしいことか」

「それが普通」

　傷心の俺おれにあんまり優やさしくない言葉をくれる部員。名前を一ひとつ橋ばし勇ゆ璃りという。テーブルを囲んで、俺おれの右手で針仕事をしている女の子だ。

　ショートヘアーに一七〇センチを超える上うわ背ぜい。表情はどことなく仏ぶつ頂ちよう面づらではあるが、べつに怒っているわけではない。整ととのった顔立ちと相まって凜り々りしく見られることが多く、校内では密ひそかに女の子から人気を集めている。宝たから塚づかで男役も張れるほどのスペックをもち合わせているが、本人は目立ちたがらない性格だ。上は白地に藍あい色いろストライプの入ったジャージ、下は足首までのスパッツの上にデニムのショートパンツを穿はいている。

　勇ゆ璃りは作業中の手元から目を離はなすことなく、

「でもさ友とも永なが」

「なんだよ勇ゆ璃り？」

「最後に作ったのがウエディングドレスで良かったね」

「どうして？」

「みちるちゃんが友とも永ながの手から巣立つ衣装ってことで」

「め、滅多めつたなことを言うもんじゃないっ。みちるはまだ十五だぞ。結婚はまだまだ先に決まってる」

　嫌いやな想像をして変な汗が流れた。

　みちるが結婚するなんて、冗じよう談だんでも考えたくない。

「それならどうして作った？」

「みちるの望むがままに」

　俺おれの純じゆん朴ぼくな精神に、勇ゆ璃りはなぜか呆あきれたようにため息を吐つく。

「友とも永ながって、みちるちゃんが彼氏を連れてきたらどうするの？　刺すの？」

「血の涙を流しながら祝福するよ」

「血の涙を流すのが友とも永ながのほうだったらいいけど」

「おいおい。俺おれはみちるの幸せをなにより願ねがってるんだぞ？　みちるが連れてきた相手を邪険に扱うわけがない。義兄弟として愛情をもって接するに決まって……あれ、目から汁しるが……どうしてだろう？」

「酷だね」

　俺おれの理由不明の涙を、そのひと言で片付ける勇ゆ璃り。彼女がクールなのはいつものことだ。

「……まぁ、それでも、自宅ではこれまで通りなのがせめてもの救いだ。服だけはどうしても着てくれないようだが、お風ふ呂ろはこれからも一いつ緒しよに入れる」

「死ねばいいのに」

　躊躇ためらいもなく発せられたひと言。

　空気を凍らせかねない発言も、慣なれてしまえばなんてことはない。

　この言葉を発したのは俺おれの左手に居るもうひとりの部員、犬いぬヶが崎さきこずえである。こちらも針仕事をしている。

　ミディアムヘアーのゆるふわパーマ。平均的な身長に隠しようのないメリハリのある豊満なスタイル。いつも朗ほがらかな笑顔えがおを浮かべている、一見すると癒いやし系けい。しかし、取とり繕つくろっているのはあくまでも表情のみ。一いつ旦たん口を開けば、心の闇やみが濁だく流りゆうのようにあふれ出てくる女の子だ。今日きようは、フリルのついたオレンジ色のワンピースを着ている。

「死ねばいいのに」

　こずえは聖母のような笑顔えがおで、もう一度毒を吐き捨てた。

　彼女は心の汚お泥でいを我慢せず吐き出すことにより、澄すみきった笑顔えがおでいることに成功している。

「……」

「友とも永ながくん、無視なのですか？」

「無視はしてない。聞き流してるだけだ」

「こずえとのコミュニケーションを蔑ないがしろにするなんて酷ひどいのです」

　不満を述べるときはこずえも普通に眉まゆを寄せる。むしろ、さらっと毒を吐くときが、一番の笑顔えがおの瞬しゆん間かんだ。

「べつに蔑ないがしろにしてるつもりはないが、もう少しコミュニケーションをとりやすい発言をしてもらいたいな」

「それは友とも永ながくんが、こずえをイラッとさせるからなのです」

「そんなに俺おれとみちるの入浴が気に入らないなら、こずえも俺おれと一いつ緒しよに入るか？」

　冗じよう談だんで提案すると、こずえは少しだけ考えるような仕し草ぐさをしたのち、

「死ねばいいのに」

　と綺き麗れいな笑顔えがおで言った。

「死ねばいいのに」

　なぜか勇ゆ璃りも追つい従じゆうしてきた。

　このように部員のふたりは、部長の俺おれに対して当たりがいいとは言えないのだ。悲しいことである。

　ともあれ。嫌いやな形ではあるが話が一段落すると、勇ゆ璃りは俺おれの後ろへと視し線せんを向けた。

「ところでさ。ずっと気になってたんだけど、友とも永ながの後ろに居る子はだれ？」

「おお、よくぞ気づいたな」

「気づくよ、普通に」

　そう。いままで一切存在を表さなかったが、俺おれの右斜め後ろには、金髪幼女が正座しているのだ。

　この金髪幼女は、息を殺して微動だにしないが人形ではない。凜りん堂どう鳴なるという人間である。誠に遺い憾かんながら本日も昨日きのうと同じスウェット姿だった。

　これから鳴なるの服を作るにあたり、メゾンのメンバーである勇ゆ璃りとこずえの協力は不可欠。そこで今日きようは、お互いの顔合わせをしようと、鳴なるを呼んだのだ。

　それにしても、インドア志向で人見知りの鳴なるは、借りてきた猫のように大人おとなしかった。勇ゆ璃りに指摘されなければ存在を忘れてしまうほどに。

　俺おれはもったいぶるように咳せき払ばらいをした。

「諸しよ君くん、遅くなったが紹介しよう」

「もしかして新しい妹ですか～？」

　こずえが茶茶を入れてきた。

「その通り」

「違うよっ」

　これには鳴なるもすかさず反はん論ろんする。

「どうやら違うようだ」

「友ともくん、真面目まじめに紹介してよっ」

「分かった分かった。改めて紹介しよう。こいつは俺おれの幼おさな馴な染じみで凜りん堂どう鳴なるという。メゾンへの新たなる依頼人だ──で、こっちの大きいのが一ひとつ橋ばし勇ゆ璃り。アクセサリー制作を得意としている。それから、このふんわりしたのが犬いぬヶが崎さきこずえ。こっちは刺し繡しゆうがピカイチだ」

「……よろしく」

「よろしくなのです」

　勇ゆ璃りはぶっきらぼうに、こずえはにこにこと優やさしそうに微笑ほほえみながら挨あい拶さつをした。

「ど、どうも！」

　対して鳴なるは背筋を伸ばし、がちがちに緊きん張ちようして、ぎこちなく挨あい拶さつする。

　俺おれとふたりっきりのときとは態度がまるで違った。明らかに中学のときよりも人見知りが悪化している。一年の引きこもり生活が社会性を減衰させたのだろう。

　このようすでは、目標であるゲームセンターに出かけられるようになるまでには、相当難なん儀ぎしそうである。

　だからこそ、勇ゆ璃りとこずえには柔にゆう和わな対応を望みたい。歳とし上うえとして親しん戚せきの女の子に接するように頼む。いやまあ、同い歳どしなんだけど。

「……ねぇ、友とも永なが」

　だけど、同じく人見知りの気けがある勇ゆ璃りは、鳴なるとは直接話さず囁ささやくように俺おれに話しかけてくる。なにか気になることがあるようだ。

「どうした？」

「その子、ちゃんと学校行ってるの？」

　と、勇ゆ璃りは鳴なるの金髪をちらっと見る。

　いきなりの核かく心しんを突く問いだった。

　勇ゆ璃りが他人に対して率直な発言をするのは珍しい。

「っ……」

　一方、話がしっかり聞こえていた鳴なるは石になってしまう。顔から表情を消して、迫りくる非ひ難なんを全力で受け流そうとする構えだ。こんな調ちよう子しだから不登校ヒッキーになってしまうのだ。しかし、責めても仕方ない。

　よって、ここは俺おれが答える。

「お察しの通り不登校です」

　隠してもしょうがないのでありのままを話すと、勇ゆ璃りの顔が険しくなった。

「……小学校で髪染めてたら浮くよね。苛いじめられるかもしれないし。親の趣しゆ味みで子供をそういう髪にしてるのは……なんか嫌いや」

「あ、」

　なんかようすが変だと思ったら、そういうことか。

　勇ゆ璃りの雰囲気は取っ付きにくいが、根はいい奴やつであり繊せん細さいだ。

　例えばの話。ショッピングセンターなどに出かけると、まだ自己判断のできない歳としなのに髪を染めている子をたまに見かける。その場合は大抵親が、可愛かわいいからという理由だけで子供の髪に手を加えていることが多い。勇ゆ璃りは、鳴なるの金髪をその延えん長ちよう線せん上じようだと考えたのだろう。

　だがしかし、その推測は残念ながら外れ、鳴なるの無む駄だに高い自尊心を傷つけてしまう。

　石化を解いた鳴なるは脹ふくれっ面つらで、

「……小学生じゃないし」

　と、か細く呟つぶやく。

　その言葉は小さいながらも勇ゆ璃りの耳に入り、

「あ……ごめん、中学生だったんだ」

「中学生でもないしっ」

「えっ……幼稚園児？」

　中学生説を否定された勇ゆ璃りが出した結けつ論ろんはそれだった。

「なんでそうなるのっ。これで幼稚園児とかありえないじゃん!?」

　鳴なるは目の前のテーブルをばしばし叩たたいて激げつ昂こうした。

「ご、ごめん……だったら、その？」

「信じられないかもしれないが、俺おれたちと同い歳どしだ」

　俺おれは愕がく然ぜんとする勇ゆ璃りに事実を伝えた。

「こんなに小ちっちゃいのに高校生……」

「世の中には不ふ思し議ぎなこともあるもんだろ」

「すごい」

　勇ゆ璃りは物珍しそうにまじまじと鳴なるを見つめて、感嘆の声を漏らす。

　一方の鳴なるは、機き嫌げんが斜めのまま、

「全然すごくないよぉ、もうっ」

　と脹ふくれっ面つらである。

「どうして？　可愛かわいいと思うけど」

　勇ゆ璃りが気をつかってフォローするが、鳴なるの機き嫌げんは直らない。

「……あたしはもっと大きくなりたかったの」

「どうして？」

「大きいほうが可能性が広がるんだよぉ。勇ゆ璃りさんが羨うらやましいし」

　パリコレのモデルに憧あこがれる鳴なるにしてみれば、小さいことはこれっぽっちも嬉うれしくないだろう。

「ごめん」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられたのになぜか謝あやまる勇ゆ璃り。一見するとさっぱりした性格そうだが、こういうところで気が小さいのは勇ゆ璃りらしかった。

　と、そのとき。いままでやり取りを眺めていたこずえが、急に話に入ってくる。

「あら～、大きくなりたいっていうのは身長だけですか？　それとも豊満なほうがいいのですか？」

　鳴なるが勇ゆ璃りの身長に憧あこがれを抱いたので、自分にも憧あこがれて欲しいのかもしれない。こずえという人間は分かりやすく面めん倒どう臭くさい人である。

　訊きかれた鳴なるは「んー」と真剣に考え込む。そして、俺おれのほうを向いて、

「──友ともくん。モデルってぺったんこだとできない？」

「いいや、そんなことはないぞ。むしろ、スマートなほうが好まれるんだ。逆にグラマー過ぎるとコレクションのモデルには採用されづらくなる」

「そっか」

　鳴なるは納得したように、こずえのほうに向き直った。

「だったら、豊満じゃないほうがいいです！」

「なるほど～、鳴なるちゃんはスマートなほうがいいのですね～。一ひとつ橋ばしさんみたいに」

　鳴なるの素直な答えに対して、こずえの笑顔えがおは一層輝かがやく。

「はい。勇ゆ璃りさんみたいに背が高くてスマートな身体からだになりたいですっ」

「死ねばいいのに」
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　鳴なるは涙目になった。

「……ぐすん」

　俺おれは慌てて鳴なるとこずえの間に入る。

「こずえ。初心者にそれは不味まずい」

「なにがですか～？」

「いや、分かってるだろおまえ」

　こずえは言葉の代わりに笑顔えがおで応こたえた。末恐ろしい奴やつだ。

　鳴なるは、俺おれの服の袖そでをちょんちょんと引っぱってくる。

「……友ともくん、もう帰りたい」

「気持ちは分かるが落ち着け鳴なる」

「……」

「こっちのお姉ねえちゃんは恐こわいけど、あっちのお姉ねえちゃんは優やさしいぞ。向こうに避ひ難なんしよう」

　と俺おれは、勇ゆ璃りのほうを指した。

「……うん、分かった」

　鳴なるは目元を擦こすりながら、トコトコとこずえから距きよ離りを取り、勇ゆ璃りの傍そばに座った。

　振られた勇ゆ璃りは困ったような顔をする。しかし、笑顔えがおの悪あく魔まから逃げてきた幼女を保ほ護ごするように、作業を止めて、鳴なるの膝ひざ上うえにそっと手を乗せた。

「大丈夫だった？」

　その優やさしい言葉に、鳴なるは胸を打たれたように目をしばたたかせる。

「は、はい。間かん一いつ髪ぱつでした」

「そっか。人は見かけによらないから気をつけないとね」

「世間ってやっぱり恐こわいです」

「そうだね。できればあんまり関かかわりたくないものだよ」

「ですよね！」

　と、鳴なるは目を輝かがやかせながら言った。

　それに呼応して、普段ふだんあまり笑わない勇ゆ璃りの口元が微かすかに緩ゆるむ。

　鳴なると勇ゆ璃り。このふたりの共通点は、人見知りでありインドア志向であるところだ。言葉を交わすにつれて、共感を呼ぶのかもしれない。でも、なんというか、社会性に欠ける共感だった。ちょっとふたりの将来が心配になってくる。

　そんな俺おれの心配などは知しる由よしもなく、元気をとり戻した鳴なるは、

「友ともくん。勇ゆ璃りさんっていい人だねっ」

「そうか……気が合って良かったな。でもな、ただいい奴やつなだけじゃないぞ、勇ゆ璃りは」

「どういうこと？」

「ほら、これを見てみろ」

　と俺おれは、勇ゆ璃りの手をとって、鳴なるの前に持ってきた。

　勇ゆ璃りの手首には、色とりどりのブレスレットが幾重もじゃらじゃらとはまっている。そのどれもが勇ゆ璃りの手で繊せん細さいに編あみ込こまれた物だ。有名ブランドの品と比較しても決して見劣りしない。それだけ妥協のない精神で作り込んでいるのだ。

「なっ、すごいだろ？」

　謙けん虚きよな勇ゆ璃りに代わって、俺おれは自分のことのように自慢する。

　鳴なるも目を丸々と開いてブレスレットに注目した。

「すごい！　虹にじみたいでキレイ！」

「そうだろう、そうだろう。勇ゆ璃りはアクセサリー作りの才能がある。サージュ、ブレスレット、アンクレット、ネックレス、シュシュ──限られた素材でもセンス良く仕上げてしまうんだ」

　勇ゆ璃りとの出会いは高校一年生のときだった。

　ゴールデンウィークが過ぎると、教室では仲良しグループが大体固まってしまう。そんな中、いつもひとりで内ない職しよくばかりしている勇ゆ璃りの姿が目についたのだ。気になった俺おれが、それとなく覗のぞいてみたところ、勇ゆ璃りは見たことのないくらい綺き麗れいなブレスレットを編あんでいた。俺おれはもう彼女のことが放ほうっておけなくなり、しつこい勧誘の末、やっとのことでメゾンに加入させることができたのだ。

「いいな～、いいな～」

　よっぽど勇ゆ璃りのブレスレットに惹ひかれたのか、鳴なるは分かりやすく「それ欲しいです」オーラを出す。見た目も中身も行動も子供だ。

　しかし、勇ゆ璃りは嫌いやな顔ひとつすることなく、

「いいよ。これあげる」

「本当に!?」

「うん」

　勇ゆ璃りは自分の手首から、ご所しよ望もうのブレスレットを外すと、鳴なるの細い手首にきゅっと結び付けてあげた。

「わーい、やった。ありがと！」

　鳴なるは窓から射さし込こむ光に手首をかざす。ブレスレットに編あみ込こまれたビーズがきらきらと光り、鳴なるも同じように顔を耀かがやかせた。

　だがそれも束つかの間まの出来事。

「な～るちゃん。こずえのことも構ってください」

「ひっ──」

　恐こわいほうのお姉ねえちゃんに話しかけられ、上がっていた鳴なるのテンションは崖がけから突き落とされる。

　鳴なるは助けを求めて俺おれに縋すがり付ついてきた。

「……友ともくん、この人恐こわい」

　俺おれはそんな鳴なるの頭を優やさしく撫なでながら助言する。

「慣なれろ」

「雑な解決法だねっ」

　ぶっきらぼうでむすっとした勇ゆ璃りと比較して、こずえのほうがぱっと見た目は接しやすそうだが、実際はまったくそんなことはない。癒いやし系けいビジュアルでありながら、その実態はかつて漫まん画が研けんを壊かい滅めつ寸前にまで追いやったことのある悪あく魔まである。

「大丈夫。嫌われなかったら、そんなに恐こわくない」

「あたし嫌われてるの!?」

「まだニュートラルだ。嫌われたらこんなもんじゃないぞ」

　俺おれの脅おどしの入った口く調ちように、鳴なるは目を丸くする。

「……ど、どうやったら好かれるのでしょうか!?」

「煽おだてろ」

「分かったぁ！」

　防ぼう衛えい本ほん能のうがそうさせるのか、鳴なるは素直に俺おれの言葉に従う。ライオンと相あい対たいするように恐る恐るこずえに近づく。そして、なにか褒ほめられるモノはないかと、視し線せんを泳がせ、はたと作業中のこずえの手元に目が行く。そこには、白い薔薇ばらが途中まであしらわれた薄うす桃もも色いろの布地のスカートがあった。

　鳴なるは緊きん張ちようを含んだ笑顔えがおで、

「綺き麗れいなスカートですねっ。薔薇ばらの刺し繡しゆうがとっても素敵すてきです！」

「そうかしら～、ありがとうなのです」

　こずえは、俺おれたちのやり取りをしっかり聞いていた。しかし、それにも拘かかわらずにっこりと喜ぶ。どんな形であれ、称しよう賛さんは嬉うれしいようだ。

　とはいうものの、鳴なるの言葉は単なるお世辞ではない。

　こずえは元々漫まん画が研けんに所属していたこともあり、絵が描かけ、デザインができ、それを器用な針はり捌さばきで再現することができる逸材である。彼女のセンスと技術に、決して偽りはなかった。

「ねぇ、鳴なるちゃん」

　なんとか友好関係の道筋をつけた鳴なるに、こずえは温かく微笑ほほえんで、優やさしそうに話しかける。

「はいっ」

「薔薇ばらの花言葉って知ってますか？」

「いいえ！」

　鳴なるは清すが々すがしいくらいはっきりと答えた。

　こずえは「ふふふ」と笑えみを濃こくして言う。

「純情な愛。それが薔薇ばらの花言葉なのです」

「素敵すてきですねっ」

「こずえもそう思うのです。薔薇ばらは気け高だかい美しさの象徴──だけど、このスカートを穿はく人が、それに相応ふさわしい人間である保証はどこにもないのです」

　と、こずえは半分まで刺し繡しゆうされた薔薇ばらの柄がらをそっと撫なでた。

　鳴なるはきょとんとする。

「？」

「ふふふ──この服をオーダーした人はね、ひとつ歳とし上うえで今期から漫まん画が研けんの部長をしてる女なのです。たいして絵が上手うまいわけでもなく、話作りもどちらかというと下手へたくそ。その程度の分際で歳とし上うえってだけで自分が中心じゃないと気が済まないような、ちんけで痛い人間なのですよ」

　注意。あくまでもこずえの主しゆ観かんです。

「そ、そう……なんですかぁ……」

　鳴なるは冷や汗を流した。

　ただならぬ雲行きを感じ取り、いますぐにでも逃げたそうにしている。

　しかし、こずえの話は続く。にこにこと表情筋で笑いながら、

「あんな女を幸せにする手伝てつだいをしてるかと思うと、嬉うれしくて笑顔えがおが絶えないのです。うっかり、刺し繡しゆうの中に針が紛れ込んでいることもあるかも。そして、男と抱き合った瞬しゆん間かんにちくりと」

「はい、ストップ」

　見かねた俺おれは口を挟んだ。

「友とも永ながくんどうかしたのですか？」

「メゾンの質を貶おとしめるような策を練るな」

「いやですね～、冗じよう談だんなのですよ？」

「目は本気だった」

　俺おれが指摘すると、こずえは笑顔えがおから一変。険しい顔つきになって頰ほおをリスのように膨ふくらませた。

「友とも永ながくんっ、どうしてこんな仕事を受けちゃうのですか!?」

「うん、まぁ、悪いとは思ってる。大おお野の先せん輩ぱいはこずえが漫まん画が研けんを辞めた原因のひとりだもんな」

「それが分かってるなら断ってください！」

「しかし、部費の増ぞう額がくのためには政治的に動かざるをえない」

「友とも永ながくんのいけず！」

「謹つつしんで受け入れよう」

「大おお野の花か蓮れんっ……刺したい。気が済むまで刺してやりたいのですっ」

「それだけは本当に止やめてください」

　俺おれは切に懇こん願がんした。

　こずえの身体からだからは瘴しよう気きが立ち上っている。この黒いオーラを放出するいまの彼女ならば、倫理的障しよう壁へきを突破してしまいそうで恐ろしい。

「だったら、なにか気が静まるモノをください」

　こずえはふて腐れ気味にそんな要求をしてきた。

「気が静まるモノか……」

　俺おれはなにかないだろうとかと周囲を見回した。そして、すぐに癒いやし効こう果かの高そうなモノを見つける。

「こずえはぬいぐるみが好きだったな。よし、この金髪幼女をプレゼントしよう」

「え、あたしぬいぐるみじゃないしっ」

　意表を突かれた鳴なるは、びっくりして逃げ出そうとするが、それよりも先にこずえの手が伸びてきた。

「ありがとうございます。友とも永ながくんからのプレゼント大切にするのです」

　こずえに抱だき竦すくめられた鳴なるは、こずえの膝ひざの上で呆あつ気けにとられた。

「あ、あたし、ぬいぐるみじゃないし……」

「鳴なるちゃん。ぬいぐるみなんだから大人おとなしく、ね？」

「はい分かりました」

　こずえの笑顔えがおの前に、鳴なるはふたつ返事で大人おとなしくなった。でも、ちょっとぷるぷると震ふるえている。お腹なか周まわりの脂肪燃ねん焼しよう効果がありそうだった。
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　皆の自己紹介が終わり、それからメゾンは一いつ旦たん作業に戻る。

　こずえの嫌いやがっている大おお野の先せん輩ぱいの依頼を片付けるまで、鳴なるにはこずえの膝ひざ上うえで辛しん抱ぼうしてもらうことにした。最初は死んだような顔色をしていた鳴なるではあるが、目前で成されていくこずえの刺し繡しゆうに、すぐに興きよう味み深ぶかそうに見入っていた。

　そして、作業が一段落して。

　俺おれは現在鳴なるが置かれている状況を勇ゆ璃りとこずえにざっと説明する。鳴なるは、こずえの膝ひざ上うえで居い心地ごこち悪わるそうにしゅんとしていた。

「なるほどね。凜りん堂どうは高校デビューに失敗して、明け方のコンビニしか行けない引きこもりになった。でもってネットではゲーム実況を配信していると」

「近年稀まれに見る残念な子ですね～。こずえの大好物なのです」

「さて、本題はここからになる。ふたりとも鳴なるの格好に注目してくれ」

　勇ゆ璃りとこずえは、鳴なるを見やる。

　少し仲良くなったとはいえ、ふたりの視し線せんを浴びた鳴なるは、緊きん張ちようして顔を強こわ張ばらせた。

　おさらいすると、今日きようも鳴なるはグレーのスウェットパジャマ姿。しかもサイズは適正な物よりも大きめを着ている。

　昨日きのう俺おれがあれだけ非ひ難なんしたにも拘かかわらず、改善の余地はまったく見られない。

「ふたりの感想を聞きたい」

　俺おれが促すと、勇ゆ璃りとこずえは順番に意見を述べる。

「灰はい色いろで地味」

「ぶかぶかでだらしないのです」

「ふたりは同じ格好で外出できるか？」

「無理」

「女の子としてありえないのです」

　俺おれはふたりの意見に満足する。

「そうだろう、そうだろう。鳴なるの格好はもはや女性としてやってはならない領域まで踏み込んでいる。言うならば美への冒ぼう瀆とく。これぞダメ人間の象徴。神デザイナーのカール・ラガーフェルド様も言っている。スウェットパンツは敗北の印だと！　つまり、貴様は負け犬なのだ！」

「そ、そこまで言うことないじゃんっ」

　いままで堪こらえるように黙だまっていた鳴なるは、目め尻じりに涙を溜ためて悲痛の声を上げる。

「だいたいさっ。友ともくんってば大げさなんだよぉ」

「なにが大げさだって言うんだ？」

「あのねっ、あたし、常々思ってるんだけどさっ。人間ってやっぱり中身が大事じゃん？」

「そうきたか」

「だってそうでしょ？」

　鳴なるは、正義は我にありと言わんばかりの得意顔になって、

「表面をどれだけ綺き麗れいに飾っても、中身が伴ってなかったら意味ないし。それにね、上うわっ面つらだけ整ととのえたら、見た目だけで判断するような人が近寄ってくるじゃん。そんな人たちとは仲良くなりたくないよねっ」

　と、言った。

「それがクオーター設定で人気とりを図ろうとした奴やつの言うことか？」

　俺おれの返しに鳴なるははっとする。

「そ、そういう失敗を踏まえた上での教訓なのっ」

　苦しい言い草だった。

「しか～し、その意見こそがもっとも上うわっ面つらなんだよ！」

　俺おれは一いつ蹴しゆうした。鳴なるに限らずそういう主張は常にある。

　だがそれは、服装に気をつかわないことの言い訳でしかないのだ。

「な、なにがダメなんだよぉ……」

「よく聞け。例えば、だ。ボロボロの服を着た男が近づいてきたらどうする？」

「なんか恐こわいから逃げる」

　俺おれの諭さとすような問いかけに、鳴なるは考える間もなく即答した。

「それなら、スーツを着た清せい潔けつ感かんのある男性に道を尋ねられたらどうする？」

「答えられるなら答えるよ」

　俺おれは手を叩たたいた。

「ほら見ろ。やっぱり見た目は大事じゃないか」

「たとえが極端過ぎっ」

「んなことはない。考えてもみろ。浮浪者っぽい人が身近にうろついていたら不安になるだろう？　対してセンス良く決めた人が居たなら、見ているこっちの身も引ひき締しまるものだ」

「ん、そうかもしれないけど……」

　と、しぶしぶの納得をする鳴なる。

　手て応ごたえを感じた俺おれは、鳴なるに迫り、畳みかけるように述べる。

「もちろんそれは男性に限った話じゃなくて、女性だって同じだ。だらしない格好の人とすれ違えば、見ているこっちまで気分が滅め入いる。逆に、花のような人を道で見かければ温かい気持ちになれるだろう。鳴なるなら、自分とすれ違う人々にどちらの印象をもって欲しい？」

「それは……温かい気持ちのほうだよ。つまり友ともくんは、ＴＰＯを弁わきまえるために服装をちゃんとしろって言ってるんだよね？」

「おいおい、それだけじゃないぞ」

　俺おれは肩を竦すくめる。

　自分を見た他人を不快にさせないのは基本中の基本だが、それだけでは義務のようで面おも白しろくない。ファッションは、やはり自分が楽しんでこそのものだ。

「どういうことぉ？」

「ほら、想像して。鳴なるは街を颯さつ爽そうと歩いています」

「──ふむふむ」

　鳴なるは顎あごに手を当てて、素直に俺おれの言葉を頭に思い描く。

「そんなとき、ふと横を向くと、ぴかぴかに磨かれたガラスに映った自分と目が合いました」

「──目が合った」

「さて、ガラスに映った自分の姿がイケてる雰囲気だったらどう感じるだろうか？」

「──テンション上がりまくりだねっ」

「そうだ。とっても気持ちが良くなるはずだ。そんなものだろ？」

「たしかに！」

「服装の大切さを理解したな？」

「理解できた！」

「よろしい」

　鳴なるがちょろい、もとい、物分かりが良くて良かった。

「というわけで──鳴なる、おまえに女の喜びを教えてやる！」

「えぇ!?」

　鳴なるは腕をクロスして、自分の薄うすっぺらい胸元を守る。

「大丈夫。最初は苦しいかもしれないけど、すぐに気持ち良くなるから」

「ちょっ、待って。それってファッションの話だよねっ？」

「もちろんファッションの話だ。硬くなった心身をいい感じに解ほぐしてやるよ。何度か快感を体たい験けんすれば、思い浮かべただけでも気持ちが激げつ昂こうするようになる」

「なんかエロいっ」

「ファッションとはときに官能的なものさ」

　鳴なるの態度から、了解の意を汲くんだ俺おれは、勇ゆ璃りとこずえのほうを向く。

「よし、話はまとまったな」

「つまり、凜りん堂どうの服を部で作るんだね？」

「そういうことだ」

「こんな小ちっちゃい子の服を作るなんて初めてなのです」

　ふたりも乗り気だった。

「じゃあ、始めようか。──一同かかれ！」

　俺おれの合図と共に、勇ゆ璃りとこずえを含めた三人は、戸惑う鳴なるに跳びかかった。
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「ぐすん……みんな酷ひどいよぉ……親だって知らないあたし全部を洗あらい浚ざらい記き録ろくするなんて……」

　寄ってたかってスウェットをひん剝むかれた鳴なるは、改めて身体からだの隅から隅までのサイズを精密に測られ、用が済むと下着姿のまま床に転がされ、屈辱の涙を溢こぼした。

　ちなみに本日の下着は、パステルカラーのチェック柄がらである。下着だけはバリエーションがあるようだ。

　俺おれたち三人は頭をつきあわせて、鳴なるのサイズを記したメモに目を向ける。

「幼女だな」

「幼女だね」

「幼女なのです。あと、典型的な日に本ほん人じん体型でした」

「うわ～ん。ついにバレちゃったし」

　心配しなくても最初からバレている。

　数字が表した逃のがれようのない事実を突き付けられた鳴なるは、両手で顔を隠してめそめそと泣く。

　でもしかし。べつに、デコボコがはっきりしていることが優すぐれているわけではない。体型は人それぞれなのだから、その人に似合った格好をすればいい。

　まぁ、そんなことをいまの鳴なるに話しても、なんの慰なぐさめにもならないのだけど。

「で、なにを作るの？」

　勇ゆ璃りの質問に対して俺おれは、

「鳴なるの気が変わらぬ内に服を着せたい。できれば今日きよう中じゆうに一着作りたいんだ」

「そうなると凝こった物は無理だよ」

「ワンピースならできると思うのです」

　俺おれの無茶むちやな提案にも、勇ゆ璃りとこずえは無理とは言わず、可能な案を出してくれる。

　現在の時刻は正午過ぎ。これから昼食を摂とってからの作業となると、使えるのは五時間ほど。こずえの言う通り、手間の少ないワンピースなら、三人でかかれば数時間で作れるだろう。

「そうだな。今日きようはワンピースにしよう」

「はいはーい。あたしの意見を聞いてください！」

　いつの間にか立ち直っていた鳴なるが、三人の話し合いに入ってくる。

「却下」

　俺おれは即座に斬きり捨すてた。

「友ともくん酷ひどいよっ」

「友とも永ながどうして？　着る人の好みは重要だよ？」

　俺おれの容赦ない斬きり捨すてに、勇ゆ璃りが意外そうな顔をする。

　普段ふだんはできるだけ顧こ客きやくの要望をとり入れようとしているので、勇ゆ璃りの疑問はもっともだ。

「んー、まぁ、そうなんだけどな」

　俺おれは口くち籠ごもる。

　理由は明白で、鳴なるの要望は聞かなくても分かるということなのだが……。

「……それじゃあ、鳴なる。聞かせてくれ」

　俺おれは勇ゆ璃りとこずえの手前、仕方なく聞く姿勢だけとった。

　鳴なるはどこか誇らしそうにきりっと笑い、

「スタイリッシュな大人おとなの女性にしてください！」

「──と、お客様はおっしゃっておいでです」

「あー」

「あ～」

　思った通り、勇ゆ璃りとこずえの反応はぎこちなくなる。

「──というわけなんだよ、鳴なる」

「どういうわけ？」

　期待の籠こもった眼まな差ざしできらきらと見つめてくる鳴なるに、俺おれは忌き憚たんなく告げる。

「スタイリッシュな大人おとなの女性は無理だ。将来に希望を残して、今日きようは諦あきらめろ」

「ええっ、そんなぁ……」

　と、目に見えて落胆する鳴なるに向かって、勇ゆ璃りはお姉ねえさんっぽく子供をあやすように、

「大人おとなっぽく見えるようには努力するから、ね？」

「……分かりました」

　勇ゆ璃りの説得により、鳴なるはしぶしぶ納得した。

　しかし、唇を尖とがらせて、どこか不満そうである。仕し草ぐさからしてやはり子供だった。

　鳴なるの目指す理想の自分には、身も心もまだまだ遠く及ばない。

　俺おれは、鳴なるには聞こえないように、勇ゆ璃りとこずえに向かって囁ささやく。

「……目標は中学生に見えることな」

「分かった」

「了解なのです」

　ふたりは静かに頷うなずいた。
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　俺おれは瞼まぶたを下ろして、情景を想像する。

　季節は、春。

　桜の蕾つぼみが開く頃ころ。

　公園は例年通り花見客で賑にぎわっている。

　そこへ春風のように現れた金髪の少女。ほろ酔いで楽しんでいた花見客は、少女の姿が目に止まり、ふと動きを止めた。ぽかんと口を開けて、少女に目を奪われる。しかし、それも一いつ瞬しゆんのこと。はっと我に返った花見客は、再び杯さかずきを傾け始める。頭の片隅で、木の裾すそにも桜の花は咲いているのだなと思いながら。

　やがて、桜の花のような少女は、景色けしきの中に溶け込んでいく。すれ違った人々の思い出として記き憶おくに焼き付けながら。

「──見えた」

　俺おれは瞼まぶたを開け、手元に用意していた白紙に、イメージを描いていく。黒のマーカーでワンピースを着た少女の輪りん郭かくをとり、色を変えて肌を塗り、髪を塗り、服に着色して完成。

　そのようすを興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込こんでいた鳴なる、勇ゆ璃り、こずえの三人に見やすいように、デッサンした紙を一八〇度回した。

「コンセプトは桜の花。ただし、複数系じゃない。無数に咲き誇る花の中の一いち輪りんとして、桜の景色けしきに溶け込むイメージだ」

　俺おれの説明を聞き、勇ゆ璃りとこずえは知的に表情を引ひき締しめる。

「コサージュは使う？」

　勇ゆ璃りが花飾りの有う無むを問うた。

　俺おれは三秒ほど考えてから、

「今回は直接的な表現は止やめておく。代わりに葉っぱを連想させるブレスレットが欲しいな」

「分かった。考えてみる」

「模様も今回はナシですよね？」

　勇ゆ璃りに代わり、今度はこずえが開口した。

「うん、時間的に刺し繡しゆうは無理だ。学校は閉まってるから部室にある素材も使えない。俺おれの部へ屋やにある素材だけで作る。白地に薄うす桃もも色いろのレースを巻き付ける感じで、桜の花を表現したいんだけど、どう思う？」

「多少厚くしても問題ないと思うのです。まだ肌寒いので」

「分かった」

　俺おれが頷うなずき、作業にとりかかろうとしたとき、鳴なるは元気良く手を上げた。

「はいはーい」

「なんだ？」

「このデザインのどこら辺が大人おとなっぽく見えるのぉ？」

　と、鳴なるは期待の籠こもった無む垢くな眼まな差ざしで訊きいてきた。

　べつにそこまで大人おとなっぽくはならない──ということは口が裂けても言えず。俺おれは若干論ろん点てんをずらしつつ、ちょっとした工く夫ふうを説明する。

「ミニスカート。これがポイントになる」

「ほほう？」

「低身長の人をスタイル良く見せるには、足元を軽くして目め線せんを上に向けさせるのが効果的なんだよ。とくにこれから作るワンピースは白地をベースにするから全体的に軽めの印象になりやすい。だからこそ下半身は大胆に切り詰めてバランスをとるんだ」

「つまり、このワンピースを着たら背が高く見えるんだね!?」

「その通り」

「やったー」

　鳴なるが納得したところで、メゾンの三人はテーブルにつき、作業を始める。

　まずは薄うす手での布にパーツごとのおおよその線せんを引いて、それに沿って切り分ける。三人で同じ作業を分担しているので、時間はそんなにかからない。

「鳴なるちゃん。こっちに来てください。そこに立って欲しいのです」

「はい」

　こずえの言葉にふたつ返事で従った鳴なるは、下着姿のままぴしっと気を付けした。

　メゾンの三人は、鳴なるを取り囲んで、さきほど切り分けたパーツ──バランスを見るための布製の型──通称トワルを鳴なるの身体からだに当てていく。

　そして、トワルとトワルを繫つなぐために、マチ針を刺そうとしたところで、鳴なるの顔は真まっ青さおになった。

「ちょっとタンマ！」

「どうしたのですか鳴なるちゃん？」

　こずえはマチ針を手に、にこにこと微笑ほほえむ。

「そ、その針……刺すのぉ？」

「刺しますよ～」

「刺しますよってそんな！　あたしには刺さんないよねっ!?」

「たぶん」

「たぶん!?」

　目を見開いて鳴なるは愕がく然ぜんとする。

　すると、勇ゆ璃りが横合いから、

「大丈夫。私はまだモデルを刺したことない」

　と、安心させるように口を挟んだ。

「勇ゆ璃りさん！」

「こずえはたまに刺してしまうのです」

　しかし、こずえはその安心を音速で崩す。

「うわ～ん、友ともくん」

　鳴なるは助けを求めて俺おれを見た。しかし、

「俺おれもときどき刺すぞ。これ結構難むずかしいんだよな」

「噓うそだよね!?」

「本当だよ」

　一流メゾンの職しよく人にんだって、モデルをマチ針で刺すことは日常茶飯事だ。べつに死にはしないし、血が出るほど深く刺さることもない。ちょっとチクッとするだけだ。

　しかし、針で刺される恐怖を、注射並に痛いものだと勘違いしているようすの鳴なるは、なんかもうへっぴり腰である。隙すきあらば逃げ出す構えだ。

「こら、鳴なる。下手へたに動くと手元が狂って心しん臓ぞうまで刺さるぞ？」

「ひぃっ……」

　俺おれの虚言に、鳴なるは一発でマネキンになった。

　不用意に動かれるのが一番危ないので、しばらくこのまま人形になっていてもらおう。

　あとは鳴なるの身体からだに沿って、トワルを細かく調ちよう整せいしていく。

「イタッ！」

「あ、ごめんなさいなのです」

　鳴なるはこずえに計二度刺されたのちに解放された。ちょっと涙目だった。

　そのあとは、実際に使う生き地じを選定し、調ちよう整せいし終わったトワルに沿って生き地じを裁断。切り分けたパーツを手て縫ぬいで繫つなぎ合あわせていく。

　そんなメゾンの職しよく人にん芸げいを、機き嫌げんを取り戻した鳴なるは飽きもせず息を吞のんで見守っていた。
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　そして、鳴なるへのオーダーメイドワンピースが完成した。

　時刻は午後六時。窓から見える建物の輪りん郭かくがぼんやりとしている。

　少し時間がかかってしまったが、イメージ通りの物を作り上げられたと思う。

「どうだ、鳴なる？」

　俺おれは白と薄うすピンクのワンピースを広げる。

　それを見た鳴なるは、夜桜に見み惚とれるようにうっとりとして、

「うわぁ～、綺き麗れいだねぇ～」

　と、食い入るようにワンピースを見つめる。

「そうだろうそうだろう」

　無邪気な称しよう賛さんを浴びて、俺おれは鼻を高くした。

　気に入ってもらえたならば、なによりだ。

　しかし、服はそれだけで完成ではなく、人が袖そでを通して初めて最高の輝かがやきを放つ。

「さあ、鳴なる。いつまでも見てないで、さっそく着てみようか」

「……」

　だが鳴なるはワンピースを受け取ると、にわかにそれを畳んでしまった。

「なにやってるんだ？」

「これは保存用。汚れてもいいヤツ作って」

　真顔でとんでもないことを言いやがった。

「うるせぇよっ。おまえはなにを言ってるんだ？」

「だってぇ、綺き麗れいなのに、もったいないじゃん」

「自宅に籠こもって青春をどぶに捨てようとしてる奴やつが言うことか!?」

「それはそれ。これはこれ」

「意味が分からん。いいから早く着ろって」

　俺おれはしぶる鳴なるからワンピースを取り上げると、強い口く調ちようで、

「はい、バンザーイして」

「……バンザーイ」

　鳴なるはしぶしぶ両手を上げる。

　俺おれはすかさずワンピースを上からかぶせて着せた。乱れた髪を整ととのえ、服の皺しわも伸ばす。あとは、勇ゆ璃りが別口で用意してくれた新しん緑りよく色しよくのブレスレットを左手に嵌はめて完成。
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「──いいじゃないか」

　顔が自然とほころんだ。

　自分がデッサンで描いた姿が、たしかに目の前にあった。

　桜の木から散った花びらが、生命を帯びて妖よう精せいとなったなら、きっとこんな愛いとおしい少女の姿をしているだろう。

　白と薄うす桃もも色いろのワンピースに包まれた鳴なるには、そう思わせるほどの魅み力りよくがあった。

　俺おれの部へ屋やに桜の花が咲いている。

　嬉うれしくなった俺おれは、鳴なるの後ろに回り込み、彼女の肩に手を添えると、功労者の勇ゆ璃りとこずえの前へ連れて行く。

「ふたりとも、どうだ？」

　鳴なるは緊きん張ちよう気ぎ味みに、神しん託たくを待つようにぴしっと背筋を伸ばした。

　そんな姿を見せられてか、勇ゆ璃りは小さく笑い、こずえはにこにこと柔らかい笑えみを浮かべる。

「似合ってる」

「とっても可愛かわいいですよ～」

「えー、本当にぃ？」

　温かい声援を受けた鳴なるは、くすぐったそうにして頭を動かす。

　どうやら部へ屋やにある姿見が気になるようだ。

「はい、それじゃ、自分の姿を見てみようか」

　俺おれはお望み通り、鳴なるを姿見の前まで誘ゆう導どうした。

　鳴なるはここで初めていまの自分と対面する。鏡かがみ越ごしの鳴なるの瞳ひとみが、あどけなく見開かれた。

「────」

　言葉のない歓喜。

　顔を火ほ照てらせた鳴なるは、姿見の中に佇たたずむ花のような少女を観かん察さつし続ける。

　汚れたらもったいない？

　着ないほうがよっぽどもったいないだろ？

　と、俺おれは心の中で鳴なるに問いかけた。

　答えは聞くまでもなく、彼女の顔に出ている。

　しばらくして、振り返って俺おれのことを見た鳴なるは、

「えへへへ～。か、可愛かわいいじゃんっ」

　と、はにかみながら、俺おれの肩を労ねぎらうようにぽんぽんと叩たたいた。

「だろ？」

　俺おれもつられて笑う。

「人間、服装ひとつで変わるもんなんだねぇー」

「そうだろ、そうだろ」

「なんだかウキウキしてきたかもっ」

　言うまでもなく態度で分かる。

「外に出かけたくなるだろ？」

「ま、まあ……家の中だけで着るのはもったいないよね」

　鳴なるはばつが悪そうに目を逸そらしながらも、俺おれの言葉を肯定した。

　よっしゃ、と俺おれはガッツポーズを作る。

「よし、それなら出かけるか！」

　さっそく、連れ出そうと試みるが、

「ちょ、ちょっと待って。あたしはヒッキー。日陰の女。明るいうちの外出は難なん易い度どが高過ぎるんだよぉ……」

　慌てた鳴なるは、そうやって外へ出ることを拒否する。

「だが、安心しろ。すでに日は落ちてる」

「うっ……そうだった……」

「さあ、出かけよう！」

「で、でもぉ……」

　俺おれは頑張って押して行くが、鳴なるはそれでも外出することを渋った。

　そんなようすを傍そばから見ていた勇ゆ璃りは、不意に窓のほうへ行き、閉ざされたカーテンを捲めくって外のようすを眺める。

「あー、本当だ。外、真っ暗だよ」

　と、わざとらしい口く調ちようで勇ゆ璃りは言葉を続け、

「友とも永ながと凜りん堂どうに付き合わされたせいで、暗い道を帰らないといけないよ。ひとりじゃ不安だな。だれかに送ってもらいたいよな、犬いぬヶが崎さき？」

「ええ、そうですね～。送って欲しいのです」

　話を振られたこずえは、鳴なるのほうをにこにこと見つめながら追従した。

　そして、俺おれと勇ゆ璃りとこずえの視し線せんは鳴なるで交わり、次の言葉を待つ。

　追い詰められた鳴なるはモジモジしながら、

「……今日きようはこんなにも綺き麗れいな服、ありがとう」

　と、お辞じ儀ぎした。

　言葉はそこで途と切ぎれる。

　でも、俺おれたちはそれだけでは満足せず、無言で続きを待った。

「……」

　俺おれたちにとっては楽しい沈ちん黙もく。

「……」

　鳴なるにとっては重たい沈ちん黙もく。

　三つの催促する視し線せんに串くし刺ざしにされ、堪こらえかねた鳴なるは、

「……もうっ。送って行けばいいんでしょ!?　送って行くよっ、ふたりとも」

　と、ついに折れた。
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　俺おれの自宅から駅まで一〇分ほど。

　短い道程だけど、四人してのんびり歩いて、駅前の広場までやって来た。

　鳴なるにとって一年ぶりのコンビニ以外への外出である。

「ありがとう」

「さようならなのです」

　勇ゆ璃りとこずえは、手を振りながら駅の構内へと消えて行く。

　そのようすを、同じく手を振って見守っていた俺おれと鳴なるは、ふたりの姿が見えなくなると腕を下ろした。

「よし、友ともくん、すぐ帰ろっ」

　俺おれと並んで駅のほうを向いていた鳴なるは、くるっと振り返り、俺おれの服の袖そでをちょんちょんと引っぱった。なんかちょっと切せつ羽ぱ詰つまった感じを見せている。

「若人わこうどよ、なにをそんなに焦あせっているんだ？」

「あたしたち同い歳どし！」

「そうだった」

「やっぱりこの格好でも大人おとなには見えないの!?」

「大人おとなっていうか、そもそも俺おれたちまだ高校生だし」

　当初の目もく論ろ見み通どおり、ギリギリ中学生くらいには見られているはずだ──という内心は口にしない。

「で、なにをそんなに焦あせっているんだよ？」

　俺おれは話を最初に戻した。

「だって、人がまだ多いもん」

　鳴なるは周囲をキョロキョロする。行き交う人々のようすが気になるようだ。

「時間が時間だからなぁ」

　たしかにいまは、帰宅途中の会社員や部活帰りの学生で駅は賑にぎわっている。でも、ここは地方都市。多いと言っても都会に比べたら閑散としている。人混みの息苦しさは感じないと思うのだが、

「知り合いに会ったら気まずいじゃん」

　鳴なるは悲しそうに呟つぶやいた。

　彼女の心の傷が垣かい間ま見みられる。

「なんだよ。けろっとしてたから、完全に開き直ってるもんだと思ってた」

「そんなことないよぉ……」

「そうか。そうかもな」

　表面上は明るく振ふる舞まっていても、中身が同じであるとは限らない。

　むしろ人間なのだから、表裏が異なっていて当然だと思う。

　俺おれはしゅんとしてしまった鳴なるの手を引いて、駅に近づいた。

「友ともくん？」

　不ふ審しんがる鳴なるを連れて行ったのは、駅に隣りん接せつした雑貨屋。そのライトアップされ、商品が外から見えるように陳列されたウィンドウの前。

　そこへ近づくと、俺おれたちの姿がウィンドウガラスにうっすらと映し出される。

　それは自宅の姿見に映ったようすとはまた違って、夜の街を彩いろどる豊かな光源が、ガラスの中の鳴なるを幻想的な雰囲気に包み込む。

　鳴なるは向こう側の自分と目が合った。自分の姿を思いだして、少し自信と元気を取り戻す。

「ほら、可愛かわいいだろ？」

　俺おれが問いかけると、鳴なるはこくんと頷うなずき、

「うん。あたし可愛かわいいね」

　と、迷いなく同意した。

　聞きようによってはアレだけど、いまはそれでいい。

「こんなに可愛かわいいんだから、もう少し堂々としてもいいだろ？」

　俺おれの説得に、鳴なるは首を横に振る。

「……できないよぉ」

「どうして？」

「嬉うれしいけど、こんな格好は眩まぶし過ぎる。あたし色々と失敗しちゃってるから……やっぱり、ダメダメなあたしにはこの格好よりも、地味なスウェットが似合ってるんだと思うよぉ」

　鳴なるは諦あきらめたように儚はかなく微笑ほほえみ、「さ、帰ろ」と、いま一度俺おれの服を引いた。

　でも、俺おれは動かない。

　ここで動いてはいけない。

　俺おれは鳴なるのお尻しりをぺろんと撫なでた。思わぬ不意打ちに、鳴なるはびくっと跳ねた。

「ちょっ、なに!?」

「相変わらずいいケツをしてやがる」

「は？　意味分かんないよっ。セクハラだよっ」

「俺おれたちは幼おさな馴な染じみなんだから、これくらい問題ない」

「問題あるしっ」

「……なぁ、鳴なる」

　俺おれは声音を落として鳴なるを呼んだ。

「……なんだよぉ？」

　調ちよう子しが変わったことを察したのか、鳴なるは文句を吞のみ込こむ。

　俺おれは言葉を吟ぎん味みしながら、先ほど鳴なるが口にした、哀あい愁しゆうに満ちた発言に対して応こたえる。

「自分の姿が眩まぶしいのは、いまの自分がそれだけ耀かがやいている証拠じゃないか。その輝かがやきは、いいことも悪いことも全部引っくるめた光なんだと思う」

　変わろうとして、方向性を間違えて、見えない傷を負った。

　思い返せばどんなに馬ば鹿かげたことでも、あのときの自分は真剣だったはず。

　だからこそ、傷を思い出す度たびにズキズキと痛む。消したいけど心の傷は消えない。

　だって、この世にタイムマシンは存在しなくて、過去には戻れないのだから、そればかりはどうしようもないのだ。

「鳴なるが感じている憂うれいは分かる。自分の失敗を知ってる人に出会ったら嫌いやだろうな。気持ちは察する。でも、もしも鉢合わせしたときに、見るからに暗い格好だったら──過去の失敗を引きずったままの見た目だったら、どうだ？　失敗は過去の出来事だとしても、相手にはその失敗がいまでも続いてると思われてしまうんじゃないか？」

「……だって、実際にそうだし」

　鳴なるは唇を尖とがらせながら言った。

「でも、そんな風に見られるのは嫌いやだろ？」

「もちろん嫌いやだよぉ」

「なら、せめて。過去の失敗を搔かき消けすくらい、いまの自分が耀かがやくしかない。街中ですれ違ったクラスメートが羨うらやむくらいイケてる女になってやろうと思わないか？」

「思う……けど、できるの？」

　鳴なるは躊躇ためらいがちに、上うわ目め遣づかいで俺おれを見上げた。

「できる」

　俺おれは迷わず即答する。だって、

「おまえは可愛かわいいんだ。耀かがやけるに決まってるだろ」

　その言葉を聞いた鳴なるは、一いつ瞬しゆんぽかんと口を開けた。

「──そ、そんなこと、大おお真面目まじめに言っちゃうの!?」

「なにを赤くなってんだ。さっき自じ画が自じ賛さんしてただろ？」

「いや、まぁ、そうだけどさっ」

「自己評価が正せい確かくでいいじゃないか」

「いいのかな!?」

「いいんだよ、それで」

　と、俺おれは鳴なるの頭に手を乗せる。

　そこにある綺き麗れいな金髪をわさわさと撫なでた。

「だからさ。もっとすごい服を作るから。もっと綺き麗れいで可愛かわいくコーディネートするから。次は日が高いうちに外出してみような？」

　鳴なるは気持ち良さそうに目を伏せた。

「……うん、頑張ってみる」
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「ところでさぁ友ともくん。さっき、あたしのお尻しり触ったことに意味あるのぉ？」

「気分転換」

「なにそれ!?」
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　自室のノートパソコンから楽しそうな声が響ひびく。

『んー、そうだねぇー。次の建築は、お城かな？　うん、西せい洋ようっぽいヤツ。やっぱ、ＦＦに出てくる感じの作りたいなって前々から思ってたんだよぉ』

　鳴なるがゲーム実況を生配信している。

　プレイしているゲームは、サンドボックス系。四角いブロックを積つみ重かさねて、様々なモノを作るゲームのようだ。

　春休みのまだまだ序じよ盤ばん。その午前中。

　今日きようはメゾンで集まる予定はなかったのだが、朝一番にこずえが遊びに来たので、それならばと一いつ緒しよに針仕事をしていた。

　そんなとき、何気なくパソコンを開くと、鳴なるが生配信をやっていたのだ。

　それに気づいた俺おれとこずえは作業の手を止め、肩を寄せ合って、にやにやとパソコンに食い入った。

　もちろん、俺おれたちが見ているとは、鳴なるは露つゆとも知るまい。

　だからこそ、ゲーム実況者としての顔を垣かい間ま見みることができた。

『今回の建築は、大規模建築になりそうだからねぇ。まずは材料集めしとかないと。そこは配信外でやるとして……建築の配信は来月かなぁ？　今月はスケジュールがぎっしりなんだよねぇ。だってそろそろ四月じゃん。イベントも沢たく山さんあるから、出かける機き会かいが多くなって、なかなかゲームに割さける時間がないよねぇ。いやぁー、忙しくて困っちゃうなぁー』

「……ぷっ」

「……あら～」

　鳴なるの軽快な弁舌に、俺おれたちは揃そろって噴ふき出だしそうになる。

　つい先日まで、明け方のコンビニへしか外出できなかったくせに、よくもぬけぬけとリア充じゆうアピールができるものだ。真実を知っていると、聞いているこっちが恥ずかしくなる。

　鳴なるはゲームそっちのけで、視し聴ちよう者しやがくれるコメントと会話をしていく。

『──うん、そうだね。もうすぐ花見だもんね。みんなはどうしてる？　あたしなんかは、交友関係維持のために誘われたらとりあえず参加しちゃうんだよねぇ。毎年六、七回は花見するんだ。本当に大変だよぉー』

「鳴なるの奴やつ、盛ってるなぁ……」

「なんでも『ベルファイヤー』さんは、美人女子大生ってことらしいですよ～」

　こずえが自分のスマホで鳴なるのネットでの顔について調しらべる。

「なんだそれ？　どこ情報？」

「ウィキなのです。本ほん人にん談だんだと注釈されてますね～」

「顔出ししてないからって、言いたい放題だな……」

　きっとこの性格が災わざわいして、高校デビュー時に無茶むちやな自己設定を作ったのだろう。

　そして、繕つくろいきれなくて破は綻たんした──そのときの光景が目に見えてくる。想像しただけで痛々しい。高過ぎる自尊心は、ときに人生の足あし枷かせになるようだ。俺おれも気をつけようと思った。

「こずえもコメントを書き込んでみるのです」

　こずえがなにか思い付いたようだ。溢あふれんばかりのニヤつき顔で、ノートパソコンのキーボードに手を伸ばす。カタカタと軽快な手つきで鳴なるの生配信にコメントを送った。

　鳴なるはゲームをしながらコメントを拾わないといけないので、視し聴ちよう者しやのコメントを自動で読み上げるソフトを使っている。

　五秒ほどのタイムラグのあと、こずえのコメントが読み上げられた。

『ＮＡ─ＲＵ─ちゃん。こんにちは～』

『っ──。あー、そういえばさぁ』

　コメントを耳にして息を吞のんだようすの鳴なるは、しかし、何事もなかったかのように話を続けた。

「あ、無視されました」

「実名あげちゃあ不味まずいだろ……っていうか、どうしてＮＡ─ＲＵ─って打ったんだ？」

「ＮＧ回かい避ひのテクニックなのです。配信者は自分の個人情報をＮＧワードに登とう録ろくしてるものですから～」

「確かく信しん犯はんか！」

　さすがこずえ。柔らかい笑顔えがおの裏には、ヘドロのようにどす黒いものが渦巻いている。

　そのあともこずえは、

『本当に花見の予定入ってるんですか～？』とか、

『一いつ緒しよに花見行きましょうよ～、名な瑠るちゃん』とか、

『どうして無視するんですか？　ねぇ、どうして？』

　などと、チクチク刺すようなコメントを打ち続けたが、もちろん全部無視された。

　そしてついには、打ち込んだコメントそのものが配信に反映されなくなる。

「あれ～？　こずえのコメントが読み上げられなくなったのです」

「ＮＧユーザーに登とう録ろくされたんだろ」

　あれだけのことを書き込めば当然である。

　あと、これ、俺おれのアカウントなんだけど……。

「嫌われちゃったみたいですね。どうしてでしょうか……」

　はぁ、とこずえは憂ゆう鬱うつそうに息を吐ついた。

　いや、その反応はおかしい。

　心の闇やみが漏れ出しているが、いつものことなので仕し様ようがない。

　しかし、その代わりと言ってはなんだが、鳴なるのほうは悪質なユーザーを排除したことで、心の平へい穏おんを取り戻したようだ。ぎこちなかった口く調ちようが再び軽くなった。

　配信内容はゲームの話題に戻り、つつがなく進行し、残り時間があと一分を切ったところで、

『それじゃ、これから出かける予定があるから今日きようはここまでね。次の放送は、日付が変わるくらいに。またねぇー』

　と、鳴なるの生配信はぷつりと終了した。

　俺おれはノートパソコンを閉じ、嚙かみ締しめるように言う。

「これから出かける予定がある、らしい」

「どこに出かけるんでしょうねぇ～」

「……ははは」

「……ふふふ」

　俺おれとこずえは互いの顔を見合わせて意地悪そうに微笑ほほえむ。

「ちょっとようすを見に行くか」

「そうですね～。準備はできてますし」

　そう。こずえの言うように、俺おれたちは鳴なるのためにとあるモノの準備をしていた。ちょうど良い機き会かいなので、これを鳴なるのもとへ持って行こう。

　そうと決まると、必要なモノをバッグに詰め込み、ふたりは軽快に動きだした。
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　自宅から三軒右みぎ隣どなり。

　そこにある簡かん素そな佇たたずまいの日に本ほん家か屋おくが鳴なるの家である。

　すごく近所ではあるが、敷しき地ちに足を踏み入れるのは二年ぶりだ。小学生までは毎日のように遊んでいたことを考えると、随分と疎そ遠えんになっていたのだなと思う。

　そんな感傷はそこそこに。

　俺おれは代表して、玄関横のチャイムを押した。しばらく待つ。

　しかし、一分が経過しても反応はなかった。

　試しに玄関の扉に触れてみるが、施せ錠じようされていてびくともしない。

　鳴なるの両親は共働きなので、平日の今日きようは当然仕事に出ているはずだ。けれど、さっきまで生配信をしていた鳴なるは、家に居るはずなのだが。

「鳴なるの奴やつ……本当に出かけたのか？　──そうかっ。あのワンピースがきっかけでヒッキーから改心したんだな！」

「果たしてそうでしょうか？」

　不在だと結けつ論ろんづける俺おれに、こずえが待ったをかけた。

「友とも永ながくん。もう一度チャイムを押してみてください。そして低い声で『宅配便で～す』って言ってみるのです」

「え、どうして？」

「いいから早く」

「……」

　俺おれはこずえに言われた通り、もう一度チャイムを鳴らして、

「宅配便で～す」

　と、声こわ音ねを低くして言った。

　すると扉を隔てた向こうからバタバタという足音が聞こえて、だんだんと音が大きくなっていき、

「はーい、お疲れ様です──って、友ともくん!?」

　がちゃっと扉が開き、そこから現れた相変わらずスウェット姿の鳴なるは、訪問者の正体を知って驚おどろいた。

「やあ、鳴なる」

「Ａｍａｚｏｎかと思ったら友ともくんだった！」

　鳴なるのその発言は悲しいことに、日ひ頃ごろの生活実態をありありと表してしまっている。

「こずえも居ますよ～」

　こずえは手を振りながら、俺おれの肩越しに顔を出した。

「なんか大勢で押しかけて来た！」

　驚おどろきに驚おどろきを重ねた鳴なるは、そのままの勢いで扉を閉めようとしたので、俺おれは素早すばやく足を挟んでそれを食い止めた。

「金髪の可愛かわいいお嬢じようちゃ～ん、逃がさんぞ～」

　鳴なるにとっては、ふたりから大勢扱いのようだ。

「友ともくん、それ、なんか犯罪っぽいっ」

「いいから扉を開けてくれ。足が痛い」

「もうっ、なんなんだよぉ……」

　鳴なるはしぶしぶ抵抗を止やめ、玄関の中へ俺おれたちを入れてくれた。

「で、いきなりなんの用？」

　その問いには、俺おれではなくこずえが応こたえる。

「鳴なるちゃんごめんなさいね～。もしかして忙しかったですか？」

「べつにそんなことはないけどぉ……」

「あら？　そうなんですか～。てっきりこれから出かけるのかと思ってたので～」

　こずえは満面の笑えみで鳴なるに迫った。

「……？」

　鳴なるは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。しかし、すぐに思い当たる節ふしに気づき、両目を大きく開け唇を震ふるわせながら、

「うっ……ま、まさか……さ、さっきの生配信を」

「見てました～。荒らしコメントはこずえで～す」

「うわああ……」

　鳴なるは胸を押さえて悶もだえ苦くるしみだす。

　この反応を見るに、やはり外出の件はホラのようだ。

　しかし、それが分かっているにも拘かかわらず、こずえは生き生きと追つい撃げきを続ける。

「四月ってそんなに忙しいのですか～？」

「ああっ」

「毎年六、七回も花見に行かないといけないなんて大変なのですね～」

「ううっ」

「あ、もしかして、これから出かけるのって、花見なんですか～？　いいな～。こずえも一いつ緒しよに行きたいのです」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。あたし噓うそ吐つきました。見み栄えを張っちゃいました。花見の予定なんてありません。ここ数年花見なんてやってません。そもそも一いつ緒しよに花見するような友達とか居ません！」

　ついに鳴なるが壊こわれた。頭を抱えてしゃがみ込んでしまう。

　これはやり過ぎである。

　どうするつもりなのだろうかと思っていると、こずえはすぐに鳴なるのもとへ駆け寄り、その小さな身体からだを抱だき締しめた。

「でもこずえは、そんな鳴なるちゃんが大好きですっ」

　なんかよく分からないことを言いだした。

　鳴なるも困惑している。

「こ、こずえさん？」

「こずえは、鳴なるちゃんのような残念な人が大好物なのです。見ているととっても安心しちゃいます！」

「そ、そうなんですか……」

「べつに友達が沢たく山さん居なくてもいいのです。鳴なるちゃんにはこずえが居ますから、それでいいじゃないですか！」

「え……こんなあたしと友達になってくれるんですか？」

「当たり前です。こずえと鳴なるちゃんはズッ友ともなのですっ」

「うわっ、やった！」

　こずえの熱ねつっぽい語り口に鳴なるの心も暖められ、お互いはなにかをたしかめるように、固く抱き合った。

　ここにふたりの友情が生まれた──のかどうかは定さだかではない。けど、本人たちは盛り上がっているようなので、あえて俺おれはなにも突っ込まなかった。
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　場所が変わり、鳴なるの部へ屋や。

　床とこの間まを備えた六畳間の和室。

　この場所も最後に入ったのは二年ほど前のこと。

　昔からお互いインドア派だったので、ここへ遊びに来ては一いつ緒しよにゲームをしたり、漫画を読んだりして遊んでいた。いまも当時の面おも影かげというか、雰囲気はそのままだった。

　しかし、今日きよう現在。当時よりも本棚がふたつ増え（計四つ）、昔あった勉強机は消滅し、代わりにＬ字型の大きな机に置き換わっている。

　机の上には重厚タワー型のパソコンと三つのディスプレイ。さらにパソコンの隣となりには、各種コンシューマーゲーム機き。

　ひと目見ただけで、「ああ、この部へ屋やの主は、ハードゲーマーなんだなぁ……」と圧倒される空間になっていた。

「なんかもう、高校生に戻るつもりのない雰囲気だな」

　俺おれの感想に、鳴なるは不ふ思し議ぎそうな顔をする。

「どうして？」

「勉強机とか消滅してるじゃないか」

「勉強ならパソコン机でもできるよぉ？」

「やってるのか？」

「……まぁ、それは……プログラミングとか動画編へん集しゆうとかなら」

　と、目を逸そらす鳴なる。

　このようすではやはり高校の勉強はやっていないようだ。もはや本人は、高校への復学なんて考えていないのかもしれない。

　いや、まあ、義務教育は終わっているから、良いと言えば良いと思うのだが。

「でもこのままスネかじりっていうのもなぁ……」

「おっと、友ともくん。その発言は撤てつ回かいしてもらいたいねっ。あたしはすでに将来の展望が開けてるんだよ！」

「自棄やけに自信満々だな？　人生を生き抜く秘策でもあるのか？」

「もちろんだよ。あたしはゲーム実況主なんだよ？」

　えっへんと鳴なるは胸を張った。

　俺おれになにかを察して欲しいようだが、生憎あいにく、長い付き合いではあるが鳴なるの言わんとすることは分からなかった。

「実況主がどうした？」

「分かんないかなぁー、いま世界はゲーム実況が熱あつい。オリンピックよりも太陽よりも熱あついんだよ！」

「それは言い過ぎだろ」

「言い過ぎた！　けどねっ、ゲームってものはスポーツと同じで、観かん戦せんすることも娯楽になり得るんだよ！　だからあたしは楽しいゲーム実況をだれかに届けたい。プロのゲーム実況者になるの」

　と、鳴なるは変なポーズを決めた。

　なんとなくだけど心意気は伝わってきた。そして俺おれは、ゲーム実況主「ベルファイヤー」が人気者であることを知っているし、隠れファンのひとりでもある。

　成功へのレールなんてありもしないこのご時世。

　ひとつの生き方として、他人がとやかく言うことではないのかもしれない。

「まっ、それはともかくさ──」

　言いたいことを言い終わった鳴なるは、ころっと表情を変えてにやにやする。

「──来るなら来るってメールで教えてくれれば良かったのにぃ」

　と、口では文句を垂れながらも、俺おれとこずえの座る座ざ布ぶ団とんを用意してくれて、お茶、お菓子、最後にゲームのコントローラーを渡された。これが鳴なる流りゆうのおもてなし術のようだ。

　久しぶりの来客に浮かれているのかもしれない。

「いや、俺おれたち、ゲームしに来たんじゃないから」

「噓うそ!?」

「そんなに驚おどろかれてもな」

「じゃあ、どうしてウチに来たの？」

「どうしてって……」

　俺おれとこずえは顔を見合わせた。

　こずえは清らかに微笑ほほえみ、

「鳴なるちゃんにちょっかいをかけるためなのです」

「酷ひどい！」

「それじゃあ、お花見に行きましょうか？」

　という、こずえの何気ない返しを、俺おれは気に入る。

「あ、それいいな」

「良くないよっ」

　しかし、鳴なるは否定的だった。

「どうして？　生配信で花見しまくるって言ってたじゃないか？」

「そ、それは噓うそだって言ったじゃん」

「噓うそを本当にすればいいのですよ～」

　こずえがまた[image: 冴]さえたことを言った。

「いい案だ。いまの時期なら早過ぎて花見客も居ないだろうし、気軽に外出できる。花見ができる公園だってすぐそこだ」

「でしょ～」

「で、でもぉ……まだ日が高いのに……」

　鳴なるは及び腰だった。

「ゲーセンに行くって目標を立てたじゃないか？　それなら昼間の外出はクリアしとかないとな」

　先日、夜の駅でした約束もある。

「そうだけどさぁ……昼間の外出は勇気がいるんだよぉ。ご近所さんと鉢合わせしたら気まずいし……」

「俺おれもご近所さんだぞ？」

「友ともくんはもういいの。だけど不特定多数の世間の目は恐こわいんだよぉ」

　そう言って鳴なるはしゅんとする。

　まあ、気持ちは分からなくもない。不登校なのに日中から出歩くのは気まずいのも無理もない。だから、いまの鳴なるに正面から外出しろと言っても苦しめるだけ。

　それならば攻める方向性を変えてみよう。

　俺おれは持ってきたバッグを軽く叩たたいた。

「そうか。せっかく外行き用の新しい服を持ってきたのに、外出しないんじゃ仕方ないな」

「え、服？」

　鳴なるは興きよう味みを示す。まるでクリスマスプレゼントを前にした子供のように、俺おれのバッグに駆け寄り、中身がすごく気になりますオーラをびんびんに放出する。

「どんなのぉ？」

「鳴なるちゃんが望んでた大人おとなの女性になれる服を用意してますよ～」

　こずえが俺おれに代わって優やさしい笑顔えがおで説明した。

　すると、鳴なるは跳び上がって喜び、

「マジで!?」

「まじです」

「見せて見せてっ」

「でも、お外に出ないんじゃね～」

「出るから見せて！」

「……おまえ、本当にチョロい奴やつだな」

　いま以上に幼おさな馴な染じみのことが心配になる俺おれだった。
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　新しい服を着せるための前準備として、とりあえず鳴なるを剝むいた。

　恒例の下着チェック──今日きようの下着は白と黒の水玉模様である。やはり、下着だけはバリエーションが豊富だ。

　そして、三回目ともなると、もはや鳴なるも当たり前のように服を脱いでくれる。恥ずかしいという感覚も慣なれとともに麻ま痺ひをしてきたようだ。良い傾向である。

　準備も整ととのったことだし、では始めよう。

「第一回。大人おとなファッションコンペを開催します！」

　どんどんぱふぱふ。

　こずえの宣言の下、鳴なるの要望を叶かなえるためのコンペが始まった。

　プレゼンターは俺おれとこずえのふたり。

「ルールは簡かん単たん。俺おれとこずえが別々にプレゼンテーションをする。鳴なるはその服を着て一番気に入った物を選んでくれ」

　俺おれの説明に、鳴なるはうんうんと首を縦たてに振った。

「分かった。ふたりが勝負するんだね？」

「その通り」

「友とも永ながくん、こずえは負けませんよ？」

「俺おれだって負けはしない」

「おお、白はく熱ねつのバトルだぁ」

　俺おれとこずえは笑顔えがおで火花を散らし合う。部へ屋やの温度が上がってきたことを悟った鳴なるは、期待を膨ふくらませる。

　それでは先攻、こずえのターン。

　こずえはにっこりと落ち着いた振ふる舞まいで、持ってきたバッグの中から一着の服を取り出した。その服は、フリルがふんだんにあしらわれたピンクと白のドレスである。俗にロリータファッションと呼ばれる物だ。

　ドレスを渡された鳴なるは、困ったような顔をする。

「あのう……これって大人おとなの格好？」

「そうですよ～」

　こずえは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく断言する。

　しかし、鳴なるは納得がいかないようで、

「……大人おとなじゃないような」

「大人おとなですよ～。さあ、着替えてください」

「……でも、どう見ても子供っぽいんだけどぉ」

　と、渋る鳴なるに、見かねたこずえは綺き麗れいな笑顔えがおで言った。

「つべこべ言わずに早く着替えなさい」

「はい分かりました！」

　笑顔えがおの裏にある言い知れぬ迫力に、鳴なるは震ふるえた。

　先ほどズッ友ともを誓い合ったふたりではあるが、どちらかというと主従関係に近づいているような気がしてならない。

　お尻しりを叩たたかれた鳴なるは、素早すばやくロリータドレスを下からかぶり、もごもごと慣なれないようすで着替えた。そのあと、こずえによって頭髪周りを整ととのえてもらって完成である。

　出来上がった鳴なるは、頭に大きなピンクのリボンが乗り、首から下もピンクを基き調ちようとし、白でアクセントを入れたふりふりのドレスに包まれている。スカートは内に取り付けられているパニエでふんわりと広がり、各所にあしらわれたフリルとレースは、こずえ自らがデザインした物だ。

　こずえの気合いが感じられる一着だった。

「やっぱり、小ちっちゃくて金髪だと良く栄はえるのです！」

　鳴なるの姿にこずえは目を輝かがやかせる。

　だが、当の本人は部へ屋やの鏡かがみを前にして、難むずかしい顔をしていた。

「大人おとな……これって大人おとななのかなぁ……」

　ぶつぶつと着る前から感じている疑問を呟つぶやき続ける。

　鳴なるの疑問はご尤もつともだ。

　これはロリータの中でも、甘あまロリに分類される、可愛かわいさを徹てつ底てい追求した糖とう分ぶんの高いスタイルである。

　そして、そもそもロリータファッションとは、少女の可愛かわいらしさを表現するファッションだ。どういう捉とらえ方かたをしても、大人おとならしさとは対極の位置にあるものなのだが……。

「大人おとなですよ」

　こずえは、はっきりと断言した。

「これのどこが大人おとななんだ？」

　鳴なるはぶつくさと言うばかりなので、代わって俺おれがはっきりと質問した。

　すると、こずえはどこか遠い目をして、

「ロリータはですね、とっても可愛かわいくて女の子の憧あこがれです。でも、数々の問題により子供には手の届きにくいファッションなのです」

　と、物悲しそうに語りだした。

　その口ぶりは他人ひと事ごとのような言い方ではない。

「まずロリータは、作るのにとても手のかかる服なのですよ。だから必然的に一着のお値段は高くなります。さらに靴や髪型、小物なんかもすべて衣装に合わせなければなりません。そうするとすべて揃そろえて二ふた桁けた万まん円えんなんて軽く突破してしまうのです。そして、服なので一着揃そろえれば済むものでもなく、子供の小こ遣づかいでは手が出せないのです。でも障害はなにも金銭的なことだけではありません。最大の敵は親の理解なのです……ロリータはとにかく愛好家以外のウケが悪いのですよっ。子供の頃ころはだれしも一度はお姫様になりたいっていう欲求があったはずなのに、そんなこと綺き麗れいさっぱり忘れた年増としまのママは、ロリータを恥ずかしいファッションだって決め付けて、危ない人でも見るかのような目をするのです！　許せません。あんな分からず屋とは口も利きたくないっ……つまり結けつ論ろんです。こずえは友とも永ながくんに出会えて本当に良かったです。本当のこずえを受け入れてくれる場所を作ってくれたのです。一いつ緒しよに駆け落ちしませんか？」

「落ち着けこずえ。話の趣しゆ旨しが変わってる」

「なんの話をしてましたっけ？」

「ロリータが子供には手が届かないって話」

「そうでした。つまり、ロリータを始めるということは経済的にも精神的にも一定の独立が必要なのです。だから、ロリータデビューをするのは大抵大人おとなになってからです。よって、ロリータは大人おとなのファッションなのです」

　こずえは強い口く調ちようで言いきり、真まっ直すぐ鳴なるを見つめた。

「……な、なるほど。よく分かりましたぁ」

　否定を許さないこずえの雰囲気に、鳴なるは戸惑いながらも理解を示す。

　ロリータはお金がかかるし、親にも反対されやすい。だから、色々と独立しないと自由に楽しむことはできない。

　なかなか逆説的な大人おとなスタイルの提案だった。

「友とも永ながくんも分かってもらえましたか？」

「良く理解した」

「ありがとうなのです」

「だがしかし、些いささか精神性を重視し過ぎてるんじゃないのか？」

　俺おれは静かに反はん論ろんをした。

　こずえは小首を傾かしげる。

「どういうことなのでしょうか？」

「こずえは自分の主張を通そうとするあまり、鳴なるの目指してる部分を尊そん重ちようしていない」

　俺おれはそうやって斬きり込こむ。

　なぜならば、いまは勝負の真っ最中。俺おれとこずえの提案するファッション。そのどちらがより鳴なるに気に入ってもらえるかを懸かけた戦いの最中さなかなのだ。同じメゾンの同志とは言え、手は抜けない。

「あら～」

　俺おれの挑発に、にこやかな反応を返すこずえではあるが、この「あら～」は、結構イラッとしている「あら～」である。

　俺おれはちょっと恐怖を感じながら、しかし、表面上はおくびにも出さず自分の主張を展開する。

「鳴なるはな、ゲームにはだれよりも真剣だが、ファッションは表面的なことしか考えてないんだ。単純に格好良くて大人おとなっぽいとか言う、短絡的な発想なんだよ。そうだよな、鳴なる？」

「そ、そんな言い方されたら頷うなずけないじゃんっ」

　俺おれの率直な言いように、悲痛の声を上げる鳴なる。

　でも、否定はしていない。俺おれは構わず続ける。

「だからこそ、パリコレのモデルという、なんかすごそうなステータスに憧あこがれている」

「うっ……」

「でも、人って奴やつはおおよそそんなもんだ」

「だ、だよねっ」

「俺おれはそんな鳴なるの要望に正面から応こたえることにしてみた」

　そう言って、俺おれはバッグから赤いドレスを取り出した。こずえの用意したロリータファッションとは違い、ボリュームがないひらひらのドレスである。

　このドレスは、本気で鳴なるを大人おとなっぽく見せるためにデザインした俺おれの渾こん身しんの力作だ。

「おお!?」

　鳴なるは、目を見開いて驚おどろきと期待を高めた。

「そもそも大人おとなっぽさの表現は、日に本ほんと欧おう米べいでは平均的な価か値ち観かんが大きくずれているんだ。日に本ほん人じんは大人おとなでも可愛かわいさを好み、自己表現に取り入れている。一方で欧おう米べい人じんは、性的な魅み力りよく──つまりセクシーさを前面に出そうとする傾向にあるんだ。近年、欧おう米べいでも『ＫＡＷＡＩＩ』は浸透してきているが、それは裏を返せば、幼児や少女に対してプリティーやキュートといった可愛かわいさを表す表現はあっても、大人おとなに対して可愛かわいいという表現はなかったことを意味している。よって欧おう米べい的てきな大人おとなの表現はセクシーに尽きるんだよ」

「なるほど。この服を着れば、あたしもセクシーな女になれるんだねっ？」

「もちろんだとも。さあ、着てみるんだ」

「分かった！」

　鳴なるは急ぎロリータを脱いで、俺おれのドレスに手をかけた。それを上からかぶって着ようとしたところで、俺おれはあることに気づき指摘する。

「ああ、それとな。この服、着るときブラはつけないから」

「え!?」

　鳴なるは固まった。

「ドレスってそんなもんだぞ？　な、こずえ？」

「そうですね～。下にはショーツしか着用しない物も沢たく山さんありますから」

「そうなんだ」

「ほら、国際映画際のレッドカーペットを歩く女じよ優ゆうの姿を思いだしてみるんだ」

「そういえば、ぽろり事故とかもあったもんね」

「その通り。だからこのドレスはブラを着けない」

「分かったよぉ。じゃあ、着替えるから友ともくんは後ろ向いててね──」

　と言い終わったところで、鳴なるはふとあることに気がついた。彼女の目は、俺おれのドレスの胸元のデザインに注がれている。

「──あれ？　あれ～？」

「どうしたんだ、鳴なる？」

「この服って、胸の部分がメッシュになってるんだけど？」

　鳴なるの指摘通り、ドレスの胸元は布地ではなく、細かい網あみの目めを採用している。

「うん、そういうデザインだ。胸元が透けて見えてセクシーだろ？」

「でもこのスケスケ部分の大きさだったら、胸元どころか全部見えちゃうと思うんだけどぉ……デザインミス？」

「まさか。元からそういうデザインだ」

　俺おれはあっけらかんと言った。

　鳴なるは目を見開く。

「はぁ？　なに言ってんの!?」

「バストトップをあえて見せる。これぞセクシー！」

「セクシーじゃなくてエロじゃん！」

　鳴なるは顔を真まっ赤かにして叫んだ。頭から湯気を出してヤカンのようになっている。

「違うっ。これはエロじゃない、セクシーだ！」

　俺おれも熱あつくなって主張する。

　俺おれが表現したいのはセクシーなエロスであり、淫みだらなエロではないのだ。

　しかし、鳴なるはそれを理解しようとしてくれない。

　ならばと、俺おれはコレクションを知っているこずえに助けを求める。

「こずえは分かってくれるよな？　パリコレとかには、こういった奇抜でセクシーな服が割と出てくるよな？」

「そうですね～、見えちゃってる服はありますよね～。死ねばいいのに」

　ダメだった。

　俺おれは女性陣ふたりから非ひ難なんの目に晒さらされて崩れ落ちる。

「どうしてだ……なぜ、セクシーさが理解されないんだ……」

「友ともくん、そういうレベルの問題じゃないよ」

「本当。着てみたら分かるんだよ、着てみたら。おっぱいは丸見えだけどエロくはないんだよ」

「……絶対に着ないから」

　鳴なるはそっと俺おれのドレスを畳んで、バッグの中にしまってしまった。

「勝負ありましたね、友とも永ながくん」

　こずえは勝ち誇ったように微笑ほほえむ。

「くっ……」

「鳴なるちゃんはロリータがとっても似合っていたし、鳴なるちゃんだってかなり気に入っていたのです」

「え？　ええ？」

　勝手に気に入っていることにされた鳴なるは、変な声を上げるが、

「気に入ってますよね、鳴なるちゃん？」

「え、あ……は、はい……」

　こずえの笑顔えがおの圧力に負けた鳴なるは、弱々しく頷うなずいた。

　さらにこずえの笑顔えがおが眩まぶしくなる。

「それじゃ、このコンペはこずえの勝ちってことでいいですよね～？」

「うん。それは間違いないよぉ」

「やりました～。じゃあ、ロリータに着替えて花見に出かけるのです」

　こずえがそう告げると、鳴なるはしまったという顔をする。新しい服を選んで花見に出かけるという、当初の目的を忘れていたようだ。

「あ、えっと、それはちょっと……」

「止やめろこずえ。鳴なるが困ってるじゃないか。本当は俺おれのドレスを着たがってるんだ」

「それも違うよっ。友ともくんはあたしにおっぱい出して外に出ろって言うんかい!?」

「はっ……たしかにそれは、はしたない……」

　おっぱい丸出しで花見をする鳴なるを想像して、俺おれは愕がく然ぜんとした。

「なぜいまさら気づいたし！」

「ロリータもダメ。おっぱいもダメ。くっ……俺おれたちはどうすればいいんだ……」

「こずえのロリータは気に入ってもらえてますよ？」

「ロリータもダメ。おっぱいもダメ。くっ……俺おれたちはどうすればいいんだ……」

「……」

　俺おれが改めて言い直すと、こずえは口を尖とがらせた。

　彼女の機き嫌げん取とりは置いといて、いま問題なのは鳴なるの服。このままでは花見に行くことができない。

「くっ……こうなったら最後の手段だ」

「もう最後の手段なんだね」

　鳴なるは呆あきれたようすである。

「実はもう一着だけ服を持ってきてるんだ」

「えっ……」

「そんなに警けい戒かいするなよ」

「だって……」

「俺おれとこずえ、ふたりの意見の中間をとった服があるんだ。でもな、すごく普通だし、あんまり大人おとなっぽくない」

「……どんなのぉ？」

「それはな──」

　俺おれは自信なく、怖おず怖おずと三番目の服をバッグから出す。

　そのようすを鳴なるもおっかなびっくり覗のぞき見みる。次なる服は、どんな化け物なのかと警けい戒かいしているようだ。

　しかし、安心して欲しい。

　残念ながら言葉通り、奇をてらうことのない落ち着いた服である。

　取り出した服を広げてみた鳴なるは、

「いいよっ、これ、これがいい！」

　と、表情に安あん堵どを滲にじませた。

「でも、鳴なるの望むような大人おとなっぽさはないぞ？」

「うん、それでもあたしこの服大好きだよっ」

　そう上うわ擦ずった声で矢継ぎ早に述べると、鳴なるはいそいそと自分から着替え始めた。

　そして、鏡かがみの前に立つ。新しくなった自分の姿を見て、鳴なるの顔が蕩とろけた。

「あ……えへへへ～。ふつうに可愛かわいいじゃん」

　コンセプトは清せい楚そでいて健康的な活発さ。

　白いノンスリーブのシャツに、花はな柄がらのミニのフレアスカート。シャツの裾すそはスカートの中に入れて、身体からだのラインを全体的に見せていく。頭髪はチェックのリボンで控えめなツインテールにする。

　鳴なるの持ち味である白い肌と金髪を活いかして、海外のお嬢じよう様さま風ふうを目指して手堅くまとめてみた。

　大人おとなっぽい人が着れば大人おとなっぽく見えるし、子供っぽい人が着れば子供っぽく見える。

　良い言い方をすれば、着る人の個性を引き立てる服だ。

　鳴なるはスカートの裾すそを摘つまんで広げたりして──どうやら本当に気に入ってくれたごようす。

　そんな鳴なるに、心を打たれる俺おれとこずえ。

「こずえ」

「はい。人に気をつかえるようになるなんて、鳴なるちゃんはいい子に育ちましたね～」
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　雲の少ない空。

　降り注ぐ太陽の光が俺おれたちを歓迎してくれる。

「ぐはっ……眩まぶしい」

　鳴なるは両手で自分の顔を覆おおい隠かくした。

　自然の歓迎を快く思っていないようである。

　俺おれとこずえは、鳴なるを引き連れて、自宅から徒歩一〇分の場所にある公園へやってきた。

　ここはかつて山城があった場所だが、いまでは堀と石垣を残すばかりとなっている。公園内には多くの桜が植えられ、近所では有名な花見スポットである。

　満開を迎える時期には、毎年多くの人で溢あふれるのだが、いまは閑散としていた。

「友ともくんやっぱりいますぐ帰ろっ。人が多過ぎるよ！」

　しかし、鳴なるの目にはそのようには映っていないようだ。

「いや、おかしいだろ」

「ここから見る限り──三人しか居ませんよ～。それもお婆ばあちゃんばかり」

　こずえの言う通り、平日の正午とあっては、公園に居る人も少ない。

　それなのに鳴なるは、雷に怯おびえる子猫のようにぷるぷると震ふるえる。

「友ともくんっ、こずえさんっ、いいこと教えてあげるねっ」

「なんだよ？」

「なんですか～？」

「あたしね。実は明るいうちに外出するの一〇ヶ月ぶりなんだよぉ」

　と、鳴なるはさも深刻そうに言った。

　しかし、そんなこといまさら強きよう調ちようするまでもない。

「ふーん」

「そうですか」

「なんだかふたりともノリが軽いねっ」

「だってな」

「気にすることじゃないのです」

「気にするのっ。ほら、あたしから一〇ヶ月引きこもった残念な女オーラがびんびんと出てるかもしれないし」

「ずいぶんとピンポイントなオーラだな。気にし過ぎだ」

「そうかな？　さっきから好奇の視し線せんがあたしに刺さってる気がするよっ」

「騒さわいでるからじゃないのか？」

　自じ意い識しき過か剰じような奴やつだなと笑い飛ばそうとすると、

「いえ、そうでもないみたいですよ～」

　と、こずえが鳴なるの援えん護ごをした。

　こずえに言われて周囲のようすを窺うかがうと、たしかに注目の視し線せんを感じた。

　気になった俺おれは、鳴なるとこずえをこの場に残して、ふたりから離はなれる。

　そして、距きよ離りを開けて客きやつ観かん的てき視点でふたりのようすを見やった。

「なるほど」

　注目を浴びていた理由は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　俺おれはスマートフォンを取り出し、カメラを起動して、鳴なるとこずえに向ける。

　それに気づいた鳴なるは格好つけたポーズをとり、こずえは外行きの綺き麗れいな笑顔えがおを作った。

「はい、チーズ」

　ぱしゃっと写真を撮とる。俺おれはふたりのもとへ戻った。

　スマートフォンのディスプレイをふたりに見せる。

　そこには、金髪幼女と見た目は花のような女子高生。なんだかんだ言って、ふたりとも人目を引き付ける美び貌ぼうをもっている。

「ほら、可愛かわいいから見られてるんだ。仕方ないな」

　俺おれがそうやって結けつ論ろんづけると、

「そ、そうなんだ……」

　鳴なるは恥ずかしそうに俯うつむく。

「こずえは？　こずえは？」

「もちろん、こずえも可愛かわいくて目立ちまくってる」

「ふふふふ～」

　見え透いたお世辞でも相変わらずこずえは嬉うれしそうにする。いや、まあ、紛れもない真実なんだけどな。

　すると鳴なるは、こずえを真似まねるように、

「ねぇ、あたし、引きこもってた人間に見える？」

　などということを訊きいてきた。

「みえ──」

「こずえ」

　俺おれは首を振り、冗じよう談だんを言おうとしたこずえを制止する。

　こずえは一いつ瞬しゆんだけ黒いオーラを出そうとしたところで、思いとどまって俺おれの意図を汲くんでくれた。改めて口を開き、

「大丈夫なのです。鳴なるちゃんは公園に遊びにきたイケてる女の子ですよ～。暗い過去の影かげは見えないのです」

　と言った。

　俺おれは密ひそかにこずえに感かん謝しやする。彼女はこういう迂う遠えんで面めん倒どうなことは嫌いなのだ。それを抑えて、鳴なるのために発言してくれたことが嬉うれしかった。

　俺おれはその言葉に続き、鳴なるに向かって告げる。

「いまの自分を卑ひ下げすることはない。だから、猫背にならずに、自信をもって歩け」

「……分かった」

　鳴なるは安心したように表情を緩ゆるめた。

「さあ、花見をしようか」

「そうだね。目的は花見だったよね」

　俺おれたちは石畳を進んで公園の二にの丸まるまで登った。そこには見渡す限り桜の木が植えてある。

　しかし、

「桜が……咲いてないっ」

「やっぱり早かったか」

　ただいま三月の下げ旬じゆんに入ったばかり。

　気候は春の匂においを感じさせているが、些いささか開花には時間が足りていなかった。でも、それゆえに人が少なくて、鳴なるがここまで来ることができたわけだが。

　俺おれは風通しの良さそうな枝を観かん察さつする。

　ふっくらとした蕾つぼみは、いまにも弾はじけ出だしそうだ。数日もすれば綺き麗れいな花を咲かせていることだろう。来るのが少し早かったようだ。

　ちょっとした落胆を味わっていると、いつの間にか二にの丸まるの中ほどに移動していたこずえが、手を振って俺おれと鳴なるを呼んだ。

「あ～、見てください。ここに咲いてますよ～」

　鳴なるはぱっと顔を耀かがやかせて、こずえのもとへ駆け寄る。

「どこどこ？」

「ここで～す」

「あー、ホントだ！」

「ん、どこだ？」

　遅れて追い付いた俺おれも枝を見上げと、

「これだよ友ともくんっ」

　鳴なるの細い指が示した先──一いち輪りんだけ桜の花が咲いていた。
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「花見できちゃったねっ！」

「うーん、できたのか？」

「できたのです」

　こずえの断定を受けて、鳴なるの自信は固まる。

「よっし、これで噓うそがひとつ減ったね！」

　と、鳴なるは今日きよう一番の笑顔えがおで言った。
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　その日の夜。

　鳴なるは生配信で、花見をしてきたことを嬉うれしそうに語っていた。

『みんなぁ～今日きようね、さっそく花見行って来たんだぁ～。うん、まだほとんど咲いてなかったよ。まあいいじゃん。どうせあと五回は最低行くし。あ～、忙しいわ～』

「またリア充じゆうアピールかぁ……」

　俺おれはノートに服飾のデザインを書き留めながら、配信に耳を傾けている。

　鳴なるの奴やつ……花見は二年ぶりのくせに、いけしゃあしゃあとよくそんなことが言えるものだ。

『え？　うん。そうだね。日に本ほん人じんはやっぱり桜だよ。今日きようね、花見をしてつくづくそう思ったよぉ。みんなも年に一回くらいは花見に行ったほうがいいよ。心がね。こう、ぱあっと花咲いたみたいに広がっていくから。うん。今日きようのあたしは詩人だよっ』

　パソコンの向こうの鳴なるは随分と浮かれていた。声を聞けばだれだって一発で分かる。

　だって、鳴なるは本当に花見に行ったのだ。

　その話しぶりは、光景が目の前にあるかのように具体的で、聞いているこっちも楽しくなってくる。

　喜んでもらってなによりだ。

　こちらとしても花見に連れ出した甲斐かいがある。

　良かった良かったと、手元の作業に集中しようとしたとき、

『今日きようは本当に楽しかったぁ～。一いつ緒しよに行ってくれた人に感かん謝しやですっ。ありがとう！』

　全国放送を使った、ふたりへのお礼。

　俺おれはちょっと恥ずかしくなって苦笑した。

「──どういたしまして」
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　三月の下げ旬じゆん。

　春休みも中なか頃ごろに入ったある日。

　今日きようは俺おれの部へ屋やに勇ゆ璃りが遊びにきている。現在、正午になったのでふたりで昼食を食べているところだった。

「──ということで、花見に行けたわけだ」

　レトルトのペペロンチーノを食べながら、俺おれは先日の花見について語った。

　話を聞く勇ゆ璃りは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づら。しかし、俺おれの話に興きよう味みがないのではなく、これが彼女のデフォルトなのだ。クールとも言える。

「そっか、凜りん堂どうは順じゆん調ちように社会性を取り戻してるんだね」

「うむ。完全な引きこもり脱却までもう少しだろう」

「それならスウェットも卒業かな？」

「鳴なるはオシャレを知ってしまった。もうあんなだらしない格好で外出しようなんて思いもしないはずだ」

　と、俺おれは断言した。

　服装に気をつかえば可愛かわいくなれる。努力をすれば耀かがやくことができる。

　その事実に気づいてしまった人間はあとには戻れない。

　いままでの自分を恥じて、輝かがやく道を歩んでいくことになる。

「楽しそうだね、友とも永なが？」

　達成感に舞まい上あがっていると、勇ゆ璃りが俺おれを見てどこかおかしそうにする。

「そうかな？」

「友とも永ながも耀かがやいて見えるよ」

「……そうかもな」

　勇ゆ璃りの慧けい眼がんはたぶん当たっている。

　俺おれは実のところ、みちるに兄あに離ばなれされて落ち込んでいたのだ。だけど、鳴なると再会し、酷ひどい格好を見せられて、それを改善することに一いつ生しよう懸けん命めいになっている間に吹っ切れてしまっていた。

　人間って奴やつは、目標ができると立ち直りが早いものだ。

　そういう意味で、鳴なるに感かん謝しやである。

「ねぇ、友とも永なが。訊きいてもいい？」

　さらっとした勇ゆ璃りの問いかけに、俺おれもさらっと応じる。

「なんだ？」

「凜りん堂どうって、友とも永ながにとってどういう存在なの？」

　ちょっと難むずかしい質問だった。

「そうだな……昔は友達って感じだったけど……いまは妹がもうひとり増えたような気がしてるから、たぶん、そんな感じかな？」

「ふーん妹か。なるほどね」

「なにか気になることでもあるのか？」

「いや、べつに」

　勇ゆ璃りは俺おれの問いをはぐらかすように「ごちそうさま」と、手を合わせた。

「洗面所借りるね」

「おう」

　勇ゆ璃りの背中を見送って、俺おれも残りを食べる。事情を説明するのに夢中で、あまり手が動いてなかった。

　パスタのお皿が空になった頃ころ、扉の向こうからみちるの声が聞こえた。

「ねぇ、お兄にいちゃん。鳴なるちゃんが遊びにきてるよ？　上がってもらっていいよね？」

「うん、頼む」

「はーい」

　噂うわさをすれば影かげ。鳴なるの登場である。

　トタトタと、部へ屋やに近づく足音がだんだんと大きくなってくる。

　俺おれは自然と頰ほおが緩ゆるむ。

　オシャレのすばらしさを知り、昼間でも外出できるようになった鳴なるは、歩ほ調ちようも軽かろやかになったように感じられる。さぞかし精しよう進じんしてイケてる女の子に生まれ変わっていることだろう。毎日のコーディネートに悩んでいるようなら、真しん摯しに相そう談だんにのることもやぶさかではない。

　さて、今日きようはどんな格好で登場だろうか？

　間もなく、鳴なるがノックもなく部へ屋やに入ってきた。

「友くーん、遊びにきたよぉ」

「なんでおまえはまだその格好なんだ！」

　俺おれは鳴なるの姿を見た瞬しゆん間かん、鳴なるの頰ほおを両手で挟んで押しつぶした。

「ぐへぇー」

　鳴なるは裏返った亀かめのようにジタバタともがく。

　俺おれがキレた理由。それは一にも二にも鳴なるの格好にある。

　こいつはあろうことか、代わり映えのしないグレーのスウェット姿だったのだ。

　どうしてなのかと頭を抱えたくなる。

　俺おれはオシャレをすることの楽しさや喜びを啓けい蒙もうしてきたつもりだ。鳴なるだって俺おれたちの服を着て喜んでいた。これで服に対する考えにも変化があるだろう。きっと、スウェットでの外出も控えるようになるはずだ──なんて思っていた。しかし、蓋ふたを開けてみればこの始末である。

「なぜスウェット教きようから回かい心しんしない？」

「ぐへぇー。だって、ここ近所だしぃ」

「何度も言わせるな、近所でも外なんだよ！」

　と怒りつつも、鳴なるの顔が変な風に変形したらいけないので、ここら辺で解放する。

　自由になった鳴なるは唇を尖とがらせて、

「だってぇ、いい感じの服持ってないんだもん」

　と、ふてぶてしく宣のたまった。

「なにを言ってるんだ？　俺おれたちが作った服があるだろ？」

　桜の花をイメージしたワンピースも、ゴスロリも、お嬢じよう様さま風ふうファッションも、すべて鳴なるにプレゼントしてある。ゴスロリはともかくとして、いい感じの服ならあるはずだ。

　しかし、鳴なるははっきりとした口で、

「あの服はダメ」

「……どうして？」

「いい服過ぎて着るのがもったいないの」

　俺おれは心を打たれた。

「ありがとう。嬉うれしいよ」

「どういたしまして」

「──だが、そんなこと言ってないでいいから着ろ」

　評価してくれたことは嬉うれしいが、それを理由に着てくれないのはもっと寂しい。

　せっかく作ったのだ。着ないほうがもったいない。

「ん～、でもねぇ～。やっぱり友ともくんの服はお出かけ用だよねぇ」

　と、鳴なる。こいつもなかなか強情な奴やつだ。

　でもしかし、俺おれたちの作品を評価してくれてのことなので、あまり強くは迫れない。

「だったらせめて、近所を出歩ける普ふ段だん着ぎが必要だな」

「これ！」

　鳴なるは元気良く両手を広げて自分を表した。

「スウェットは論ろん外がい。俺おれ的てきには部へ屋や着ぎでもどうかと思うぞ」

「えー」

「この前、鳴なるの部へ屋やに行ったときに衣い装しよう簞だん笥すがあったよな？」

「うん、あるよぉ」

「あの中に、スウェット以外入ってないのか？」

　俺おれが訊たずねると、鳴なるは難むずかしそうに考え込み、

「あるけどぉ……なんか微妙なのしかないんだよね」

「それなら、まともな服を買えよ」

「服買いに行く服がない」

「うるせぇ。お出かけ用の服はもう持ってるだろ」

「そうだった！」

「それにな。このご時世だ。店に行かなくてもネット通販があるだろ」

　むしろネットでの買い物は、俺おれなんかよりもよっぽど得意のはずだ。アパレルショップに行けなくとも、新しい服を買えるだろう。

「通販は嫌いや。ダマされて酷ひどい目に遭ったもん」

　しかし、鳴なるは突然神妙な顔をした。

「なんだそれ？」

　俺おれは意味が分からずきょとんとする。まさか詐さ欺ぎに遭って損でもしたのだろうか？

　鳴なるは腕を組んで重々しく説明する。

「……ほら、なんかいい感じの服を探してネットサーフィンするじゃん？」

「うん、まぁな」

　俺おれの場合はデザインを考えるためにネットで情報収集することはある。

「そうしたら、『うおっ、これ綺き麗れいだしカッコイイ』って画像を見つけるわけですよぉ」

「うん」

「で、そういうのに限って外国人のモデルじゃん」

「あー」

　鳴なるの言いたいことがなんとなく分かってきた。

「それで綺き麗れいな写真に惑わされて、ついマネキン買いならぬモデル買いをしちゃって、届いて着てみたらコレジャナイ感がぷんぷんと……」

「ああ、そういう失敗はよく耳にするな」

「はぁ……どうして写真じゃイケてるのに、あたしが着るとダサく見えちゃうんだろう。同じ金髪なのに……」

　と、肩を落とす鳴なる。

　その理由は客きやつ観かん的てきに見たら一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが──傷口に塩を塗るような真似まねは止やめておこう。

　そのとき、部へ屋やの扉が開き、勇ゆ璃りが戻ってくる。

「……あれ？　増えてる」

「増えました！」

　小さく驚おどろく勇ゆ璃りに、鳴なるは元気良く応こたえた。

「廊下まで聞こえてた声は、友とも永ながの独ひとり言ごとじゃなかったんだね」

「俺おれはそんな痛い奴やつじゃない」

　俺おれが否定すると、鳴なると勇ゆ璃りは顔を見合わせて、

「えー、そうかなぁ？」

「どうだろうね」

　と、含みのある言い方をした。

「なんだよふたりしてその反応は？」

「それよりも、なんの話をしてたの？　盛り上がってたみたいだけど」

「……ファッションブランドのサイトのこと。鳴なるがそこのモデルを参考にして失敗したって話」

　俺おれの抗こう議ぎは軽く流され、釈然としないながらも、勇ゆ璃りにいままでのやり取りを簡かん潔けつに説明した。

「たしかに……私もそれは思ってた」

　話を聞いた勇ゆ璃りは納得する。

　同意を貰もらった鳴なるは、跳び上がって喜び、

「ですよねっ。やっぱりあれは詐さ欺ぎだし！」

「そこまでは言えないかな」

「えー」

「でも、日に本ほん向むけのサイトなんだから、モデルはせめて日に本ほん人じんを使って欲しいよね」

「そうだよぉ。日に本ほん国こく内ないオンリーのブランドでも外国人モデル使うところって結構あるし」

「うん。あれはどうかと思う。自分が着たときのイメージを想像しにくい」

「買う人の側に立ってないよぉ。ねぇ、友ともくんどういうことなのぉ？」

　女子トークが盛り上がってるな、と思っていたら突然答えを求められた。

「作る側の意見を言わせてもらうと──そっちのほうが見み栄ばえがいいからだ」

「えー」

「丹たん精せい込こめて作った服なんだから、もっとも耀かがやく形で公開したいだろ？　それが親心ってもんだ。あと、そっちのほうが売れる」

「えー」

　鳴なるは不満そうにするが事実なのだから仕方ない。

　上位一パーセントのスタイルをもった人間に服を着せても、見み栄ばえはするが一般消費者が服を買うときの参考にはなりづらい。だが、販売する側はそんなこと百も承知。商売なのだから買ってもらわなければ成立しない。つまり、うちのブランドはいいモノだということをアピールしなければならないのだ。

「自分の行動を思い返してみろ。一般人に近いモデルを使ってるブランドだってある。でも鳴なるは、そういうブランドをスルーして、外人モデルを採用したブランドの服を注文したんだよな？　どうしてだ？」

「うっ……そ、それは、そっちの写真のほうが、きらきらしてて綺き麗れいに見えたから……」

「ほら見ろ」

　俺おれが勝ち誇ったように言うと、むっとした鳴なるは、

「でも、せめて日に本ほん人じん向むけには日に本ほん人じんを使うべきだと思うのっ」

　と、ムキになって食い下がってきた。

　俺おれはやれやれと肩を竦すくめ、

「同じ日に本ほん人じんだったら参考になるとでも思ってるのか？」

「思ってるけどぉ？」

「勇ゆ璃りを見てみろ」

「え、私？」

「こんな背が高くて綺き麗れいな奴やつ。そうそう居ないぞ？」

「──」

　突然注目が集まり、そして褒ほめられた勇ゆ璃りは、前髪をいじって恥ずかしそうにする。

　俺おれは鳴なるを問いただす。

「よく見てみるんだ。勇ゆ璃りと同じ格好をして、自分が同じ印象になるとでも思ってるのか？」

「……おっ……思いません」

　一いつ瞬しゆんだけ強がろうとした鳴なるだったが、ちらりと窺うかがった勇ゆ璃りの姿に、圧倒的な差を感じてしまったのかしゅんとする。

　さすが二五センチの身長差は伊達だてではない。

「同じ日に本ほん人じんでもこんなに違うんだ。べつにそれが外国人だって同じだ。どんな人種であれ、モデルのようにすらっと美しい人も居れば、ドラム缶と間違われるような人だって居る。それだけの話なんだよ」

「はーい」

　鳴なるは面おも白しろくなさそうに、しぶしぶ同意した。

　俺おれは満足する。

「よし、これから鳴なるの部へ屋やに行こう」

「どうしてぇ？」

「持っている服をチェックする」





◇






　というわけで、場所は鳴なるの部へ屋やに移った。

　六畳間の和室。

　前回訪れたときに気にはなったが触れていなかった和わ簞だん笥す。その前に俺おれたち三人は並んで立っていた。

「開けるぞ？」

　俺おれが確かく認にんをとると、鳴なるはこくんと頷うなずく。

「いいけど、一段目は下着だから開けないでね」

「分かった」

　俺おれは息を吞のんで一番下の引き出しを開けた。そこには、お花畑が広がっていた。

「なんで!?」

「……おい」

　鳴なると勇ゆ璃りに同時に叩たたかれる俺おれ。

「痛いじゃないか」

「開けるなって言ったじゃん！」

　鳴なるは本気の形ぎよう相そうで怒る。

「開けてくれってことかと思ったんだよ」

「フリじゃないのっ」

「言葉って難むずかしいなぁ……」

　と言いながら、俺おれは一いち輪りんのお花に伸ばした手を勇ゆ璃りに叩たたき落おとされる。

「友とも永なが」

　キツく睨にらまれてしまった。

「……はい」

　俺おれはしぶしぶ簞たん笥すの引き出しを閉じた。せっかく鳴なるの下着のバリーションをすべて把握できるチャンスだったのに残念である。そうなると、会う度たびに下着のチェックをするしか方法はあるまい。

　さておき、改めて鳴なるの服チェックを行う。

　乙女おとめふたりの厳げん重じゆうな監かん視しの下、俺おれは二段目の引き出しを開けた。

　一面にお馴な染じみのスウェットがあった。

　なるほど。いつも同じ格好をしていると思ったら案あんの定じよう、複数用意していたわけだ。

「なんでよりによってグレーで統一しているんだよ。色くらいパターンを用意しておけばいいのに」

「だって、なにも考えなくていいから楽だし。一日一回着替えるだけで済むじゃん」

「一日一回……だと？」

　さりげない鳴なるの発言に、俺おれは目を瞠みはった。

「ということはパジャマも一いつ緒しよなのか？」

「一いつ緒しよだよ」

　さも当然とばかりに鳴なるは言った。

　つまり鳴なるは、本当に寝ね間ま着き姿すがたで平然とコンビニまで外出をしていたのだ。

「……うわ」

　この事実には、勇ゆ璃りも圧倒されてしまう。驚きよう愕がくが口から漏れてしまったようだ。

　それを聞き付けた鳴なるの耳が猫のようにぴくっと動く。

「あ、いま、うわって言ったぁ！」

「ご、ごめん」

「謝あやまることはないぞ勇ゆ璃り。もっと非ひ難なんしてやれ」

　俺おれが勇ゆ璃りの援えん護ごをすると、鳴なるは目め尻じりを上げて前のめりに挙手をする。

「はいはーい。友ともくんに質問！」

「どうした？」

「勇ゆ璃りさんだって、こないだも今日きようもジャージを着てるよっ。これいいの？」

　なにかと思えばそんなことか。

「いい」

　さらに鳴なるの目め尻じりが上がった。

「どうしてあたしのスウェットがダメで、勇ゆ璃りさんのジャージはいいの？」

「そんなことも分からんのか。見てみろ」

　と、俺おれは勇ゆ璃りの手を引いて、鳴なるの正面に連れてきた。
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　勇ゆ璃りの服装は、鳴なるの指摘の通りジャージだ。ただしジャージなのはトップだけで、ボトムは足首までのスパッツの上にデニムの短パンを穿はいている。

「ジャージをただ上下とも着ただけ──それも学校指定のジャージを、楽だからという理由で休日も着ているだけだったら、それは酷ひどい格好だ。鳴なるよりもちょっとマシだが、酷ひどい格好だ」

「あたしよりもマシなんだ!?」

　鳴なるの嘆きは軽く受け流す。

「しかし、勇ゆ璃りの格好はどうだろうか？　デザインにこだわったメーカーを選択し、ボトムに変化を加えることで、スタイリッシュに着こなすことに成功してると思わないか？」

「……でもそれって勇ゆ璃りさんがモデル体型だから栄はえてるだけなんじゃないの？」

「その通りだ」

「その通りなんだね！」

「勇ゆ璃りは自分の体型を把握し、それに合ったコーディネートをしているんだよ。ほら、この腰からお尻しりにかけてのラインなんて神が創つくりし芸術の極みだ！」

　そう言いながら俺おれは、説明するため実際に勇ゆ璃りの腰からお尻しりにかけて撫なでていたら、

「……触んな」

　と、振り返った勇ゆ璃りにぺちっと頭を叩たたかれた。

　俺おれは名残なごり惜おしくも手を引いた。

「やっぱり背が高い人ってずるい！」

　自分のもっていないモノをまざまざと見せ付けられて息巻く鳴なる。

　気持ちは分からなくもない。

　しかし、嫉しつ妬とと諦てい観かんでは前進できないのだ。

「俺おれが言いたいのはそこじゃない。理想を追いかけるのは悪くないが、現在の自分に合ったコーディネートをするべきだと言っているんだ」

「……だったらあたしはスウェットでいいし」

「意地になるな。鳴なるにはスウェットよりも似合う格好が山のようにある。勇ゆ璃りでも着こなしが難むずかしい服装が、逆に鳴なるだと似合うことだってあるんだよ」

「それって喜んでいいのかな？」

「盛大に喜んでいいぞ」

「……そっか」

　鳴なるはやや時間をかけてから頷うなずく。

　一〇割の納得とまではいかなくても、半分くらいは納得してくれたようだ。

「よし、次の段に移ろう」

　俺おれは、スウェットの二段目は見なかったことにしてそっと閉じた。

　気を取り直して、簞たん笥すの三段目をチェックする。三段目にはゲームソフトが敷しき詰つまっていた。

「……ん？」

　続いて四段目。コミックで埋まっていた。

「……あれ？」

　嫌いやな予感がする。まさか下着とスウェットしか持っていないとかいう絶望的なオチなのか？

　もしもそうであるなら、俺おれは躊躇ためらわず鳴なるを一本背負いする覚悟があった。

　俺おれは最後の五段目に手をかける。

　恐る恐る引き出しを開けた。

「……ふう」

　良かった。普通に服が収納されていた。

　しかし、鳴なるの身長的に一番取り出しにくい位置に服がしまってあるのはどういうことだろうか……まぁ、とりあえず中身をチェックする。

　まず目に付いたのは、俺おれたちがプレゼントした服。透明な袋をかぶせられて丁てい寧ねいにしまってある。大切にされているのは嬉うれしい。だが、これではおいそれと着ることはできないだろう。

　とりあえず、これは一いつ旦たん置いておき。

　次に、その隣となりにあった服を取り出して広げてみる。

　ヒョウ柄がらの奇抜なドレスだった。挑戦的なハリウッド女じよ優ゆうが、映画祭の会場で着ていそうな雰囲気である。

「なんだこれ？」

「高校のクラスメートと休日に遊ぶ用に買ったんだけど、なんか違った」

　俺おれの疑問に鳴なるが淡々と答えた。

「ヒョウ柄がらなんて着こなしが難むずかしいに決まってるだろ。買う前に気づけ」

「サイトで見たときはとっても格好良かったのっ」

　なるほど、これが例の失敗の一端なのか。一流のモデルが着用すると大抵の物は似合ってしまうから致し方ない部分はある。けど、これはちょっと冒険し過ぎだ。

　続いて俺おれはべつの服を取り出す。

　今度は黒のワンピース。雰囲気としては悪くない。

「これは着ないのか？」

「服だけ見ると綺き麗れいなんだけど、着るとなんかしっくりこないんだよね」

「どれ、ちょっと着てみてくれ」

「いいけど」

　とふたつ返事で、鳴なるはスウェットを脱ぎ捨てて黒のワンピースを着た。今日きようの下着は、グレーのスポーツブラとそれに合わせたグレーのショーツだった。

　ワンピースを着た鳴なるは、本人の言葉通り、どこかしっくりこなかった。

　俺おれは腕を組んで唸うなる。

「勇ゆ璃り。どう思う？」

　訊きかれた勇ゆ璃りは、俺おれと同じく真剣な眼まな差ざしで鳴なるを見つめながら、

「まずは色かな。黒一色だと重くなり過ぎてる。あとは──」

　と、勇ゆ璃りはそこで言葉を切る。そして、鳴なるの服の襟えり元もとを覗のぞき込こんだ。そのあと、簞たん笥すに入っている他ほかの服も、同じように襟えり元もとを見て戻って来た。

「やっぱりそうだった」

「やっぱりそうだったか」

　勇ゆ璃りと俺おれはお互いに考えていたことを確かく認にんし合う。

「えー、なにがやっぱりそうだったのぉ？」

　自分だけ置き去りを食らった鳴なるは、寂しそうに訊きいてくるが、あえて俺おれたちはそれを流す。その代わりに、ひとつの提案をする。

「これから服を買いに行こうか？」

「マジ？」

「マジだ」
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　一時間後。

　俺おれたち三人は、某ショッピングモールまでやってきた。

　鳴なるは、白とピンクのワンピースに着替え、外行きの格好になっている。

「最近、息をするように外出している。これはヤバいっ」

「ヤバくねぇよ。それが普通だ」

「世間の目があたしを見てる！」

　そう言って俺おれの服の裾すそを摘つまんでぴったりとくっついてくる鳴なる。

　似たようなやり取りを繰くり返かえしてきたが、いまだ外では不安に付きまとわれるようだ。それでも外出することへの抵抗は確かく実じつに減っている。牛ぎゆう歩ほながら、社会性の改善は着実に進んでいると思う。

　とは言うものの、モール内は平日の昼間とあってがらんとしている。地方都市特有の光景だ。

　あとは店員さえ近寄って来なければ、鳴なるは心こころ平へい穏おんにショッピングができるだろう。

「ところで、鳴なるはいつもどこで買ってたんだ？」

　モールには五〇を超えるアパレルショップが入っている。鳴なるがいつも通っている店があるならそこに行こうと思い訊きいてみたが、

「ネット」

　なんとなく想像できた回答だった。

「リアルは？」

「かれこれ三年くらい来てないからねぇ……でも昔は、適当にセールをやってる店に入ってたよ」

「こだわりがないな」

「服は安く済ませて、その分ゲームに注つぎ込こむのっ」

　昔からぶれてない奴やつである。

　まぁ、そういうことなら、こっちでチョイスしよう。

　俺おれと勇ゆ璃りは、間に鳴なるを挟んでモール内を移動する。なんとなく親子な雰囲気だった。

　そして、とあるテナントに入る。

　そこは欧おう州しゆう発はつの店。一〇代から二〇代の女性をメインターゲットにしたブランドなので、鳴なるにちょうどいいと思う。

「よし、それじゃまずは、自分で選んでくれ」

「んー、分かった」

　鳴なるはふたつ返事でトコトコと店内を物ぶつ色しよくする。

　店には俺おれたち以外に客は居ないし、店員もひとりしかおらず、カウンターで事務仕事をしている。鳴なるにとってストレスフリーな空間だった。

　俺おれと勇ゆ璃りは、保ほ護ご者しやのように鳴なるの後ろをついて回る。

　ややあってから、

「これと、これね」

　好みの服を選んだ鳴なるは、店のハンガーラックから服を手に取った。

「試着してみようか」

「うん」

　一同は試着室の前に移動する。この店の試着室は、出入り口をカーテンで区切るごく一般的なものだった。

　鳴なるは靴を脱いで試着室に入る。

　勇ゆ璃りは鳴なるを待つ間、小物を見に店の奥のほうへと行った。

　残された俺おれは、手て持もち無ぶ沙さ汰たになったので、頭だけカーテンの中に入れる。

「ひとりで着られるか？」

　まだ鳴なるはワンピースを脱いでいる最中だった。頭は持ち上げた服に隠れ、柔らかそうなお腹なかとショーツが丸見えの状態である。単純な下着姿よりもエロかった。

「ちょ、入ってくんなしっ」

　ワンピースを脱いでから俺おれの存在に気づいた鳴なるは、黄き色いろい声を上げる。

　それに気づいて戻って来た勇ゆ璃りに、俺おれは後ろから引き戻された。

「おまえはどうしていつもそんなにヘンタイ行為に走るんだ？」

　静かに怒られた。

「すみません」

　俺おれは粛しゆく々しゆくと謝あやまった。

　気を取り直して、着替え終わった鳴なるをふたりで迎える。

「じゃーん。こんな感じになったよぉー」

　カーテンが開かれ、装よそおいも新たに鳴なるが登場した。トップは黒のティーシャツ。ボトムは黒のフレアスカートである。

「黒いなぁ」

「黒いね」

　俺おれと勇ゆ璃りは揃そろって同じ感想を漏らした。

「落ち着いてて大人おとなのイメージじゃん。格好いいでしょ？」

　と、鳴なるは誇らしそうにする。

「後ろを向いて鏡かがみを見てみろ。本当にそう思うのか？」

　俺おれに言われて鳴なるはくるっと振り返り、試着室の姿見を覗のぞいた。

「そうなんだよねぇ……いざ着てみるとなんか違うんだよねぇ……」

「分かってたんだな」

「これってやっぱり、あたしの背が低いせいなのかなぁ？」

　答えを求められた俺おれは、しかし、回答を一いつ旦たん保留にし、

「では、解説にお招きした一ひとつ橋ばし勇ゆ璃りさんにご意見を頂きましょう」

　と、隣となりに振った。

「どうも。解説の一ひとつ橋ばしです」

「なんか始まったし」

　困惑する鳴なるを余所よそに、俺おれと勇ゆ璃りは司会と解説に分かれて鳴なるの服装を品評する。

「さて、このぱっとしないブラックホールのような金髪幼女ですが。なにが問題だと思われますか？」

「まずは色ですね」

「やはりブラックホールに問題があるのでしょうか？」

「はい。明度の低い黒系の色は、全体を引ひき締しめて身体からだをスマートに見せる効果があります。しかし、彼女の場合はどうでしょうか。華きや奢しやで小柄なため、上下とも黒で統一してしまうと、却かえって印象を弱々しくしてしまっているようです」

「なるほど、合が点てんがいきました。つまり金髪幼女の魅み力りよくが、ブラックホールに吸い込まれて消失しているということですね？」

「はい、そう言っても差し支えありません。暗い色で統一すると、どうしても重くなってしまうものですから」

「これでは人間性が重くなり、思わず引きこもってしまうのも仕方ありませんね？」

「はい、仕方ありません。暗い服ばかり着ていると気持ちが落ち込みやすくなります。これは色彩の科学で証明された歴れつきとした事実です」

「では、ブラックホールの解決方法には、どのようなモノがあるでしょうか？」

「一番簡かん単たんな方法は、トップかボトムのどちらかを白にすることです」

「やはり困ったら白のようです。白は万能ですからね」

「はい。彼女の簞たん笥すは、黒とか藍あい色いろとか紺こんとか茶ちや色いろとか灰はい色いろで埋め尽くされていました。きっと暗い色を好んでその服ばかりを購こう入にゆうしていたのでしょう。今後は、白を中心とした明るい色の服も買うように心がけて欲しいです」

「つい好みの色ばかり買ってしまう。そして、気がついたら引き出しの中が同じような色ばかり！　よくある失敗なのかもしれませんね？」

「はい。ショッピング失敗のあるあるです」

「ちょうど話に出たのでお尋ねしますが、ショッピング失敗あるあるには、他ほかにどんなことがあるでしょうか？」

「そうですね──買ったのに結局ほとんど着なかった、という失敗は多いと思います」

「たしかに。セールで半はん額がくという札を見かけると、つい手が伸びてしまいますからね。だれもが一度はあることなのかもしれません」

「本当にこの服が必要なのかと、自分の心に問いかけることが大事なのではないでしょうか」

「ありがとうございました勇ゆ璃りさん。それではいまのことを踏まえて服装を選び直して──」

「もう、着替えたよっ」

　気がつくと鳴なるの服装が替わっていた。

　俺おれと勇ゆ璃りが解説に熱ねつ中ちゆうしている間に、自分で服を選び直していたようだ。

　鳴なるは、勇ゆ璃りのアドバイス通りトップを白のブラウスに交換している。これでボトムの黒のフレアスカートと合わせても重さを感じない印象になった。

　鳴なるはちょっと得意そうに鼻を鳴らす。

「ふふーん、これであたしもイケてる女性になれるよね？」

「色は随分落ち着きました。しかし、まだパッとしません」

　俺おれはまださっきまでのノリを引き継いで、鳴なるの格好に苦言を呈す。

「まだダメなの!?」

「再び解説の一ひとつ橋ばし勇ゆ璃りさんです」

「どうも。一ひとつ橋ばしです」

「また始まった！」

　俺おれと勇ゆ璃りはまたまた鳴なるを置き去りにしてふたりの世界に入る。

「ブラックホールから卒業した金髪幼女ですが……どうしてでしょう？　服に着られている印象が否いなめません」

「はい、そのように見えます」

「やはり幼女体型では、これが限界なのでしょうか？」

「いいえそんなことはありません。彼女は大きなミスをしていることに気がついていないのです」

「なんということでしょう！　そのミスとは一体？」

「服のサイズが身体からだに合っていないのです」

「まさか！　一見すると大き過ぎず小さ過ぎず、ちょうどいいサイズを選んでいるように思われるのですが？」

「彼女の考えるちょうどいいサイズとは、おしゃれのトラップです」

「罠わなだったのですか!?」

「はい。これもよくある失敗のひとつなのですが、適正な物よりワンサイズ大きい服を買ってしまっているのです」

「言われてみれば、金髪幼女さんの格好はたるみが多いですね」

「これでは身体からだのラインが隠れ、スマートさが欠けてしまいます。モデルやマネキンとまったく同じ格好をしてみたのにどうしてか[image: 冴]さえない。体型は大きく違わないのになぜなのかと、疑問に感じた方も居るでしょう。その場合、サイズがひとつ大きいということが、多くの原因だったりします。彼女が持っていた服も、すべてサイズが適正よりもひとつ上でした」

「なるほど。勇ゆ璃りさんが服の襟えり元もとを見ていたのは、サイズを確かく認にんしていたのですね──おっと、ここで金髪幼女さんがなにやら騒さわいでいます──なるほど『大は小を兼ねる』とおっしゃりたいようです」

「はい。成長のことと経済性を考えるなら、あえて少し大きめの服を買うのもひとつの方法です。しかし、その場合は成長するまで印象が良くありません。その対策として袖そで口ぐちを折って腕を見せるなどの対策が必要になるでしょう。ただし、これ以上の成長が見込めず、願がん望ぼうにすがっているだけなら、素直に自分に合ったサイズを買うべきです」

「厳きびしいご意見に、金髪幼女さんはしゅんとしてしまいました。肩を落としてとぼとぼと、小さいサイズの服を取りに行きました」

「それが賢けん明めいだと思われます」

「金髪幼女さんが戻ってくるまでに、伺うかがっておきたいことがあります」

「なんでしょうか？」

「勇ゆ璃りさんが先ほどおっしゃっていたことは、すべての体型の方に当てはまるでしょうか？」

「いい質問ですね。結けつ論ろんから言いますと、違います。太り気味の方は体型を隠す──とくに腰からお腹なかにかけてのラインを隠すことを意い識しきしてください。逆に普通体型から瘦やせ型がたの方は、身体からだのラインを見せるように心がけると栄はえるコーディネートになると思われます」

「大変参考になる解説をありがとうございました」
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「……着替えたよ。どうかなぁ？」

　更衣室のカーテンが開き、以上のことを踏まえた鳴なるが登場した。

　トップは、フリルのついた白のブラウス。ボトムのフレアスカートは黒と白の水玉模様を選び、重くならないように工く夫ふうできている。

　最初のブラックホールでダボついていた頃ころと比較すると、見違えるほどにセンスを感じるコーディネートになっていた。

[image: ]

「可愛かわいいな」

「可愛かわいいね」

　俺おれと勇ゆ璃りは同じ感想を漏らす。

　いまの鳴なるは、掛け値なく可愛かわいいと言うことができる。

　この格好ならば、どこへ出かけても恥ずかしくないオシャレさんだ。指し導どう鞭べん撻たつした身としても鼻が高い。

「えへへへ～。可愛かわいいんだ、あたし」

　鳴なるは嬉うれしそうにはにかむ。

　本当はスタイリッシュな女性を目指している鳴なるではあるが、可愛かわいいと褒ほめられれば普通に嬉うれしいようだ。

　それならば溶けるくらい褒ほめておこう。

「可愛かわいいよ、本当にキュートでプリティーだ」

「えへへへ～」

「センスも抜群だ」

「そうかな～嬉うれしいな～」

「まさにこの世に降りた天使だな」

「いやだもぉ～、恥ずかしいよぉ～」

「都会を歩けばモデルのスカウト間違いなしだ」

「そうかな～、スカウトされちゃったらどうしよう～」

　と、鳴なるの表情はとろっとろに蕩とろけてしまった。身体からだをもじもじさせて喜ぶ姿は軟体動物のようだ。

　本当に煽おだて甲斐がいのある奴やつである。

　見ているこっちまでもが嬉うれしくなってくる。

「よし、一着目はこの組み合わせでいいとして、もう一着くらい選んで帰ろうか？」

「そうだねぇ～。もう、あたし、基本を押さえちゃったから、すっごくセンス良く選んじゃうよぉ」

「分かった分かった。それじゃ、二着目も選んでみよう」

「うんっ、いいの探すからふたりともついて来てね！」

　鳴なるは機き嫌げん良く俺おれと勇ゆ璃りの手を引いて、店内を勇ましく闊かつ歩ぽした。
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　その日の夜。

　俺おれは自室でノートパソコンを開く。なにげなくネットに繫つなぐと、恒例の生配信を鳴なることベルファイヤーさんがやっていた。

　配信は本日もゲームをプレイしながら、ユーザーのコメントと雑ざつ談だんをしている。

『──そういえばさぁ、みんなって服はどこで買ってる？　ふーん、ウニクロとかしましま村むらが多いのかな？　まぁ、どこで買ってもセンスがいい人は、いい感じのコーディネートができるからね。え？　ああ、やっぱり、服選びが苦手な人が多いんだね。そんなみんなに、あたしからショッピングのポイントを教えちゃおうかな～。やっぱり女子大生をやってると、色んなところに行くし、おしゃれには常に気をつかってるからねっ。今日きようは細かいところは置いといて、基本だけ説明するね。まずは色選びから──』

「……」

　俺おれはそっとノートパソコンを閉じた。
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　四月に入り、春休みも数えるほどとなったある日。

「えへへへ、友ともくーん」

　俺おれの部へ屋やに遊びにきた鳴なるが、子猫のようにじゃれ付いてくる。

　今日きようの鳴なるの格好は、この前買ったフリルのついた白のブラウスに黒と白の水玉模様のフレアスカート。普ふ段だん着ぎを二着手に入れた鳴なるは、普ふ段だん着ぎ、普ふ段だん着ぎ、スウェットのサイクルで俺おれの部へ屋やに遊びに来るようになった。持っている数の関係上、スウェットを挟むのは仕方ないとして──鳴なるの格好は見違えるほど改善できたと思う。この調ちよう子しで引きこもりがちな生活からも脱して、社会性を取り戻して欲しいものだ。

　そう思いながら俺おれは、のんびりと針仕事をする。

　その隣となりにぴたっと寄り添って、鳴なるは携帯ゲーム機きで遊ぶ。

　最近ではこんな光景が当たり前になっていた。小学生の頃ころの関係に戻ったようである。

「なあ、鳴なる」

　作業が一段落したところで、俺おれは手を止めて鳴なるのほうを見る。

「どうしたのぉ、友ともくん？」

　鳴なるはゲーム画面から目を離はなさずに返事をした。

「俺おれとした約束覚えてるか？」

「んーと？」

　俺おれの問いかけを受けてきょとんとする鳴なる。ゲーム機きをスリープモードにしてこちらを見上げた。

　俺おれはひと言だけヒントを口にする。

「ゲーセン」

「……ああ、そうだった。ゲーセン行くんだよね、覚えてるよっ」

　いや、この反応を見るに、こいつは絶対に忘れていただろう。

「とにかくな。鳴なるはいままで色んな試練をクリアしてきた」

「そうだねっ。あたし、オシャレになれたし沢たく山さん外出できたよ！」

「だから、そろそろゲーセンに行ってもいい頃ころ合あいだと思うんだ」

「たしかにね。それじゃ、日程を決めてゲーセンに行こう！」

　鳴なるはふたつ返事だった。

　予想外の反応に俺おれは驚きよう愕がくする。

「おおっ──自分から進んで外出しようとするなんて成長したな」

「当たり前だよっ、あたしは日進月歩なんだから」

　いままで外出の度たびに嫌いやがっていたことを思いだしたら目め頭がしらが熱あつくなってくる。本当に鳴なるは逞たくましく成長することができたようだ。

「そうかそうか、良かった良かった」

　俺おれは鳴なるのことが愛いとおしくなり、頭を撫なで撫なでする。

「えへへへ～」

　鳴なるはそれを気持ち良さそうに受け入れ、自分から金髪を擦こすり付つけるように頭を傾けてきた。

「それで、いつ行くんだ？」

「そうだねぇ、あたしは基本自由だからいつでもいいよぉ」

「そうか。それなら新しい服が完成してから、それを着て出かけるとして、三日後でどうだ？」

「うん、いいよぉ。また友ともくんとお出かけだねぇ」

「そうだな」

「友ともくんが色んなところに連れてってくれるから嬉うれしいよぉ」

「……」

　そこでふと俺おれは我に返った。

　なんか違うような気がする。

　ちょっとここ最近の鳴なるの外出事情を思い返してみよう。鳴なるは俺おれたちと夜の駅に行ったり、花見に行ったり、モールでショッピングをした。そしてそれ以降、鳴なるは俺おれにこんなメールを送ってくるようになった。

『これからコンビニに行くから、この格好で外出していいかチェックして欲しいなぁ』

　コーディネートについて頼まれたら断るわけにはいかない。俺おれはいかなるときも嬉き々きとして鳴なるを向かい入れた。そして、コーディネートをチェックしたのちに一いつ緒しよにコンビニまで出かけたのだ。ほぼ毎日のように。

　こうしてここ最近の鳴なるは、俺おれと一いつ緒しよでなければ外出しなくなった。

　……あれ、おかしいな？

　実は引きこもりを脱却したどころか、コンビニさえもひとりで行くことができなくなっている。再会する以前よりもダメ人間度が増している気がした。

　俺おれは愕がく然ぜんとする。これは不味まずい。

「急に黙だまっちゃってどうしたのぉ？」

　つぶらな瞳ひとみで俺おれを見上げる鳴なる。

　俺おれは我が子を谷から突き落とすような気持ちで言う。

「ひとりで行くんだ」

「え？　なにが？」

「ゲームセンターには、鳴なるが、ひとりで、行くんだ」

　ゆっくりと言葉を区切って分かりやすく言い聞かせた。

　すると、ワンテンポ遅れて、鳴なるの目が見開かれる。

「……ど、どうして!?」

「このままじゃダメな気がするんだ」

「気のせいだよっ」

「気のせいじゃない。鳴なるは自分ひとりで外に出られるようにならないとダメなんだ」

　俺おれの意図を理解した鳴なるは、取り乱したようにがくがくと震ふるえだす。

「友ともくん落ち着いて……冷静になって……早まったことは止やめようよ。ね？」

「なんで俺おれのほうが諭さとされてるんだよ？」

「だって、あたしがひとりで外出できるわけないじゃん！」

　さも当たり前のように鳴なるは言った。

「いやいや、普通に明け方のコンビニに行ってただろ」

「いまは無理」

「だから、それが問題なんだ。社会性が成長どころか衰退してるじゃないか」

「人間は環かん境きように適応するのっ」

「だったら、無理やりにでも過酷な環かん境きように放ほうり込こむまでだ」

「酷ひどいしっ」

「酷ひどくねぇーよ」

　ものすごく修しゆ羅ら場ばになっているが、よくよく考えてみると、ちょっとひとりで外に出るか出ないかの諍いさかいである。

　客きやつ観かん的てきに見て、こんな些さ細さいなことでこの有あり様さまでは、鳴なるの今後が危うい。

　たとえどんなに嫌われようとも罵ののしられようとも、俺おれは心を鬼にしなければならないのだ。

　そうやって決意を固めたとき、鳴なるは目め尻じりに涙を溜ためながら言った。

「友ともくん……あたしのお尻しり、好きなだけ触っていいから一いつ緒しよにゲーセンに行こ。ね？」

　顔面でも味わったことのある鳴なるの神かみ尻じり。あれはとってもいいものだった。

「お尻しりを、好きなだけ……」

　俺おれは思わず生なま唾つばを吞のみ込こんだ。
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　俺おれと鳴なるの意見は相あい容いれないモノとなり、話は一いつ旦たん保留になった。

　強く迫れなかったのは、決してお尻しりに惑わされたわけではない。ひとりでする外出は無む理り強じいできないから仕方なかったのだ。

　そして、鳴なると別れた俺おれは、勇ゆ璃りとこずえに緊きん急きゆう召しよう集しゆうをかけた。

　すぐにふたりは俺おれの部へ屋やに集まってくれた。

　ふたりを前にして、俺おれは厳げん粛しゆくに宣言する。

「第一回、鳴なるはこのままではダメなんじゃないですか会かい議ぎを始める」

「なにをいまさら」

「面おも白しろそうですね～」

　勇ゆ璃りとこずえは、俺おれとは対照的に軽く事態を受け止める。

「ふたりとも、俺おれは真面目まじめなんだ」

「ふーん、そうなんだ」

「ふーんって勇ゆ璃りな……」

　いつにも増してぶっきらぼうな勇ゆ璃りに、俺おれは肩を落とす。事態の深刻さが全然伝わっていないようだ。

　そしてそれは、こずえも同じで、

「いいじゃないですか～。時間をかけてゆっくりやれば」

　と、吞気のんきなことを言う始末だ。

「でもな。春休み中に対処しとかないと、もうすぐ学校が始まるし」

「なにか問題があるのですか？」

「いまの鳴なるは、俺おれが居ないと外出できない。俺が学校に行ってるときにコンビニに行きたくなったら困るだろ？」

「……死ねばいいのに」

　こずえはとても綺き麗れいな笑顔えがおで言った。

　ちょっとだけ場の温度が下がり、世界が固まった。

「……あのさ」

　と、勇ゆ璃りが場をとりなすように口を開く。

「犬いぬヶが崎さきは言い過ぎだとしても、友とも永ながは凜りん堂どうに対して過か保ほ護ご過ぎないか？　見た目はアレでも私たちと同い歳どしなんだよ？」

「んー、それは薄うす々うす自分でも分かってるんだけどな」

「なら、ちょっとは改めたらいいのに」

「でもなー、鳴なるだしなー」

「そこのところが良く分かんないんだけど？」

　俺おれの曖あい昧まいな物言いに痺しびれを切らしたかのように、勇ゆ璃りは少し脹ふくれっ面つらになる。

　たしかに、勇ゆ璃りとこずえにとって、鳴なるは先々週会ったばかり。俺おれの気持ちを押し付けられては良い思いはしないだろう。こればかりは反省するしかない。

　だからこそ、ふたりには俺おれの気持ちを話しておこうと思った。

「……すまない」

「べつに謝あやまんなくてもいいけどさ」

「実はな。俺おれは昔のことで後悔してるんだよ。俺おれと鳴なるは趣しゆ味みの違いから分かり合えず疎そ遠えんになってしまった。あのとき、もう少し鳴なるのことを気にかけていたら、不登校なんかにはならなかったのかもしれないと、いまでも思っているんだ……」

　話を聞き終えた勇ゆ璃りは、不満を吐き出すようにため息を吐つく。

「はぁ……友とも永ながって、やっぱりお節せつ介かいなんだね」

「やっぱりってなんだ、やっぱりって？」

　しかし、そんな俺おれの問いには答えず、勇ゆ璃りはこずえのほうを向き、

「なぁ、犬いぬヶが崎さき。ここは折れてちゃんと考えようよ」

「はぁ～、仕方ないのです」

　勇ゆ璃りの説得に、こずえはこくんと頷うなずいた。

「ふたりとも、ありがとう」

「もう～、友とも永ながくんが悩んでるのなら仕方ないのです。じゃあ、こんなのはどうですか？」

「おおっ、さっそく案があるのか？」

「はい。要するに鳴なるちゃんが引きこもれなくすればいいんですよね？」

「そうだな」

「だったら、ベルファイヤーさんの個人情報を晒さらして活動不能に追い込んだらどうですか～？　ネットに居場所をなくしたら外に出てくるかもしれませんよ～」

　こずえは恐ろしいことをさらっと言った。

「……それはさすがにやり過ぎだ」

　むしろ世間の怖さに怯おびえて引きこもりが悪化するかもしれない。

「もちろん冗じよう談だんなのです」

「こずえの言い方は冗じよう談だんには聞こえないんだよな」

「ふふふふ」

「ともあれ、犬いぬヶが崎さきの言うことも一理あると思う」

　と、勇ゆ璃りは真面目まじめな調ちよう子しで言った。

「そうか？」

「友とも永ながは甘やかし過ぎなんだよ。ときには厳きびしくすることも大事だと思うよ」

「うーん……結構厳きびしく当たってるつもりなんだけどな……」

　これまでを思い返しても、俺おれは結構容赦なく鳴なるに接していたと思う。

　なぜならばあいつはスウェット族であったのだ。スウェットは厳きびしく取とり締しまらないといけない。

「とは言ってもさ。子供に部へ屋やの掃除をしなさいと口くち喧やかましく言いながら、結局自分が部へ屋やの掃除をしてしまう母親みたいなものでしょ、友とも永ながって」

「……言われてみれば」

　勇ゆ璃りの喩たとえは、思い当たる節ふしが多過ぎた。

「手取り足取り全部やってくれる人が周りに居たら、人間ダメになるよ」

「たしかに」

「つまり、ときには引くことも大事ってことですね～」

　こずえも勇ゆ璃りの意見に同どう調ちようした。

「引くことか……」

「押してダメなら引いてみる。恋も、人間関係も、引きこもりっ子も、だいたいそんな感じでなんとかなると思うのです」

　飴あめと鞭むち。

　褒ほう美びと試練。

　勇ゆ璃りとこずえの言葉を胸に、俺おれは決意する。

「分かった。押してダメなら引いてみよう」
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　翌日。

　勇ゆ璃りとこずえの知恵を借りて、俺おれは鳴なると対決する。

　俺おれが鳴なるの部へ屋やにお邪じや魔ますると、鳴なるは口を一文字に結んで、絶対にひとりでは外出しないぞという姿勢を示していた。鳴なるの格好は、お馴な染じみのスウェット姿。あえてこの格好をすることにより、外出しない意志をより強く表示しているようだ。小こ癪しやくな奴やつめ。

「やあ、友ともくん。ついに観かん念ねんしてあたしのお尻しりを触りに来たんだね」

「なにを言うか。俺おれは、鳴なるのお尻しりに屈伏することなく、おまえをひとりで外出させてみせる」

　俺おれと鳴なるは仁に王おう立だちして、睨にらみ合あって対たい峙じする。

　お互いに譲ゆずる気配けはいは微み塵じんもない。

　それならばガチンコで勝負を決するしかなかろう。

　まずは軽く小こ手て調しらべ。

「鳴なる。ひとりでゲーセンに行くんだ」

　俺おれはジャブを打った。

「友ともくんが一いつ緒しよじゃないと行かないもん」

　だがこの程度では、当然ながら鳴なるは怯ひるみもしない。彼女の防御は無意味に厚かった。

「春休みが明けたら俺おれは学校に行かなきゃならん。いまみたいに、いつでもとはいかなくなるんだぞ？」

「平日は放ほう課か後ごまで待つからいいし」

「放ほう課か後ごは部活がある」

「それじゃ、お出かけは休日だけにするもん」

「コンビニの新作お総菜がすぐに食べられなくなってもいいのか？」

「っ──そ、そこは我慢する！」

　はっとなって怯ひるむ鳴なる。

「そんな我慢はしなくていい」

　思わぬところでダメージが入ったようだが、鳴なるをノックアウトするにはほど遠かった。

　防戦に回るのは不利と判断したのか、今度は鳴なるが反はん撃げきに出る。

「友ともくんこそ我慢してるんじゃないのぉ？」

「なにを？」

「あたしと一いつ緒しよにゲーセンに行ってくれるだけで、お尻しりが触れるんだよ？　どうして躊躇ためらってるの？」

「まぁ、なんて下品な子ですこと」

　俺おれはおばさま口く調ちようで言った。

　すると鳴なるは、慌てたように顔を真まっ赤かにして、

「げ、下品って言うなし。べつに他ほかの人には触らせないんだからいいじゃんっ」

「俺おれだけがその立派なお尻しりに触れられるのは実に光栄だ」

「だったら──」

「だがしかし！　おまえはお尻しりを触られることを軽く見ている」

「いや、本当は恥ずかしいんだけど、仕方なく……」

　もじもじとする鳴なるに対して、俺おれは首を横に振る。

「そうじゃない。鳴なるは俺おれのお尻しりの触り方を舐なめているんだ」

「……どういうこと？」

「恥ずかしい話だが、俺おれはいまだに女性のお尻しりを不意打ちでしか味わったことがない」

「本当に恥ずかしい話だね」

「でも鳴なるは、俺おれにお尻しりのすべてを捧ささげてくれると言った」

「そこまでは言ってないよっ」

「するとどうなると思う？　いままで溜たまっていた欲望が鳴なるのお尻しりにすべてぶつけられるんだぞ？　丹たん念ねんにうるしを重ね塗りするように、じっとりねば～と触り続けるんだぞ？」

「か、かぶれそうだね……」

「その通り！　果たして鳴なるに、お尻しりがかぶれる覚悟があるのか!?」

「が、頑張るもんっ。お尻しりがどんなにかぶれても、じっと搔かかずに我慢できるように努力するもんっ」

　鳴なるは自棄やけになったように叫んだ。

　そんな大変な努力をするなら、素直にひとりで外出したほうが楽だ。そもそも前提となっている条件が色々とおかしい。しかし、頭に血が上っているこの状況では正常な判断ができないのだろう。

「と、に、か、く。友ともくんがどれだけ言葉を尽くそうとも、あたしは絶対にひとりじゃあ外出しないんだからねっ」

　鳴なるは頑かたくなだった。

　ここまで意い固こ地じを貫くならば、これ以上同じ方法で説得しても無む駄だなのだろう。

　それならば、やり方を変えるまで。

　俺おれは眦まなじりを決けつして、これまで以上に力強く言葉を発する。

「鳴なる！」

「な、なんだよぉ！」

　俺おれのただならぬ雰囲気を察した鳴なるは、来きたるべき攻こう撃げきに備えて身構えた。

　そんな彼女に向かって俺おれは言う。

「分かった。鳴なるの熱ねつ意いには負けたよ」

「……え？　もしかして分かってくれたの？」

　予想とは違う俺おれの反応に、鳴なるは呆あつ気けにとられる。

「ああ。鳴なるがそこまで嫌いやがるならこれ以上なにも言わないことにする」

「わぁ、そうなんだ。やっと分かってくれたんだ。やった！」

　と、喜ぶ鳴なるであるが、

「これで俺おれたちの関係もここまでだ」

「……なにそれ、どういうこと？」

　続いた俺おれの発言に、鳴なるの笑顔えがおは一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。あとには困惑の表情だけが残る。

「これ以上は鳴なるの面めん倒どうを見きれない。今後、俺おれはおまえには関かかわらないことにする」

　体重を乗せたストレートを打ち込むと思わせて、まさかのリングアウト。俺おれは試合放棄をした。押し問答の決着はついたが、勝者は居なかった。

　鳴なるは呆ぼう然ぜんとして俺おれに問いかける。

「……友ともくんもしかしてあたしを見捨てるの？」

「……有あり体ていに言えば、な」

　俺おれは胸の痛みを覚えながらも、ここはしっかり肯定しておく。

　ちょっとでも優やさしさを見せれば、すぐに鳴なるは滑り込むように甘えてくるだろう。

　鳴なるは、わなわなと震ふるえだす。

「……あ、あたしを見捨てたらどうなるか分かってるの？」

「どうなるんだ？」

「しょんぼりして引きこもる！」

「いまとあんまり変わらないな」

「そんでもって、もう立ち直れなくて、真性のゲーム依存ヒッキーになるんだよっ。その間にも、友ともくんは人生を順じゆん調ちように歩んでいって、きっと実家からも出ていっちゃうんだろうね。そして、歳月は過ぎ、あたしたち四〇代。友ともくんが正月に実家に帰ってきたとき、偶然コンビニに出かけようとした現在進行形無む職しよくのあたしと鉢合わせするんだよ？　……想像してみて。残念でみすぼらしいあたしの姿を！　友ともくんは老婆のような四〇代のあたしを見て後悔するの。あのとき見捨ててなければ鳴なるもこんな風にならなかっただろうに……ってねっ」

　十分にありえる光景に、嫌いやでも想像力を搔かき立たてられてしまう。

「……地味に嫌いやだな」

「でしょ!?　だからさ、そういうことするの止やめとこうよっ」

　鳴なるは必死に俺おれを説得しようとする。

　だが、俺おれは静かに首を横に振った。

　これ以上言葉を重ねても意味はない。

「……」

「と、友ともくん噓うそでしょ？」

　鳴なるの顔に絶望が滲にじむ。

「……」

「なにか言ってよっ」

「……」

「ねぇ、友ともくんってば」

「……」

「友ともくん、死んじゃいや！」

「死なねぇーよ」

「良かったぁ」

「良かったじゃなくて──いかん、ペースに乗せられる──俺おれはこれで帰るからな」

　言うべきことは言い終わったのだ。もう長居は無用。

　あとは、鳴なるが自分でどうするか決めるのを待とう。何日か瞑めい想そうして、いまのままではダメだと気づいてくれることを祈るしかない。

「待ってよっ」

「待たん」

　俺おれは踵きびすを返かえして、部へ屋やの襖ふすまに手をかけた。

　そのとき、背後でどさっと何かが崩れ落ちるような音がする。

　気になった俺おれはちらっと後ろを振り返ると、そこには床に蹲うずくまった鳴なるの姿があった。

　俗に言う土下座である。鳴なるがどういうわけか土下座をしていた。

「……あのう、ひとりでゲーセンに行きますんで、これからも末永いお付き合いをお願ねがいできないでしょうか？」

　鳴なるはおでこを床につけたまま言った。

　なんかいきなり謙けん虚きよになってしまった。

　金髪幼女の土下座は、なかなか破は壊かい力りよくが抜群だった。こっちが悪いことをしているような気がしてくる。

「いきなりどうしたんだ？」

　俺おれの問いに、姿勢はそのままで顔だけ上げた鳴なるは、

「いきなりじゃないよっ。友ともくんがあたしを見捨てるって言うから、見捨てないでくださいって懇こん願がんしてるんじゃん！」

「……なんでそこまで追い込まれてるんだよ」

「分かんないの!?　あたしはねっ、友ともくんが居なくなったらもうお終しまいなんだよ！　これが社会復帰できるかもしれない最後のチャンスなんだから！」

「おまえの最後のチャンス早過ぎじゃないか？　っていうか分かってるなら初めから頑張れよ」

「だって友ともくんが甘やかしてくれるから、あたしはそれに乗っかってたんだよねっ」

「偉そうに言うな」

「ごめんなさい！」

　鳴なるはまた頭を下げる。

　押してダメなら引いてみよう作戦は、びっくりするほど効こう果か覿てき面めんだった。覿てき面めん過ぎてちょっと恐こわい感じはあるが──とにかくこの機きを逃のがす手はない。

「鳴なる、もう一度確かく認にんする。本当にひとりでゲーセンに行くんだな？」

「いぎまず」

　俺おれが念を押すと、鳴なるは涙声で肯定した。

　ほんの少し徒歩二〇分くらいの距きよ離りにあるゲームセンターに行って遊んで帰ってくるだけなんだが。まるで赤あか紙がみが届いたかのような心境である。

「鳴なる、もういいから頭を上げて立ち上がるんだ」

　言げん質ちはとった。

　これ以上鳴なるの土下座姿を見るのは心苦しいので、俺おれは彼女を立たせた。

　鳴なるの顔は涙でぐちゃぐちゃになっていた。

「よく決断したな。偉いぞ」

「……どもぐんっ」

「あー、よしよしよし」

　俺おれは鳴なるを抱だき締しめて、さらさらの金髪を撫なでた。ついでにお尻しりも撫なでた。小さな手で頭を叩たたかれた。
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　ついに鳴なるがひとりで外出をする。

　決断の日から三日後。奇くしくも春休みの最終日。

　ときは午前一〇時。

　本日晴天なれどもご近所に人の気配けはいなし。

　絶好の外出日和びよりである。

　そんな中、強こわ張ばった顔をした鳴なるは、自宅の玄関から出てきた。

　今日きようの服装は、黄き色いろのパーカーに迷めい彩さい柄がらのカーゴパンツ。頭にはベレー帽をかぶり、大きな鞄かばんをたすき掛けに下げている。メゾンがこの日のために拵こしらえた、ゲーセン通いに特化したボーイッシュなコーディネートである。

　どこら辺が特化しているかというと、ダンスゲームなどの激はげしい運動にも対応できるように、可愛かわいさを維持しつつも動きやすさを重視しているのだ。

「……」

　緊きん張ちようが隠せないようすの鳴なるは、生なま唾つばをごくりと吞のみ込こむ。

　だれしも挑戦は不安との戦いである。

　しかし、逃げることはすなわち退化。

　準備はすでに整ととのっている。あとは新しい一歩を踏み出すばかりだ。

「鳴なる」

「頑張って」

「ファイトなのです」

　鳴なるの門かど出でを見送るため玄関先に集まった俺おれ、勇ゆ璃り、こずえの三人は、一様に強い表情を浮かべて鳴なるを元気づけようと声をかけた。

「……みんな、ありがと」

　メゾンの声援を受けて、鳴なるは覚悟を決めたように瞳ひとみの奥に火を点ともした。

　そして、敬礼をし、高らかに宣誓する。

「不ふ肖しようわたくしめは、立派にお役目を果たすことを誓いますっ」

「おう。行ってこい」

　俺おれは鳴なるの武運を祈って、彼女の背中を軽く叩たたいて気合いを入れた。

「それでは行って参ります！」

「うむ」

「さあ、行きますよ！」

「うむ」

「ほ、本当に行くんだからねっ？」

「うむ」

「あたし行っちゃうんだよ!?」

「はよ行け」

　鳴なるは名残なごり惜おしそうに三歩進むごとに後ろを振り返りながら、それでも前に向かって進んだ。

「バンザーイ、バンザーイ」

　長い時間をかけて、やっと鳴なるの姿が見えなくなったのち、

「──さて、あとをつけるか」

　さっそく行動に移そうとする俺おれを見て、

「やっぱり過か保ほ護ごだね」

　と、勇ゆ璃りは呆あきれたように呟つぶやいた。

　対してこずえは、さも乗り気で、

「こずえは面おも白しろそうなので一いつ緒しよに尾行するのです」

「そう」

「一ひとつ橋ばしさんは無理してついて来なくていいですよ～？」

「……いや、行くよ。私も」

「あら、残念」

「……」

「なにをしてるふたりとも。さあ、行くぞ」

「は～い、待ってくださ～い」

「……ん、いま行く」
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　人は古いにしえから試練に立ち向かってきた。

　本日ここに、新たなる試練を課かせられた少女がひとり居る。

　その名を凜りん堂どう鳴なる。

　彼女は逃げの名人である。ひらりひらりと都合の悪いことを躱かわし、自分の大好きなことにのみ全力を注いでしまう、色んな意味ですごい人間だ。

　だがしかし、彼女の逃亡はときに悲ひ劇げきを生んでしまう。

　例えば、高校デビューの失敗。自分を恥じた彼女は、名めい誉よ挽ばん回かいの機き会かいを捨て、内に閉じ込もってしまうことを選択した。それにより人生にハンディキャップを背負うこととなってしまったのだ。

　さらに、ときを遡さかのぼれば、俺おれと疎そ遠えんになったのだってやっぱりそれが原因である。自分の気持ちを伝えることを避けた結果、俺おれたちの関係は遠いモノになってしまった。まあ、この件に関しては俺おれも若かったと思ってはいるのだが。

　話を戻そう。

　そんな彼女が、ひらりひらりと避けていた、日中ひとりでの外出という名の試練。

　それに今日きよう、鳴なるは立ち向かう。

　鳴なるは巧みに物陰を利用して、すれ違う人々に自分の姿を見られないようにしながら移動していた。常に中腰姿勢である。

　そんなようすをメゾンの三人は、少し離はなれたところから観かん察さつしていた。

「すごい。回かい避ひ率りつ一〇〇％だ！」

　俺おれは街中を進む鳴なるのテクニックに思わず感動した。だが、隣となりの勇ゆ璃りはジト目になって、

「すごくないよね？」

　と呆あきれた声を上げた。

「うん、まあ、すごくないな」

　覚悟を決めた鳴なるは、もう逃げない──かと思ったが、べつにそんなことはなく。ゲーセンに行くというたったひとつの目的を果たす手段として、逃亡術を柔軟に活用していた。ちょっと柔軟過ぎやしないだろうか。

「さすが鳴なるちゃんなのです。なんとしてでも他人とすれ違わまいとする姿勢は、人見知りの女王様。その残念な発想と行動は、見てると安心してきちゃいます」

　こずえは持参の双そう眼がん鏡きようで、食い入るように鳴なるの行動を追っている。どうやら最初から鳴なるを尾行するつもりで今日きように臨のぞんでいたようだ。相当な意気込みを感じる。

　こちらはこちらで結構残念な女の子だ。

　それはさておき、問題は鳴なるのほう。

「……これって外出なのか？」

「外出てますし、立派な外出なのです」

　口から出た俺おれの疑問に、こずえはきっぱりと答えた。

「でもさ。俺おれが想定してたのは、なんか、もっとこう、他人と触れ合うような外出であって、スニーキングミッションをして欲しかったわけじゃないんだけどな」

「でも、すれ違うのは知らない人ばかりですよ？　どうやって触れ合うのですか？」

「普通にすれ違うだけでいいんだよ。ただそのときに、きょどったりしなかったら、地域社会に溶け込めてる証拠じゃないか」

「いまの調ちよう子しじゃ、難むずかしいですね」

　そう、こずえの言う通りだ。

　俺おれは鳴なるに視し線せんを戻す。

　街がい路ろ樹じゆの陰に隠れた鳴なるは、前方から迫るおばあさんふたり組みのようすを窺うかがっている。

　このままでは鉢合わせすることが明白なルートを両者は進んでいた。だが、鳴なるが進むべきこれより先の道には、しばらくの間身を隠せそうな場所や物はない。おばあさん方が鳴なるのところまでやってくれば、怪しい行動をしている鳴なるは嫌いやでも目についてしまうだろう。なんとかしてこれを回かい避ひしなければならない。普通に歩けば解決だ、という選択肢は鳴なるにはない。

　そこで鳴なるのとった行動はこうだった。

　まず、ギリギリまでおばあさん方を引き付ける。

　そして、落ちていた小石を拾い上げると、自分の居る歩道の反対側に向かって投げた。おばあさん方の注意は、音の鳴った小石の着地点へ向く。鳴なるはその隙すきに、反対側から脇わきをすり抜けて、音もなく駆けて行った。まるで忍者のようだ。ある意味、動きやすい格好にして良かったとは言える。

「……うん。まるでゲームをしてるみたいだな」

　割と見ている側も手に汗を握る展開なのがすごいところで、このようすを撮さつ影えいして動画投とう稿こうサイトにアップすれば再生数が伸びるかもしれない。さすがゲーム実況者と言えよう。

　そんな鳴なるのようすに、勇ゆ璃りは感慨深そうに、

「何気ない日常を、ゲームとして楽しむ──才能だね」

　と唸うなった。

　しかし、俺おれは手放しでは喜べない。

「頼むから普通に歩いてくれ……」

「どうせゲーセンに行ったら隠れるとかできないからいいんじゃないの？」

「たしかにそれはその通りだが……うーん、でもなぁ」

「いまはこれでいいと思うよ、私は」

「……」

　俺おれは答えることを躊躇ためらう。しかし、心の内では勇ゆ璃りの言葉に頷うなずいていた。

　一度ですべてのハードルを飛び越えようなんて欲張り過ぎである。焦あせらずひとつずつ問題を飛び越えていけばいいのだ。

　俺おれはそうやって自分を納得させようと考え込んでいると、

「大変なのです！」

　鳴なるの監かん視しに熱ねつ中ちゆうしていたこずえが声を上げた。

「どうした？　動きがあったのか!?」

　状況を思いだした俺おれは、すかさず鳴なるのほうを見やる。

　鳴なるはどういうわけか、足を止めて佇たたずんでいた。

「あれを見てください！」

　こずえの指差した先。そこにあるのはコンビニの店てん舗ぽ。

　鳴なるが普段ふだん行く業界三位の店ではなく、業界二位のほうの店だ。

　その、鳴なるの行く手にあるコンビニには、「期間限定・黄おう金ごんうま辛からチキン」と書かれたのぼりが立てられていた。

　コンビニのチキンは、鳴なるの大好物である。しかも期間限定とくれば、いますぐ食べたくなるのも無理はない。

　だがしかし、思い出して欲しい。現在の目的はゲーセンに行くこと。

　コンビニで買い食いをしている場合ではないのだ。

　それなのに、鳴なるは物欲しそうにコンビニを見つめて動こうとしない。

　彼女はチキンという名の悪あく魔まに取とり憑つかれ、我を失っているのだ。このままでは悪あく魔まの囁ささやきに従って、コンビニへ足を踏み入れてしまうだろう。

「負けるんじゃない！」

「頑張ってください！」

　俺おれとこずえは手に汗を握る。

　これは欲望と目的がせめぎ合う、自分との戦いだった。

　人は弱い生き物である。やらなければならないことがあるのに、つい他ほかのことに気持ちがいってしまう。

　例えば、テスト勉強中の娯楽。苦しい勉強をしていると、何度も読んでいるはずの漫画を無性に読みたくなってくることがある。人間はストレスから身を守るために、試練という名の目的から目を逸そらし、欲望に従順であろうとしてしまうのだ。

　でもそれは、ときと場合によっては人生の足あし枷かせになってしまう。

　我々には、どれだけ苦しく身を焦がそうとも立ち向かわなくてはならないときがある。

　鳴なるにとって正にいまがその瞬しゆん間かんであるだろう。

　試練。

　欲望。

　葛かつ藤とう。

　忍耐。

　この戦いは言わば人生の縮しゆく図ず。

　この戦いには人生に大切なモノのすべてが詰まっているような気がした。

「鳴なるっ」

「鳴なるちゃんっ」

「……」

　俺おれたちは固唾かたずを吞のんで、鳴なるの行方ゆくえを見守る。

　緊きん張ちようし過ぎて心しん臓ぞうが口から飛び出しそうだった。

　運命よどうか鳴なるに味方をしてくださいと懇こん願がんする。

　そして、世界が刮かつ目もくする中、鳴なるは動いた。

　歩く。コンビニに向かって？

　いや、違う。

　鳴なるはコンビニを見ないように道路のほうを向きながら、コンビニの前を通過して行ったのだ。

　俺おれとこずえは、手と手を取り合って跳び上がった。

「すごいじゃないか！」

「やればできるんですね～」

「……べつに買い食いくらい、いいと思うけど？」

　勇ゆ璃りの冷静な意見は、まったく聞こえない。

　買い食いくらいいいかもしれないけど、いまは気分的にダメなのだ。なんか負けた気になるから。

「そうか……あの鳴なるも、成長してるんだな……」

　俺おれは鳴なるのことを見くびっていた。自立を促しながらも、頭のどこかで愛くるしいマスコットのような存在であればいいのではないかと、勝手に彼女の限界を決め付けていた。

　でもそれは、俺おれのエゴでしかなかったのだ。

　だって鳴なるは、自分の足で立って歩き、コンビニの誘惑にも打ち勝てた。もうそれはひとりの自立した人間と言っても過言ではないだろう。

　それを象徴するかのように、鳴なるの足取りは毅き然ぜんとしていた。他ほかの人が近づいて来るまでは。

　やはり知らない人が近づいてきたら、鳴なるは物陰に隠れてしまう。スニーキングミッションの再開である。

「……だとしても、それでいいんだよ鳴なる。おまえは大きな試練を乗り越えた。そして、もうすぐゲーセンに辿たどり着つこうともしている。俺おれはこれ以上望んだりしない」

　俺おれはそうやって勝手に納得すると、穏おだやかな心で鳴なるの行ゆく末すえを見守ろうとする。

　ゴールはすでに目前まで迫っている。

　残すは全長一〇〇メートルばかりの橋。これを渡りきればそこにゲームセンターはある。

　物陰に潜ひそむ鳴なるは、橋の歩道のようすを入念に窺うかがう。

　そして、人が居なくなった瞬しゆん間かんを見計らってラストスパートをかけた。全力疾走だ。

　海から流れる潮しお風かぜが鳴なるの金髪をなびかせ、頰ほおに伝った汗がきらきらと輝かがやきながら後ろへ流れて行く。いまこの瞬しゆん間かんの鳴なるは、世界でもっとも輝かがやいているような気がした。その勇姿は、俺おれの心に刻み付けられ、生涯にわたって忘れることはないだろう。

　鳴なるは勇者だった。

　勇者は見えないゴールテープを切って、目的地に辿たどり着ついた。

「……ああ、ついにやり遂げてしまったんだな」

　時間にして三〇分ばかり。普通に歩けばもっと早く到着した短いようで短い旅路だった。

　でも、鳴なるにとっては人生のどんな時間よりも長い三〇分だったことだろう。

「鳴なる、良くやったな……うぅ……」

　俺おれは感動のあまり、口に手を当てて噎むせび泣ないた。

「まだ早くない？」

「そうですよ～。遊んで帰るまでが遠足なのです」

　呆あきれ交まじりの勇ゆ璃りとこずえに背中を摩さすられて、俺おれは涙を治めた。

「……だな。安心するのは早かった。よし行こう」

　鳴なるのあとを追って、俺おれたちもこっそりとゲームセンターに入った。

　店内は平日の午前中ということもあって、人の姿はまばらだった。この店はふたつのフロアに分かれており、一階にはＵＦＯキャッチャーとコインゲーム。二階にはアーケードゲームが設置されている。

　そして一階に鳴なるの姿はない。

　目的はアーケードゲームなので、真まっ直すぐ二階へ上がったのだろう。

　危険を承知しながら、俺おれたちも慎重に階段を踏む。

　二階は一階に比べると、照明が落としてあり、少し薄うす暗ぐらい。そんな中にアーケードゲームや音楽ゲームの筐きよう体たいが並び、自己主張の強い光を放っている。

　俺おれたちは退路を確かく保ほするため、完全に二階には上がらず階段からようすを窺うかがう。

　鳴なるはすでにお目当てのゲームをプレイしていた。

　人前でのプレイにちょっとそわそわしているようである。でも当然ながら、人目があっても隠れようとはしていない。外を歩いているときと一体なにが違うのだろうか？　そこら辺のさじ加減が俺おれには謎なぞだった。

　でも、一いつ生しよう懸けん命めいゲームをプレイしている鳴なるの姿を見たら、そんなことはどうでもいいかという気分になってくる。

　しばらくはこのままの時間が続くだろう。

　勇ゆ璃りとこずえはクレーンゲームコーナーに行ってしまったが、俺おれは残って、鳴なるの勇姿を静かに見守ることにした。
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　それから一時間後。

　何度かゲームをプレイした鳴なるは、満足そうに筐きよう体たいを離はなれる。

　最初は緊きん張ちようした面おも持もちだった鳴なるも、ゲームに熱ねつ中ちゆうするにつれて表情が柔らかくなっていた。

　きっと、辛つらく苦しい困こん難なんを乗り越えたことにより、ひと回り大きな人間になったのだろう。精神的に。

　それを証明するように、筐きよう体たいをあとにした鳴なるの足取りは、実に堂々としたモノだった。

　見ているこっちまで誇らしくなってくる。

　鳴なるは見事目的を達成することができたのだ。時刻も午後になろうとしていることだし、あとは帰宅するのみ。もう大きな試練は訪れないだろう。

　俺おれが見つからないように、この場所から離はなれようとした、そのとき。

　同じゲームを鳴なるの隣となりでプレイしていた女の子が、同じタイミングで筐きよう体たいから離はなれ、

「どうですかー？　いいの出ましたー？」

　と、鳴なるに向かって大きな声で話しかけてきた。

「っ──」

　突然知らない人に話しかけられ、雷に打たれたように背筋を伸ばして硬直する鳴なる。目はぐるんぐるんと回っている。

「あれー？　どうしたんですか？　もしかして体たい調ちよう悪いんですか？」

　話しかけても相手から反応が得られず、女の子は小首を傾かしげる。

　アーケードゲーム周りは圧倒的に男性が多い。そんな中で同性を見かけたので、相手は嬉うれしくなって話しかけてきたのだろう。

　野球帽をかぶりティーシャツの上にオーバーオールを着た、活発そうな女の子に他意は感じられない。

　しかし、話しかける相手が悪かった。

「い、いえっ──」

　人見知りが発動した鳴なるは、逆上のぼせたように顔を真まっ赤かにして慌てふためく。

　生配信では不特定多数相手でも流りゆう暢ちように喋しやべるくせに、生身の人間相手だと僅わずかひとりでも緊きん張ちようしてしまう。たとえ同じ趣しゆ味みをもつ人相手でも、即席の雑ざつ談だんはいまの鳴なるには難なん易い度どが高かった。

　ピンチである。

　それもコンビニのチキンどころではない。

　正真正銘、鳴なるの存亡がかかった一大事だ。

　なぜならば、相手はひとめ見ただけでも分かるほど明るく活発ではきはきと喋しやべる人間。つまり鳴なるとは正反対の位置に居る人種であり、鳴なるの弱点属性でもある。

　このままでは不味まずい。

　俺おれは居ても立っても居られなくなり、鳴なるを助けようと身を乗り出した。

　しかし、後ろから伸びてきた手に腕を摑つかまれる。いつの間にか勇ゆ璃りが戻っていた。

「だめ」

　勇ゆ璃りは強めの口く調ちようで俺おれを制止する。

「勇ゆ璃り、後ご生しようだ。このままだと鳴なるが死んでしまう」

「死なないよ」

「どうしてだ!?　あんなに小さくなって怯おびえてるんだぞ？」

「元からあんなもんだから」

　勇ゆ璃りの冷静な意見に、俺おれは改めて鳴なるを見る。

「……たしかにそうかもしれない。でも、これ以上小さくなったらどうするんだ!?」

「友とも永ながは凜りん堂どうに他人と交流して欲しかったんだよね？」

　痛いところを突かれた。

　俺おれは言葉に詰まる。

　そんな俺おれに向かって、勇ゆ璃りは母親が子供を諭さとすように言葉を続ける。

「ここまで来るときだって、本当は隠れずに普通に歩いて欲しかったって言ってたじゃん」

「……はい。その通りです」

　俺おれは身も心も小さくなって相づちを打つ。

「過か保ほ護ご過ぎるのが良くない。だから、谷から突き落とすつもりで、ひとりで行かせたんでしょ？」

「……はい」

「だったら最後まで見守るべきだと思う。ここで手を差し伸べちゃったら、ここまでの凜りん堂どうの冒険が破は綻たんしちゃうような気がする」

「……勇ゆ璃り。おまえは鳴なるのことをそこまで思ってくれてたんだな」

　俺おれは勇ゆ璃りの熱あつい台詞せりふに感動を覚えた。

　すると、勇ゆ璃りは照れくさそうにそっぽを向きながら、

「……べつに、凜りん堂どうのことは嫌いじゃない。それだけ」

「そうか。ありがとう」

「あらら～、こずえも鳴なるちゃんのこと大好きですよ～。なにせズッ友ともですから」

　突然ふらっと戻って来たこずえは、俺おれと勇ゆ璃りの間に割り込んで、そこから鳴なるのようすを覗のぞいた。その胸には三つのぬいぐるみを抱えている。クレーンゲームで取った物のようだ。

　こずえはいまの状況を瞬しゆん時じに理解すると、俺おれに向かって微笑ほほえみながら言う。

「人間関係って大変ですからね～。べつに逃げ出してもいいと思うのです。でも、それはだれかに助けてもらって決めるのじゃなくて、自分で決めるべきです。じゃないといつまで経たっても大人おとなにはなれませんよ？　鳴なるちゃんの望むような本当の大人おとなには」

「そうだな……分かった。みんなで鳴なるのことを見守ろう」

　俺おれは、覚悟を決めてそう答える。

「はい。そうしましょう」

　と、こずえ。

　自分が選んだならたとえ逃げ出してもいい。

　むしろ逃げろと思う。

　そんな想おもいを胸に、戦いの真まっ直ただ中なかの鳴なるを見守る。

　鳴なるはいまも見知らぬ女の子の猛攻に晒さらされている。

「先週のアプデで編へん成せいが大きく変わりましたね！」

　女の子はいちいち声が大きく、むやみに潑はつ剌らつとしている。まるで太陽のようだ。

「あ、あたし、今日きよう始めたばかりでっ」

　鳴なるは精一杯、眩まぶしい太陽に抗あらがうように上うわ擦ずった声を上げる。

　本来、日陰で暮らす生物が日向ひなたへ出ると、瞬またたく間まに干からびて死んでしまうものだ。

　いまの鳴なるはその一歩手前だと言えよう。

「そうだったんですか！　いまからだとデッキ集めるの大変でしょ。良かったら使わないカードあげますよ！」

「え、あ……どうも」

「どのタイプが好きなんですか？」

「……ああ……えっと……デストロイヤーかな？」

「縛しばりプレイって奴やつですね！　分かりました。じゃあ、これとこれとこれを使ってください！」

　鳴なるは差し出されたカードを、怖おず怖おずと受け取る。

「……あ、ありがとう」

「いいってことですよ！　これからも頑張りましょうね！」

　女の子は強く笑い。

「う、うん」

　鳴なるはぎこちなくも、笑顔えがおで応じる。

　そして、会話が途と切ぎれるちょっとの隙すき間ま。

「……」

「……」

　さすがに鳴なるの歯切れの悪さに気づいたのか、困ったような曖あい昧まいな笑えみを浮かべて、

「それでは、わたしはこれで失礼します！」

　と、びしっと敬礼して踵きびすを返かえした。

　どうやら空気を読んで鳴なるを解放してくれるようだ。

　鳴なるは口をもごもごさせながら、その背中をただ見送る。

　鳴なるは干からびる前に、太陽の攻勢を振りきり、なんとか生き延びることに成功したのだ。

　そのようすを、固唾かたずを吞のんで見守っていた一同はほっとした。

　鳴なるは逃げの名人である。

　これまで何度もその類たぐい希まれなる才能により、数々の困こん難なんを躱かわしてきた。

　今日きようもその名人芸により、ひとつの困こん難なんを躱かわすことができたのだ。よく堪こらえたなと、称しよう賛さんを送りたい──のだが、どうしてだろうか？　俺おれの胸にはわだかまりがあった。

「……せっかくのチャンスだったのに」

　まるで俺おれの心を覗のぞいているように、勇ゆ璃りがぼそっと残念そうに呟つぶやいた。

　俺おれは思わずはっとする。勇ゆ璃りの言葉は、俺おれのわだかまりを正せい確かくに表現していた。

「そうだな……」

　と、俺おれも同意する。

　話しかけてきてくれたのは、明るくて元気で積せつ極きよく的てきな女の子。向こうの調ちよう子しを見るに、同じ趣しゆ味みを共有できる友達を作るチャンスだったと思う。

　逃げればいいなんて思いながらも、実はそれ以上を期待していた自分が居たことに気がついた。

　でもまぁ、仕方ない。

　当初の目的はクリアしているのだ。多くを望んではいけない。

　思い返してみれば、二週間前に再会したとき。鳴なるは蕾つぼみだった。スウェットという酷ひどい格好で、薄うす暗ぐらい明け方のコンビニしか行けない人間だった。

　それが数々の服を着せ替え、華か麗れいになった自分の姿に自信をもつことで、昼間でも外へ踏み出す勇気を得て、いまこの場所に立っている。

　現在の鳴なるは見違えるほど華か麗れいになった。蕾つぼみが開き、花になったのだ。

　この状態を喜びはせど残念がることはない。

　いまはこれで十分だ。

　鳴なるはとても健けん闘とうした。

　あとは、帰宅した鳴なるを温かく迎えればいい。

　俺おれがそう納得したとき、

「……あ、あのっ」

　鳴なるはなにを思ったのか、去ろうとする女の子に声をかけた。
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　俺おれは目を、そして耳を疑った。

「はい、どうしました？」

　きょとんとして振り返る女の子。

　鳴なるは両手をぎゅっと握った。そして、震ふるえる身体からだを地面に打ち付けるように足を踏ん張り、一杯の声を張って言う。

「ど、どのタイプのカードが好きなんですか!?」

　元々太陽のように明るかった女の子の笑顔えがおが、超ちよう新しん星せい爆ばく発はつしたように一ひと際きわ強く輝かがやいた。

「わたしはですね！　やっぱバトルシップです。大たい艦かん巨きよ砲ほう主しゆ義ぎ万歳です！」

「出しゆつ撃げきコストが重いですねっ」

「そこら辺は愛でカバーです！」

　鳴なると女の子の会話は、下り坂を転がるように盛り上がっていく。

　突然の出来事に俺おれはぽかんとするしかなかった。

　あの人見知りの鳴なるが、三分前に知り合った人に、自分から話しかけたのだ。

「奇跡だ……奇跡が起こったとしか言いようがない」

　まるで曇くもり空ぞらからひと筋の光が射さしたようだった。

「それは言い過ぎだよ」

　俺おれの言いように、勇ゆ璃りはくすっと笑い、

「でも、なにかを乗り越えた感じはする。本当に良かった」

　と、続けた。

　こずえもにこにこと同意する。

「そうですね～。あらあら、ふたりとも楽しそうにしているのです」

「本当だな。鳴なるがあんなにも楽しそうに……うぅぅ……」

「今日きようは涙もろいですね～」

　こずえはハンカチを差し出してくれた。

　俺おれはそれを受け取り、目元を拭ふき、

「ありがとう……ありがとう……もう大丈夫だな。あいつはひとりで外出できる」

「そうですね。久しぶりの外出で友達を作っちゃうなんてすごいのです。こずえなんて友達が増えるどころか減ってばっかりなのに」

　こずえがにっこりして言うと、勇ゆ璃りは呆あきれたように、

「……犬いぬヶが崎さき、いい雰囲気に水をさすな」

「ごめんなさ～い」

　こずえはぺろっと舌を出した。

　こちらの女の子ふたりも楽しそうな雰囲気である。

　そして、向こう側の鳴なるたちはというと──なんだかよく分からない専門用語の応酬が続いている。鳴なるたちの口はマシンガンのように動き、その弾数は尽きることを知らない。完全にふたりだけの世界に入っていた。

　俺おれはそんな鳴なるのようすを見て、自然と笑えみがこぼれる。

　嬉うれしいような。

　そして、ちょっとだけ寂しいような。

　そんな気分になった。

「俺おれたちはもう帰ろうか」

「そうだな」

「ですね～」

　勇ゆ璃りとこずえは揃そろって頷うなずく。

　そして、三人はそっと踵きびすを返かえし、ひと足先にゲームセンターをあとにした。
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　春休みが終わり、桜が散り始める頃ころ。

　鳴なるの部へ屋や。和わ室しつの座ざ布ぶ団とんの上に腰を下ろした俺おれと鳴なるは、一いつ緒しよにゲームをしていた。

　やっているのは対戦型オンライン戦車ゲーム。

　ふたつの据え置きゲーム機きに、ふたつのモニター、そしてふたりの人間が肩を並べてプレイしている。

「最近のゲームってオンラインが前提だからねぇ。一いつ緒しよにゲームするとなると、どうしてもふたつ必要なんだよねー」

「だからってよくふたつも買えるな……」

「べつにふたりでプレイするためにふたつ買ったんじゃないよぉ。新しいモデルが出たから買い換えただけだもん。そんで余ったから友ともくんを誘っただけだし」

　仄ほのかにツンデレめいた台詞せりふを口にする鳴なる。しかしゲームに熱ねつ中ちゆうしている最中の発言なので、裏の意味なんて含んでいないだろう。

　そんな鳴なるの本日の服装は、シャツの上にカーディガンを着てデニムの短パンを穿はいている。さらに、勇ゆ璃りから貰もらったリボンで頭髪をふたつに分けて括くくっていた。いわゆる金髪ツインテールという奴やつだ。

　服装ばかりではなく髪にも気を配れるようになり、鳴なるの成長は著いちじるしかった──が、それは外見上のことであり、引きこもりがちな生活はそんなに変わっていない。

「ああ、やられた……」

　自分が操あやつる戦車が大破して、俺おれはがっくりと項垂うなだれる。

　このゲーム、かなり難むずかしい。

「戦犯戦犯せんぱ～ん」

「うるせえ」

　鳴なるに茶化ちやかされむっとして、おまえはどんなものだと鳴なるのプレイを見る。腹立たしいことに、こいつはむやみに上手うまかった。次々と敵チームの戦車を撃うち抜ぬいていく。

　本当、ゲームに関しては頼りになる奴やつである。

　そして、鳴なるの大だい活かつ躍やくによる勝利で、対戦の幕は閉じ、

「勝ったぁー」

「お疲れさん」

「今度ね、このゲームの実況動画を上げようと思うから、友ともくんはもっと練習しといてねぇー」

「俺おれを巻き込むな」

「いいじゃんいいじゃん。昔みたいにもっと一いつ緒しよに遊ぼうよぉ」

　と言いながら、鳴なるは甘えるように俺おれに擦すり寄よってきた。身体からだを傾けて、俺おれの腕に自分の頭をすりすりと擦こすり付つけてくる。いつもながら子猫のようだ。

　可愛かわいくなって、俺おれはついついその頭を撫なでてしまう。

　鳴なるは気持ち良さそうに目を細めた。

「ねぇ、友ともくん」

「なんだよ？」

「ご褒ほう美びが欲しいなぁー」

　蕩とろけたような笑えみでそんなことを言ってきた。

「勝つ度たびにご褒ほう美びあげてたらきりがないだろ……」

「ゲームじゃなくて、ひとりでゲーセンに行ったことへの」

「そっちか」

「そっちです！」

　どちらにせよゲーム関係であることには変わりないのだが、まあそれはいいとして。

「それなら好きな服を作ってやろう。なんでもどんと来い！」

　俺おれがそう提案すると、鳴なるはえーという顔をした。

「いつも作ってくれるじゃん」

「まあそうだ。しかしな、俺おれは鳴なるの要望通りに作った試しはない」

「あ、それ、自覚してたんだ」

「もちろんだ。鳴なるの好みは無茶むちやなことが多い。でも、今回は頑張ったご褒ほう美びとして、オール鳴なるの好みで服を作ろう。本当になんでも作るぞ？　着てみたい服とかないのか？」

「着てみたい服かぁ……」

　鳴なるは人差し指を顎あごに当てて考え込む。

「憧あこがれてたけど、無理だなって思ってた物とか」

「それならぁ──」

　なにを思い付いたのか、鳴なるはぽっと顔を赤らめて俯うつむいてしまう。

「それなら、どうしたんだ？」

　俺おれが訊きき返かえすと、鳴なるはややあってから、

「──ウエディングドレスかな」

　と、小さな声で言った。

「ウエディングドレス！」

　俺おれの背中に稲いな妻ずまが奔はしる。

　みちるのときのことを思い出し戦せん慄りつしてしまったのだ。

　俺おれは声を震ふるわせながら、

「……アレだろ。調ちよう子しに乗って本当に作ったら、重いとか言いだすんだろ？」

「突然どうしたし？」

「い、いや……なんでもない。忘れてくれ」

「ん？　変なの」

　と、鳴なるは不ふ思し議ぎそうな顔をしつつも、

「まぁ、でもそうだよねぇ。友ともくんが憧あこがれって言ったから、ついウエディングドレスって言っちゃったけど、着るのはいまじゃないからね」

「……やっぱりそうなのか」

　危ない危ない。今度も浮かれて先走るところだった。

「いま作ってもらっても、それを着る頃ころにはサイズが違ってるだろうし」

「そんなことないと思うぞ」

「そんなことあるもんっ」

　鳴なるは頰ほおを膨ふくらませて不満をアピールする。

　いまだにこいつは奇跡に期待をしているようだ。

「そんなに背を伸ばしたかったら、毎日外出して運動でもしたらどうだ？」

「その話はナシ！」

　耳が痛い話を強制的に打ち切った鳴なるは、誤ご魔ま化かすように俺おれの腕に抱き付いてきた。

「ねぇ、友ともくん」

「なんだ？」

「ウエディングドレス。そのときが来たら友ともくんが作ってね？」

　そのときがいつなのか、いまの鳴なるからはさっぱり見当がつかない。

　でも、鳴なるが俺おれの服を必要としてくれるなら、俺おれはいつだって腕によりをかけるつもりだ。

「喜んで作らせてもらおう」

「約束だよぉ？」

「ああ、約束だ」

　にこっとあどけなく笑った鳴なるの頭を、俺おれはわしわしと撫なでた。











あとがき






　皆さん人生お疲れ様です。うわみくるまです。

　今回は小説でファッションを取り扱うという、ちょっと無茶むちやなことをしてみました。

　ファッションに関する話を書くのだから、さぞかし作者はファッションに詳しく、オシャレな奴やつだと思いになられるでしょう。

　だが、しかし！

　私は一四歳で身体からだの成長は止まっているし、一七歳から心の進歩もしていない人間です。

　いまだ中二のときに○ニクロで買ったジーパン（死語）を穿はいているし、持ち服のバリエーションも少ないため、家族からは「お前いつも同じ服着ているな」と指摘されています。

　また、「服にお金を使うくらいなら本やゲーム買うし」とか言う人種です。

　こんな奴やつがファッションをテーマに書いてしまったわけです。

　この小説は、私が自分自身に対して「少しはファッションに気をつかえよ」と説得しながら書いた話です。

　これを読んだ方で、同じくファッションを気にしない人が居ましたら、一ミリほど主人公の理屈に説得されてオシャレをしてみては如何いかがでしょうか？　モテモテになって人生が変わるかもしれません。変わらないかもしれません。

　もしも、この小説を読んでモテモテになった。瘦やせた。金運が上昇した。ガチャで最高ランクレアを引いた。などの事象が起こったならばご一報頂ければ幸いです。今後はそういう文句で売り出したいと思います。







　簡かん単たんに謝しや辞じを。

　かれい様。ヒロインがむやみに着替えまくるという、面ねん倒どうな仕事を引き受けて頂きありがとうございました。素敵すてきなビジュアルに感動しています。

　担当編へん集しゆう以下、製造から流通、販売に関かかわる皆様。この度たびもお世話になります。

　前回のシリーズを読んで手紙を下さったスクール水着愛好家の方々。お手紙拝見しております。私はシャイなので返信とかしませんが、大目に見て下さい。また今回は「スクール水着」という単語を一度しか使えなかったことを、遺い憾かんに思っております。

　本作を読んで下さった皆様。ありがとう！
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うわみくるま

胸とお尻。どちらかというとお尻の方が好き。もちろん胸も好き。
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イラスト／かれい

ぬくい布団から出られない絵描き。こんな名前だけど泳げません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「うわみくるま先生」係

「かれい先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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縫ぬい上あげ!　脱ぬがして?　着きせかえる!!




彼かの女じょが高こう校こうデビューに失しっ敗ぱいして引ひきこもりと化かしたので、俺おれが青春ファッションをコーディネートすることに。








うわみくるま
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